
翻
　
訳

張

世
英
『
へ
－
ゲ
ル
の
論
理
学
』
Ｈ

張
世
英
著
く
姶
黒
格
ホ
的
遺
揖
学
Ｖ
　
上
海
人
民
出
版
杜
、

一
九
七
三
年

小
　
野

進
　
訳

　
私
が
、
こ
の
よ
う
な
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
の
研
究
書
の
翻
訳
を
す
る
の

は
、
専
門
領
域
外
の
場
ち
が
い
の
こ
と
を
や
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
は
そ
う
い
う
風
に
は
考
え
な
い
。
こ
の
翻
訳

の
動
機
は
、
直
接
的
に
は
、
第
一
に
、
均
衡
理
論
と
し
て
の
近
代
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

学
を
批
判
す
る
た
め
の
も
っ
と
も
一
般
的
で
、
も
っ
と
も
基
本
的
な
基

準
を
確
定
す
る
準
備
作
業
の
た
め
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ぱ
、
近
代
経
済

学
の
方
法
的
基
礎
を
批
判
す
る
た
め
の
基
準
を
再
考
す
る
一
つ
の
材
料

を
提
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
政
治
経
済
学
の
研
究

に
ぽ
唯
物
弁
証
法
の
観
点
が
ど
う
し
て
も
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
と
思

っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
そ
し
て
、
目
本
の
所
謂
「
正
統
派
マ
ル
ク
ス

主
義
」
（
現
在
の
時
点
で
み
れ
ば
日
本
に
お
い
て
真
正
の
マ
ル
ク
ス
主
義
な
ど
存

　
　
　
　
『
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
』
Ｈ
（
小
野
）

在
す
る
だ
ろ
う
か
？
）
の
哲
学
者
や
あ
る
い
は
反
「
正
統
派
」
の
マ
ル
ク

ス
学
派
の
経
済
学
者
（
所
謂
「
市
民
杜
会
」
論
の
系
統
に
属
す
る
人
女
）
の

唯
物
弁
証
法
や
唯
物
史
観
の
理
解
に
は
腋
に
お
ち
な
い
点
が
多
々
あ
る

こ
と
。
　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
方
法
的
基
礎
は
、
　
弁
証
法
的
唯
物
論
の

　
　
　
　
　
（
１
）

認
識
論
で
、
実
践
　
　
感
性
的
認
識
　
　
理
性
的
認
識
　
　
再
実
践
と

い
う
循
環
往
復
運
動
の
認
識
運
動
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
近
代
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

済
学
に
共
通
し
た
方
法
的
基
礎
は
、
論
理
実
証
主
義
で
、
仮
説
（
あ
る

い
は
仮
定
）
　
　
緯
演
１
↓
検
証
１
↓
仮
説
の
改
善
と
い
う
認
識
の
サ
イ

　
（
３
）

ク
ル
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
本
質
的
に
同
一
次
元
に
立
っ
て
い
る
上
記
の

哲
学
者
達
の
唯
物
弁
証
法
の
観
念
論
的
理
解
（
一
…
で
観
念
論
的
理
解
と

い
っ
て
い
る
の
は
、
本
質
規
定
と
し
て
い
っ
て
い
る
こ
と
で
、
仮
説
設
定
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
五
　
（
九
二
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

義
を
ま
っ
た
く
否
定
し
て
い
る
の
で
は
た
い
。
む
し
ろ
仮
説
設
定
が
必
要
た
場

合
も
あ
る
。
間
題
は
、
認
識
過
程
の
出
発
点
が
、
実
践
で
あ
る
の
か
、
仮
説
で

あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
　
こ
の
こ
と
は
、
認
識
論
の
唯
物
弁
証
法
的

理
解
と
観
念
論
的
理
解
の
分
水
嶺
で
あ
る
）
で
は
、
政
治
経
済
学
の
研
究
に

は
役
に
立
た
な
い
こ
と
、
と
り
わ
げ
近
代
経
済
学
の
方
法
的
基
礎
の
批

判
に
は
ほ
と
ん
ど
役
に
－
立
た
た
い
。
第
一
の
動
機
に
つ
い
て
は
の
ち
に

ふ
れ
る
こ
と
に
し
て
、
第
二
の
動
機
に
つ
い
て
若
干
説
明
し
て
お
き
た

い
。
経
済
学
の
研
究
は
哲
学
と
結
合
し
な
け
れ
ぱ
た
ら
た
い
が
、
問
題

は
い
か
な
る
哲
学
と
結
合
す
る
の
か
と
い
う
ヒ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

が
い
う
と
こ
ろ
の
哲
学
は
、
杜
会
科
学
と
自
然
科
学
の
両
者
を
総
括
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

た
と
こ
ろ
の
哲
学
で
あ
る
。
唯
物
弁
証
法
の
根
本
法
則
が
対
立
面
の
統

一
の
法
則
（
こ
の
内
容
を
ど
う
理
解
す
る
か
が
大
間
題
で
あ
る
が
）
で
あ
る

と
す
れ
ぱ
、
こ
の
よ
う
な
観
点
で
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
現
象
を
具
体
的
に
。

分
析
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
唯
物
弁
証
法
の
諸
法
則
を
、
客
観
的
対

象
に
「
適
用
」
し
、
あ
て
は
め
、
お
し
つ
げ
る
の
で
は
た
い
。
こ
の

よ
う
な
誤
謬
は
過
去
に
多
く
み
う
け
ら
れ
た
し
、
現
在
に
も
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
経
済
学
と
哲
学
（
認
識
論
）
と
の
結
合
に
対
す
る
根
強
い

不
信
が
生
ま
れ
、
哲
学
は
語
ら
れ
る
げ
れ
ど
も
、
そ
れ
を
経
済
学
の
研

究
に
関
係
づ
げ
る
こ
と
が
忌
避
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
具
体
的
な
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
六
　
（
九
二
八
）

物
を
具
体
的
に
分
析
し
、
具
体
的
な
弁
証
法
的
諸
特
徴
を
も
っ
た
矛
盾

を
析
出
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
具
体
的
た
事
物
を
具
体
的
に
分
析
す

る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
実
際
か
ら
出
発
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
分
析
の

前
提
と
し
て
豊
富
な
材
料
を
掌
握
す
る
こ
と
、
つ
ぎ
に
、
唯
物
弁
証
法

と
史
的
唯
物
論
の
立
場
、
観
点
そ
し
て
方
法
に
よ
ら
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な

い
。
婁
言
す
れ
ぱ
、
Ｈ
事
物
に
対
し
て
、
問
題
に
対
し
て
、
全
面
的
な

分
析
を
お
こ
な
う
こ
と
、
す
た
わ
ち
、
全
面
的
な
矛
盾
分
析
を
お
こ
た

う
こ
と
、
事
物
に
お
げ
る
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
側
面
、
肯
定
的
側
面

と
否
定
的
側
面
、
積
極
面
と
消
極
面
、
正
面
と
反
面
、
有
利
な
側
面
と

不
利
な
側
面
等
々
を
分
析
す
る
こ
と
、
ｏ
歴
史
的
分
析
を
加
え
る
こ
と
、

具
体
的
な
歴
史
的
環
境
の
た
か
で
、
事
物
、
問
題
を
分
析
す
る
こ
と
、

臼
階
級
分
析
を
加
え
る
こ
と
、
階
級
分
析
を
加
え
な
げ
れ
ぱ
、
物
事
の

本
質
を
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
事
物
の
発
展
の
方
向
性
を
認
識
す

る
こ
と
は
で
き
た
い
。
要
す
る
に
、
全
面
的
た
矛
盾
分
析
、
歴
史
的
分

析
そ
し
て
階
級
分
析
が
必
要
で
あ
る
。

　
私
が
、
こ
の
翻
訳
を
す
る
第
一
の
動
機
に
っ
い
て
は
、
さ
き
に
ふ
れ

た
と
お
り
で
あ
る
。
近
代
経
済
学
批
判
の
研
究
を
す
す
め
る
た
め
に
は
、

お
よ
そ
、
っ
ぎ
の
よ
う
な
研
究
の
三
段
階
吃
経
な
げ
れ
ぱ
、
ア
ヵ
デ
、
、
、

ツ
ク
な
意
味
に
お
い
て
十
分
説
得
力
の
あ
る
批
判
は
展
開
さ
れ
え
な
い
。



ま
ず
、
第
一
に
、
近
代
経
済
学
批
判
の
基
軸
に
な
る
マ
ル
ク
ス
経
済
学

の
対
象
、
方
法
、
理
論
内
容
、
そ
し
て
性
格
を
ど
の
よ
う
に
－
理
解
す
る

の
か
と
い
う
問
題
、
第
二
に
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
経
済
学
と
し
て
の
近
代
経

済
学
の
範
囲
（
対
象
）
、
理
論
内
容
、
論
理
構
造
に
つ
い
て
の
詳
細
な
系

統
的
な
知
識
と
根
本
問
題
に
か
ん
す
る
把
握
、
そ
し
て
第
三
に
、
国
内

外
の
従
来
の
近
代
経
済
学
批
判
説
の
整
理
、
総
括
を
必
要
と
す
る
こ
と
、

以
上
の
三
段
階
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
三
つ
の
段
階
は
相
互
に
有

機
的
に
関
連
し
て
お
り
、
第
一
段
階
の
研
究
が
終
了
し
な
げ
れ
ば
、
第

二
段
階
へ
進
め
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
近
代
経
済
学

批
判
の
研
究
に
－
と
っ
て
、
第
一
段
階
の
マ
ル
ク
ス
経
済
学
（
そ
れ
が
ど

の
よ
う
に
理
解
、
解
釈
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
当
面
別
と
し
て
）
を
前
提
す

る
か
ぎ
り
、
第
二
段
階
を
ぬ
き
に
し
て
は
、
近
代
経
済
学
批
判
は
成
立

し
た
い
。
そ
し
て
、
ま
た
、
歴
史
的
、
時
問
的
継
起
を
た
ん
に
つ
み
か

さ
ね
る
ご
と
に
、
近
代
経
済
学
批
判
が
深
化
し
発
展
し
て
い
る
と
い
う

保
証
は
ち
っ
と
も
存
在
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
近
代

経
済
学
批
判
の
歴
史
を
み
れ
ぱ
わ
か
る
。
第
三
段
階
の
近
代
経
済
学
批

判
の
総
括
を
通
し
て
、
こ
れ
が
第
一
段
階
の
マ
ル
ク
ス
経
済
学
を
ど
の

よ
う
に
理
解
す
る
の
か
と
関
係
し
て
く
る
。
近
代
経
済
学
批
判
を
媒
介

に
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
理
論
構
造
や
方
法
論
の
よ
り
正
し
い
理
解
に
資

　
　
　
　
『
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
』
Ｈ
（
小
野
）

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
私
の
近
代
経
済
学
批
判
の
研
究
は
、
以
上
の
よ
う
な
三
段
階
の
ル
ー

ト
を
通
じ
て
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
私
は
、
か
つ
て
、
『
立
命
館
経
済
学
』
（
第
一
七
巻
第
一
号
、
第

二
号
）
所
収
の
「
近
代
経
済
学
批
判
の
目
的
と
方
法
そ
し
て
近
代
経
済

学
の
性
格
規
定
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
　
　
関
恒
義
著
『
現
代
資
本

主
義
と
経
済
理
論
の
所
説
に
関
連
し
て
　
　
』
に
お
い
て
、
関
教
授

（
一
橋
大
学
）
の
近
代
経
済
学
批
判
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
点
に
つ
い

て
言
及
し
た
。
関
教
授
は
、
『
現
代
資
本
主
義
と
経
済
理
論
』
（
新
評
論
、

一
九
六
八
年
）
の
第
一
章
か
ら
第
三
章
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
哲

学
の
根
本
に
っ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
げ
れ
ど
、
そ
の
さ
い
、
教
授
の

唯
物
弁
証
法
の
基
本
法
則
に
１
つ
い
て
の
理
解
に
か
ん
し
て
、
私
の
理
解

と
異
な
る
と
こ
ろ
を
疑
問
点
と
し
て
提
起
し
て
お
い
た
。

　
自
然
科
学
の
知
識
と
杜
会
科
学
の
知
識
の
概
括
と
総
括
と
し
て
の
世

界
観
１
１
唯
物
弁
証
法
を
ど
う
理
解
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
あ
ら
ゆ
る

個
別
科
学
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
さ
し
あ
た

り
、
わ
れ
わ
れ
の
近
代
経
済
学
批
判
の
研
究
に
と
っ
て
も
ま
た
大
切
で

あ
る
。
唯
物
弁
証
法
の
根
本
法
則
は
、
通
説
で
は
、
　
エ
ソ
ゲ
ル
ス
の

『
自
然
弁
託
法
』
に
お
い
て
要
約
さ
れ
た
三
法
則
、
い
量
か
ら
質
へ
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七
　
（
九
二
九
）
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館
経
済
学
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二
十
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巻
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五
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合
併
号
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よ
び
そ
の
逆
の
法
則
（
｛
婁
Ｏ
易
昌
｛
易
自
婁
Ｏ
巨
晶
Ｏ
易
＜
昌
Ｏ
§
き
葦

ぎ
雪
昌
§
；
ｏ
目
昌
・
・
県
ｇ
Ｈ
け
）
、
ｏ
対
立
物
の
濠
透
の
法
則
（
ｑ
易
ｏ
¢
－

。
。
等
く
８
ｏ
暮
ｏ
巨
ま
・
・
；
。
・
ｏ
零
ｏ
品
ｏ
易
葦
ｏ
）
、
嘗
否
定
の
否
定
の
法

則
（
ｏ
易
ｏ
ｇ
等
く
昌
ｏ
異
箒
電
け
一
昌
宗
『
茅
胴
註
８
）
、
あ
る
い
は
、

ス
タ
ー
リ
ソ
『
弁
証
法
的
唯
物
論
と
史
的
唯
物
論
』
に
お
け
る
四
法
則
、

Ｈ
事
物
を
発
展
に
お
い
て
と
ら
え
る
。
ｏ
事
物
を
他
と
の
連
関
に
お
い

て
と
ら
え
る
、
臼
量
か
ら
質
へ
、
的
対
立
物
の
統
一
、
と
し
て
通
用
し

て
い
る
。
こ
の
場
合
、
エ
ソ
ゲ
ル
ス
の
三
法
則
、
ス
タ
ー
リ
ソ
の
四
法

則
に
お
げ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
個
々
の
法
則
の
内
面
的
連
関
が
ど
の
よ
う
に

た
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
エ
ソ
ゲ
ル
ス
と
ス
タ
ー
リ
ソ

が
、
こ
の
内
的
連
関
を
ど
う
明
確
に
把
握
し
て
い
た
の
か
を
い
ま
は
間

わ
な
い
。
関
教
授
は
た
だ
こ
の
三
法
則
あ
る
い
は
四
法
則
を
並
列
の
ま

ま
唯
物
弁
証
法
の
基
本
法
則
と
し
て
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
つ
い
で
に
い

っ
て
お
げ
ば
、
ソ
連
邦
科
学
院
哲
学
研
究
所
著
『
哲
学
教
程
』
（
第
二
分

冊
、
森
宏
一
、
寺
沢
垣
信
訳
、
合
同
出
版
、
一
九
六
五
年
、
第
七
～
第
九
章
参

照
の
こ
と
）
、
東
独
の
レ
ー
ト
ロ
ー
他
編
著
『
弁
証
法
的
・
史
的
唯
物
論

上
巻
』
（
秋
問
実
訳
、
大
月
書
店
、
一
九
七
二
年
、
第
六
章
第
三
節
参
照
の
こ

と
）
の
二
著
に
お
い
て
は
“
　
ニ
ソ
ゲ
ル
ス
の
こ
の
三
法
則
が
内
面
的
連

関
ぬ
き
に
並
列
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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四
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九
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〇
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私
は
、
上
記
に
あ
げ
た
論
稿
に
お
い
て
、
対
立
面
の
統
一
の
法
則
が
、

唯
物
弁
証
法
の
唯
一
の
根
本
法
則
で
あ
り
、
爾
余
の
諸
法
則
、
す
な
わ

ち
、
量
と
質
の
相
互
転
化
の
法
則
、
否
定
の
否
定
の
法
則
は
、
対
立
面

の
統
一
の
法
則
の
具
体
的
表
現
で
あ
り
、
展
開
で
あ
る
こ
と
を
提
起
し

て
お
い
た
。
そ
し
て
、
現
象
と
本
質
、
原
因
と
結
果
、
内
容
と
彩
式
、

部
分
と
全
体
、
特
殊
と
一
般
、
現
実
性
と
可
能
性
、
必
然
性
と
偶
然
性
、

自
由
と
必
然
等
々
の
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
事
物
の
発
展
過
程
に
お
げ
る

個
々
の
特
殊
な
部
面
に
つ
い
て
の
対
立
面
の
統
一
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、

す
べ
て
対
立
面
の
統
一
の
法
則
の
規
定
を
受
け
る
、
と
い
う
主
旨
の
こ

と
を
述
べ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
た
観
点
は
、
す
で
に
戦
前
の
目
本

と
ソ
連
邦
の
か
な
り
の
文
献
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
げ
れ
ど
、

一
・
二
だ
げ
引
用
を
し
て
お
く
。
戦
前
の
目
本
に
お
げ
る
す
ぐ
れ
た
哲

学
者
、
永
田
広
志
の
「
発
展
の
如
何
た
る
側
面
、
如
何
た
る
法
則
も
、

対
立
物
の
交
互
濠
透
の
法
則
を
抜
き
に
し
て
は
成
立
し
な
い
」
、
「
対
立

物
の
統
一
の
法
則
は
弁
証
法
の
核
心
で
あ
る
」
（
永
田
広
志
『
唯
物
弁
証

法
講
話
』
永
田
広
志
選
集
１
、
白
揚
杜
、
ニ
ハ
九
頁
）
と
い
う
規
定
、
　
ソ
ヴ

ェ
ー
ト
と
で
は
、
　
ミ
ー
チ
ソ
（
目
本
で
は
一
部
の
哲
学
者
か
ら
あ
ま
り
評
価

さ
れ
な
い
げ
れ
ど
、
ミ
ー
チ
ソ
の
デ
ボ
ー
リ
ソ
批
判
の
原
則
的
な
観
点
は
堅
持
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
彼
は
、
デ
ボ
ー
リ
ソ
批
判
に
さ
い
し
、
デ
ボ
ー
リ
。



ソ
の
な
か
に
あ
っ
た
非
常
に
大
切
な
ｏ
暮
碧
な
の
か
、
ミ
ー
チ
ソ
自
身
の
な
か

に
も
と
も
と
欠
如
し
て
い
た
ｏ
言
蕩
な
の
か
、
こ
の
点
は
さ
て
お
く
と
し
て
、

い
ず
れ
に
し
ろ
そ
の
ｏ
碁
鶉
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

○
暮
轟
が
一
部
の
哲
学
者
か
ら
忌
避
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
）
と
ラ

リ
ッ
ェ
ヴ
イ
チ
監
修
『
弁
証
法
的
唯
物
論
』
　
（
広
島
定
吉
・
直
井
武
夫
共

訳
）
ヒ
お
い
て
、
「
量
の
質
へ
の
並
び
に
そ
の
逆
の
転
化
の
法
則
は
、

弁
証
法
の
根
本
法
則
、
対
立
の
統
一
の
法
則
の
一
つ
の
発
現
形
式
で
あ

る
」
（
二
〇
七
頁
）
、
「
否
定
の
否
定
の
法
則
は
…
…
…
弁
証
法
の
根
本
法

則
、
即
ち
弁
証
法
の
”
眼
目
”
・
”
核
心
”
た
る
対
立
の
統
一
の
法
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

の
発
現
で
あ
り
具
体
化
で
あ
る
」
（
二
一
九
頁
）
と
い
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

　
エ
ソ
ゲ
ル
ス
の
三
法
則
、
ス
タ
ー
リ
ソ
の
四
法
則
を
以
上
の
よ
う
に

把
握
し
、
理
解
す
る
の
が
正
し
い
と
す
れ
ぱ
（
エ
ソ
ゲ
ル
ス
、
ス
タ
ー
リ

ソ
が
こ
の
よ
う
に
解
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
）
、
こ
れ
か
ら
の

問
題
は
、
唯
物
弁
証
法
の
核
心
と
し
て
の
対
立
面
の
統
一
の
法
則
の
内

容
・
構
造
を
ど
う
理
解
す
る
の
か
と
い
う
地
点
に
到
達
す
る
。
し
か
し
、

私
の
知
る
か
ぎ
り
、
私
の
問
題
意
識
に
ぴ
っ
た
り
あ
っ
た
依
拠
す
べ
き

哲
学
上
の
邦
語
文
献
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
弁
証

法
は
、
へ
－
ゲ
ル
の
観
念
論
的
な
弁
証
法
が
唯
物
論
的
に
改
作
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
よ
く
い
わ
れ
て
い
る
。
現
代
の
間
題
を
ふ
ま
え
て
原
点

　
　
　
　
『
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
』
い
（
小
野
）

か
ら
出
発
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

　
さ
て
、
こ
の
翻
訳
は
、
中
国
の
張
世
英
（
北
京
大
学
哲
学
科
教
授
）
氏

の
『
論
黒
格
ホ
的
遜
輯
学
」
（
上
海
人
民
出
版
杜
、
一
九
七
三
年
）
を
底
本

と
し
て
、
そ
の
一
部
分
の
く
第
四
章
、
対
立
面
の
同
一
性
と
矛
盾
に
つ

い
て
の
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
の
思
想
Ｖ
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
「
本

書
は
、
一
九
五
九
年
に
初
版
、
一
九
六
四
年
に
訂
正
さ
れ
た
あ
と
第
二

版
を
出
版
し
た
。
広
範
た
労
働
者
、
農
民
、
丘
ハ
士
、
革
命
的
幹
部
そ
し

て
革
命
的
知
識
人
が
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
の
本
を
読
む
さ
い
の
補
助

的
材
料
を
で
き
る
だ
け
は
や
く
提
供
す
る
た
め
に
、
今
、
第
二
版
に
よ

り
か
さ
ね
て
印
刷
す
る
」
と
い
う
再
版
理
由
の
説
明
が
た
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
初
版
は
一
九
五
九
年
、
一
九
六
四
年
訂
正
さ
れ
て
第
二
版
が

で
て
お
り
、
本
書
は
、
こ
の
第
二
版
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
文
化
大
革
命
以
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
な
い
と
い
う

意
味
で
、
訳
者
と
し
て
は
い
さ
さ
か
気
に
か
か
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
、

わ
れ
わ
れ
目
本
人
が
読
む
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
中
国
に
お
け
る
体
系

的
な
へ
－
ゲ
ル
論
理
学
の
研
究
で
あ
る
。
文
化
大
革
命
は
、
中
国
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
を
ま
き
こ
ん
だ
政
治
大
革
命
で
あ
り
、
文
化
大
革
命
を
画

期
に
中
国
杜
会
に
。
そ
れ
ま
で
か
な
り
失
わ
れ
て
い
た
杜
会
主
義
の
思
想

が
労
働
者
、
農
民
の
あ
い
だ
に
い
き
い
き
と
よ
み
が
え
っ
た
こ
と
は
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
　
（
九
三
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
故
、
文
化
大
革
命
以
後
の
哲
学
、
政
治
経
済
学

の
動
向
に
つ
い
て
は
と
く
に
関
心
を
ひ
く
の
で
あ
り
、
哲
学
、
政
治
経

済
学
の
面
で
興
味
の
あ
る
す
ぐ
れ
た
著
作
が
ぼ
ち
ぼ
ち
日
本
で
も
手
に

入
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
杜
会
主
義
杜
会
に
も
階
級
闘
争
が
あ
る
か

ぎ
り
、
　
一
般
的
に
い
っ
て
、
中
国
の
各
種
の
文
献
も
、
階
級
闘
争
の
影

響
と
反
映
を
受
げ
て
お
り
、
外
国
人
と
し
て
の
目
本
人
が
中
因
の
文
献

を
読
む
場
合
、
と
く
に
こ
の
点
は
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
現
在
、
日
本
に
入
っ
て
く
る
中
国
の
文
献
は
思
想
上
で
も
、

理
論
上
で
も
精
粗
の
差
は
あ
る
が
し
っ
か
り
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
だ
が
、
中
国
の
主
張
す
る
論
調
を
十
分
理
解
検
討
も
せ
ず
に
、

中
国
の
も
の
だ
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
■
鵜
呑
み
に
す
る
訳
に
は
い
か
な

い
の
で
あ
る
。
眼
光
紙
背
に
徹
し
て
読
ま
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
れ

か
ら
も
う
一
つ
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
は
、
と
く
に

す
ぐ
れ
て
土
着
の
革
命
思
想
で
あ
る
毛
沢
東
思
想
は
、
そ
の
こ
と
故
に

す
ぐ
れ
て
国
際
的
普
遍
性
を
も
つ
と
い
う
こ
と
を
理
解
せ
ず
、
生
産
力

説
に
毒
さ
れ
た
思
想
的
基
準
か
ら
毛
沢
東
思
想
を
た
か
だ
か
「
後
進
国
」

の
革
命
思
想
ぐ
ら
い
に
し
か
把
握
せ
ず
、
　
マ
ル
ク
ス
主
義
（
し
た
が
っ

て
レ
ー
ニ
ソ
主
義
）
の
発
展
と
し
て
と
ら
え
な
け
れ
ぱ
、
今
後
、
マ
ル
ク

ス
主
義
の
諸
間
題
を
あ
つ
か
う
場
合
に
、
か
な
ら
ず
大
き
な
誤
り
を
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
　
（
九
三
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

か
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
マ
ル
ク
ス
個
人
の
諸
文
献
だ
け
を
信
用

し
、
訓
詰
学
的
、
文
義
的
解
釈
を
し
て
い
る
人
々
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義

の
普
遍
的
真
理
と
か
、
弁
証
法
的
唯
物
論
の
認
識
論
を
ど
の
よ
う
に
理

解
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
現
代
中
国
の
哲
学
の
動
向
を
簡
単
に
サ
ー
ヴ
ェ
イ
し
た
も
の
と
し
て

は
、
　
『
哲
学
』
　
（
岩
波
講
座
、
第
十
四
巻
の
く
哲
学
月
報
１
５
Ｖ
の
「
現
代
中
国

哲
学
の
動
向
と
特
質
」
（
山
口
一
郎
）
と
『
西
洋
哲
学
史
概
説
』
（
狂
子
嵩
、
張

世
英
、
任
華
著
、
鳥
井
克
之
．
渡
辺
幸
博
共
訳
、
東
方
書
店
）
に
お
げ
る
く
訳

者
あ
と
が
き
Ｖ
が
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
と
も
、
ア
カ
デ
ミ
ヅ
ク
に
と

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

り
あ
げ
す
ぎ
て
い
る
の
で
お
も
し
ろ
く
た
い
。
問
題
と
す
る
対
象
に
よ

っ
て
、
と
り
あ
げ
方
を
か
え
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
杜
会
主
義
と
し
て
の

中
国
の
よ
う
な
国
の
真
実
を
究
明
す
る
た
め
に
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
階

級
の
政
治
先
行
と
い
う
角
度
か
ら
と
り
あ
げ
な
げ
れ
ぱ
、
真
実
が
つ
か

め
ず
、
生
命
力
の
な
い
、
魂
の
た
い
も
の
に
た
っ
て
し
ま
う
。
『
哲
学

斗
争
与
附
級
斗
争
　
　
建
国
以
来
哲
学
故
践
上
的
三
次
大
斗
争
』
　
（
人

民
出
版
杜
、
一
九
七
一
年
）
は
、
現
代
中
国
に
１
お
け
る
哲
学
史
上
の
論
争

を
知
る
重
要
な
文
献
で
あ
る
。
こ
の
哲
学
論
争
は
、
国
家
次
元
、
民
族

的
次
元
そ
し
て
地
理
的
に
み
れ
ば
、
中
国
一
国
の
内
部
論
争
の
よ
う
に

み
え
る
が
、
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
、
階
級
的
、
人
民
的
次
元
で
み



れ
ぱ
、
今
世
紀
の
杜
会
主
義
運
動
史
上
の
哲
学
の
分
野
に
１
お
げ
る
も
っ

と
も
重
大
で
か
つ
深
刻
な
論
争
の
一
つ
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
書
（
全
三
ハ
○
頁
）
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
緒
論
、
第
一
章
　
批
判
黒
格
ホ
的
”
純
粋
概
念
〃
、
第
二
章
　
批
判

黒
格
亦
的
唯
心
主
又
的
”
思
有
同
一
”
説
、
第
三
章
、
論
黒
格
ホ
的

”
具
体
概
念
”
、
第
四
章
　
黒
格
ホ
遜
輯
学
中
夫
干
対
立
面
的
同
一
和

矛
盾
的
思
想
、
第
五
章
　
黒
格
ホ
遜
輯
学
中
夫
干
概
念
的
風
圏
式
発
展
、

美
子
否
定
之
否
定
的
思
想
、
第
六
章
　
黒
格
ホ
遜
輯
学
中
美
干
辮
証
法

与
詑
辮
論
的
分
岐
的
思
想
、
第
七
章
　
黒
格
ホ
避
輯
学
中
夫
干
瓜
質
転

化
力
量
和
瓜
量
転
化
カ
質
的
思
想
、
第
八
章
黒
格
ホ
遜
輯
学
中
辮
証

遜
輯
和
形
式
遜
輯
的
区
別
与
夫
系
的
理
論
、
第
九
章
　
黒
格
ホ
遜
輯
学

中
夫
干
本
体
論
、
避
輯
、
払
識
論
三
者
一
致
的
思
想
、
（
第
一
版
后
記
、

第
二
版
后
記
）
。

　
最
後
に
こ
の
本
の
訳
出
に
あ
た
り
若
干
の
お
こ
と
わ
り
を
し
て
お
き

た
い
。
第
一
は
、
原
書
の
引
用
文
献
の
注
は
、
一
頁
ご
と
に
そ
の
頁
の

下
欄
に
つ
い
て
い
る
が
、
訳
出
に
。
あ
た
っ
て
は
、
節
ご
と
に
ま
と
め
て

と
お
し
番
号
に
し
て
お
い
た
。
第
二
は
、
本
来
た
ら
、
原
書
の
引
用
文

に
１
っ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
現
物
と
照
合
し
て
点
検
の
上
引
用
文
献
の
注
の
翻

訳
を
す
る
べ
き
で
あ
る
け
れ
ど
、
現
物
が
手
に
入
ら
な
い
の
で
、
そ
の

　
　
　
　
　
『
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
』
Ｈ
（
小
野
）

労
を
省
略
し
た
。
な
お
、
私
の
手
も
と
に
あ
る
９
オ
・
句
・
串
晶
具

ミ
家
０
易
Ｏ
罫
｛
；
９
－
邑
斤
一
Ｈ
只
ぎ
５
易
ぴ
・
品
争
９
く
８
０
８
畠

－
萎
・
ｐ
蟹
き
冒
ぴ
・
二
萎
．
と
○
．
オ
．
｝
．
鶉
ぴ
・
具
冒
・
を
ｏ
り
叫
ま

華
呂
一
易
・
冨
ぎ
プ
彗
婁
。
。
・
・
婁
・
嚢
雪
ぎ
？
旨
ま
。
。
。
・
９
｝
§
．

易
。
・
品
争
９
く
昌
雲
＆
壷
昌
；
８
豪
…
｛
○
書
裏
。
・
。
・
９
・
■

串
～
昌
巨
お
一
岩
８
に
よ
り
、
　
『
大
論
理
学
』
と
『
小
論
理
学
』
の
引

用
に
つ
い
て
は
照
合
し
て
お
い
た
。
し
か
し
、
上
記
の
．
、
向
§
芸
－
◎
忌
－

巳
¢
．
、
に
は
補
遺
が
つ
い
て
い
な
い
の
で
、
補
遺
か
ら
の
引
用
は
か
な

り
多
か
っ
た
げ
れ
ど
、
や
む
を
得
ず
照
合
し
て
い
な
い
。
目
本
語
の
翻

訳
が
あ
る
文
献
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
併
記
し
て
お
い
た
。

（
１
）
　
こ
こ
で
い
っ
て
い
る
実
践
と
は
、
一
般
的
に
は
杜
会
的
実
践
の
こ
と
で

あ
り
、
特
殊
的
に
は
、
階
級
闘
争
を
さ
し
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
は
「
フ
ォ

イ
ヱ
ル
バ
ッ
ハ
に
か
ん
す
る
テ
ー
ゼ
」
に
お
い
て
、
旧
唯
物
論
の
欠
陥
に

つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「
こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
唯
物

論
　
　
フ
ォ
イ
ヱ
ル
ハ
ソ
ハ
の
も
含
め
て
！
の
主
要
な
欠
陥
は
、
対

象
、
現
実
性
、
感
性
が
た
だ
客
体
あ
る
い
は
直
観
の
形
式
の
も
と
で
の
み

と
ら
え
ら
れ
て
い
て
、
人
間
の
感
性
的
な
活
動
、
実
践
と
し
て
と
ら
え
ら

れ
ず
、
主
体
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
…
…
フ
ォ
イ
ヱ

ル
バ
ッ
ハ
は
、
…
…
人
間
の
活
動
そ
の
も
の
を
対
象
的
な
活
動
と
し
て
と

ら
え
な
い
。
だ
か
ら
、
か
れ
は
『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』
の
な
か
で
、
理

論
的
た
能
一
度
だ
げ
を
真
に
人
間
的
能
一
度
と
見
た
し
、
実
践
は
そ
の
き
た
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一
　
（
九
三
三
）
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ら
し
い
、
ユ
ダ
ヤ
人
的
た
現
象
形
態
に
１
お
い
て
の
み
と
ら
え
ら
れ
、
固
定

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
か
れ
は
、
「
革
命
的
」
な
活
動
、
実
践
に
よ

る
批
判
的
な
活
動
を
理
解
し
な
い
」
　
（
ヱ
ソ
ゲ
ル
ス
著
松
村
一
人
訳
『
フ

ォ
イ
ヱ
ル
バ
ッ
ハ
論
』
の
付
録
、
八
六
べ
ー
ジ
）
。
さ
ら
に
、
　
マ
ル
ク
ス

は
第
ニ
テ
ー
ゼ
で
、
「
人
問
の
思
想
に
対
象
的
な
真
理
が
属
す
る
か
ど
う

か
と
い
う
問
題
は
、
理
論
の
問
題
で
は
な
く
て
、
実
践
の
問
題
で
あ
る
。

実
践
の
う
ち
で
人
間
は
そ
の
思
想
の
真
理
を
、
言
い
か
え
れ
ぱ
、
そ
の
思

想
の
現
実
性
と
力
、
此
岸
性
を
証
明
し
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
。
実
践
か
ら

遊
離
し
て
い
る
思
想
が
現
実
的
で
あ
る
か
非
現
実
的
で
あ
る
か
と
い
う
諭

争
は
、
ま
っ
た
く
ス
コ
ラ
的
な
問
題
て
あ
る
」
（
同
上
、
八
七
べ
－
ジ
、

引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
「
思
考
」
を
「
思
想
」
に
か
え
た
。
私
は
、
　
「
思

考
」
と
い
う
用
語
が
ど
う
も
形
式
論
理
学
的
な
ひ
び
き
を
も
っ
て
い
る
よ

う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
原
文
は
、
箒
昌
昌
¢
易
ｏ
巨
庁
プ
彗
一
Ｕ
昌
片
¢
箏

と
か
Ｕ
雪
０
０
冒
冒
亭
胃
ａ
¢
オ
宇
区
｛
９
ぎ
岸
９
零
オ
ド
罧
考
守
区
｛
－

○
薫
Ｏ
字
９
ｂ
易
Ｕ
彗
訂
易
と
か
で
あ
り
、
思
考
と
訳
す
こ
と
は
可
能
で

あ
る
が
、
「
思
想
」
に
し
て
お
い
た
）
。
マ
ル
ク
ス
主
義
以
前
の
旧
唯
物
論

者
は
、
真
理
の
客
観
性
を
認
め
、
認
識
が
客
観
的
実
際
に
合
致
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
真
理
性
を
検
証
す
る
基
準
と
し
た
げ
れ
ど
、
彼
等
は
、
人
間

の
杜
会
的
性
質
、
人
間
の
歴
史
的
発
展
か
ら
は
な
れ
て
認
識
問
題
を
観
察

し
た
の
で
、
人
間
の
認
識
の
杜
会
的
実
践
に
対
す
る
依
存
関
係
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、
認
識
が
客
観
的
実
際
に
合
致
し
て
い

る
の
か
ど
う
か
を
ど
の
よ
う
に
検
証
す
る
の
か
と
い
う
問
題
を
科
学
的
に

解
決
で
き
な
か
っ
た
。
上
記
の
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
が
は
じ
め
て
、
実
践

を
認
識
論
の
基
礎
に
す
え
て
、
真
理
性
を
検
証
す
る
問
題
を
解
決
し
た
。

杜
会
的
実
践
が
人
問
の
認
識
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
唯
一
の
基

一
五
二
　
（
九
三
四
）

準
で
あ
っ
て
、
実
践
か
ら
は
な
れ
て
、
認
識
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
論
争

す
る
こ
と
は
ス
コ
ラ
哲
学
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
意
識
の
な
か
の
認
識

が
意
識
の
そ
亡
の
客
観
的
事
物
に
一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
意
識
の

範
囲
内
で
は
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
客
観
的
事
物
自
体
も
直

接
人
間
の
認
識
が
正
し
い
か
ど
う
か
の
問
題
に
つ
い
て
答
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
客
観
的
事
実
は
真
理
性
を
検
証
す
る
基
準
で
は
な
い
。
ヱ
ソ
ゲ

ル
ス
も
一
八
八
八
年
『
フ
ォ
イ
ヱ
ル
バ
ッ
ハ
論
』
で
、
実
践
を
認
識
論
の

基
礎
に
お
く
こ
と
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
「
そ
の
ほ
か
に
な
お

一
連
の
哲
学
者
が
あ
っ
て
、
か
れ
ら
は
世
界
が
認
識
で
き
る
と
い
う
こ

と
、
あ
る
い
は
少
く
と
も
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
認
識
で
き
る
と
い
う
こ
と

に
、
異
論
を
と
な
え
て
い
る
。
こ
の
な
か
に
は
い
る
の
は
、
近
代
で
は
ヒ

ュ
ー
ム
と
カ
ソ
ト
で
あ
っ
て
、
こ
の
二
人
は
哲
学
の
発
展
の
う
え
に
非
常

に
重
大
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
を
反
駁
す
る
た
め
の

決
定
的
な
こ
と
は
、
観
念
論
の
立
場
か
ら
可
能
な
か
ぎ
り
で
は
、
す
で
に

へ
ー
ゲ
ル
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。
フ
ォ
イ
ヱ
ル
バ
ヅ
ハ
が
つ
げ
加
え

た
唯
物
論
的
な
も
の
は
深
い
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
才
気
に
富
ん
だ
も
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
た
見
解
に
た
い
す
る
も
っ
と
も
有
力
な
反
駁
は
、
そ
の

他
の
あ
ら
ゆ
る
哲
学
的
妄
想
に
た
い
す
る
と
同
じ
く
、
実
践
、
す
な
わ
ち

実
験
と
産
業
で
あ
る
」
（
ヱ
ソ
ゲ
ル
ス
『
フ
ォ
イ
ヱ
ル
バ
ッ
ハ
論
』
、
三
一

－
三
ニ
ベ
ー
ジ
）
。
　
と
く
に
、
こ
こ
で
は
、
ヱ
ソ
ゲ
ル
ス
の
「
実
践
、
す

な
わ
ち
実
験
と
産
業
で
あ
る
」
（
巳
ｏ
軍
翼
河
註
邑
－
ｇ
｛
易
向
お
甲

『
ぎ
彗
け
昌
｛
ａ
¢
Ｈ
邑
易
三
〇
）
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
の
ち
ほ
ど
問
題

に
し
よ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
マ
ル
ク
ス
と
ユ
ソ
ゲ
ル
ス
は
実
践
概
念
を
ど
の
よ
う
に
把

握
し
て
い
た
の
か
。
引
用
が
多
く
な
る
が
、
マ
ル
ク
ス
と
ユ
ソ
ゲ
ル
ス
の



意
図
を
明
確
に
す
る
た
め
や
む
を
え
な
い
。
ま
ず
、
『
ド
イ
ツ
エ
ア
オ
ロ

ギ
ー
』
か
ら
。
　
「
諸
観
念
、
諸
表
象
の
生
産
、
意
識
の
生
産
は
さ
し
あ
た

り
は
じ
か
に
人
問
た
ち
の
物
質
的
活
動
と
物
質
的
交
通
　
　
現
実
的
生
活

の
言
語
　
　
の
う
ち
へ
編
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
人
問
た
ち
の
表
象
作
用
や

思
惟
作
用
、
彼
ら
の
精
神
的
交
通
は
こ
こ
で
は
ま
だ
彼
ら
の
物
質
的
ふ
る

ま
い
の
直
接
的
流
出
と
し
て
現
わ
れ
る
。
…
…
人
問
た
ち
が
彼
ら
の
諸
表

象
、
諸
観
念
等
々
の
生
産
者
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
場
合
、
人
間
た
ち

と
い
う
の
は
彼
ら
の
生
産
力
と
こ
れ
に
照
応
す
る
交
通
と
の
あ
る
特
定
の

発
展
に
よ
っ
て
、
交
通
の
い
ち
ぼ
ん
果
て
の
諸
形
成
態
に
い
た
る
ま
で
条

件
づ
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
現
実
的
な
、
働
く
人
間
た
ち
の
こ
と
で
あ

る
。
意
識
（
ｑ
娑
寂
ミ
易
巳
。
汀
９
目
）
は
意
識
さ
れ
た
存
在
（
江
竃
訂
奉
妻
訂

ｃ
ｏ
＆
自
）
以
外
の
な
に
も
の
か
で
あ
り
う
る
た
め
し
は
な
く
、
そ
し
て
人
問

た
ち
の
存
在
と
は
彼
ら
の
現
実
的
生
活
過
程
の
こ
と
で
あ
る
。
…
：

　
天
空
か
ら
地
上
へ
下
る
ド
イ
ツ
哲
学
と
は
ま
っ
た
く
逆
に
、
こ
こ
で
は

地
上
か
ら
天
空
へ
の
上
昇
が
お
こ
た
わ
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ

ち
人
間
た
ち
の
語
る
こ
と
、
想
像
す
る
こ
と
、
表
象
す
る
こ
と
か
ら
出
発

し
た
り
、
ま
た
語
ら
れ
、
思
惟
さ
れ
、
想
像
さ
れ
、
表
象
さ
れ
た
人
問
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ま
み

お
か
ら
出
発
し
た
り
し
て
、
そ
こ
か
ら
生
身
の
人
問
た
ち
へ
到
達
し
よ
う

と
す
る
の
で
は
な
く
て
、
現
実
に
活
動
し
て
い
る
人
問
た
ち
か
ら
出
発
し

て
彼
ら
の
現
実
的
な
生
活
過
程
か
ら
こ
の
生
活
過
程
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的

反
映
と
反
響
の
展
開
を
も
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
間
た

ち
の
頭
脳
の
な
か
の
模
糊
た
る
諸
観
念
と
い
え
ど
も
、
彼
ら
の
物
質
的

な
、
経
験
的
に
確
か
め
う
る
、
そ
し
て
物
質
的
諸
前
提
に
結
び
つ
い
た
生

活
過
程
の
必
然
的
昇
華
物
で
あ
る
。
…
…
意
識
が
生
活
を
規
定
す
る
の
で

は
た
く
て
、
生
活
が
意
識
を
規
定
す
る
」
。
マ
ル
ク
ス
と
ユ
ソ
ゲ
ル
ス
は

『
へ
－
ゲ
ル
の
論
理
学
』
Ｈ
（
小
野
）

こ
こ
で
、
杜
会
的
実
践
を
生
身
の
人
間
た
ち
の
現
実
的
な
生
活
過
程
と
し

て
把
握
し
、
こ
の
現
実
的
生
活
過
程
の
反
映
と
し
て
意
識
の
間
題
を
解
明

し
て
お
り
、
存
在
一
般
と
意
識
の
あ
い
だ
の
関
係
を
問
題
に
し
て
い
る
の

で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
実
践
の
構
造
を
理
解
す
る
た
め
に
、
マ
ル
ク
ス
か

ら
の
引
用
を
っ
づ
け
よ
う
。
こ
ん
ど
は
、
『
経
済
学
１
１
哲
学
手
稿
』
か
ら

で
あ
る
。
「
学
問
等
々
と
い
っ
た
活
動
は
め
っ
た
に
他
人
と
の
直
接
的
協

力
に
１
よ
っ
て
い
と
な
ま
れ
え
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
た
し
が

そ
う
し
た
活
動
を
い
と
な
む
と
き
に
は
、
わ
た
し
は
杜
会
的
で
あ
る
。
と

い
う
の
は
、
わ
た
し
は
人
間
と
し
て
活
動
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。
わ
た
し

の
活
動
の
素
材
－
思
想
家
の
活
動
舞
台
た
る
言
語
ま
で
も
　
　
が
杜
会

的
生
産
物
と
し
て
わ
た
し
に
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
ぼ
か
り
で
は
な
い
。
わ

た
し
に
固
有
の
現
に
あ
る
存
在
が
杜
会
的
活
動
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

に
こ
そ
、
わ
た
し
は
自
分
で
な
に
か
を
っ
く
る
と
し
た
ら
、
わ
た
し
は
こ

の
な
に
か
を
杜
会
に
た
い
し
て
、
し
か
も
一
個
の
杜
会
的
本
質
存
在
と
し

て
の
白
己
の
白
覚
を
も
っ
て
、
つ
く
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
マ
ル
ク
ス

著
、
１
三
浦
和
男
訳
『
経
済
学
１
１
哲
学
手
稿
』
青
木
文
庫
、
　
一
七
一
べ
－

ジ
）
。
に
の
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
は
、
科
学
活
動
や
思
想
活
動
も
人
間
的

活
動
で
あ
り
杜
会
的
実
践
の
一
彩
態
と
し
て
把
握
し
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
物
質
的
生
産
１
１
労
働
が
も
っ
と
も
基
本
的
な
実
践
で
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
マ
ル
ク
ス
は
い
う
。
「
い
っ
さ
い
の
革
命
的

運
動
が
そ
れ
の
経
験
的
な
ら
び
に
理
論
的
土
台
を
、
私
有
財
産
の
運
動
の

う
ち
に
、
ほ
か
で
も
な
く
経
済
の
運
動
の
う
ち
に
、
見
い
だ
す
と
い
う
こ

の
必
然
性
は
、
容
場
に
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
直
接
に
ー
感
性
的
な
こ
の
物
質
的
な
私
有
財
産
は
、
疎
外
さ
れ
た
人
間
的

生
活
の
物
質
的
・
情
性
的
表
現
で
あ
る
。
そ
れ
の
運
動
　
　
生
産
と
消
費

五
三
　
（
九
三
五
）
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ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
生
産
の
運
動
を
、
い
い
か
え
れ
ぱ
人
間

の
現
実
化
な
い
し
現
実
の
運
動
を
、
感
性
的
に
啓
示
し
て
い
る
。
宗
教
や

家
族
や
国
家
や
法
や
道
徳
や
学
問
や
芸
術
や
そ
の
他
は
、
生
産
活
動
の
特

殊
な
様
式
以
上
の
も
の
で
は
た
く
、
そ
れ
の
一
般
的
法
則
の
も
と
に
従
属

し
て
い
る
。
人
間
的
た
生
活
を
自
己
の
も
の
に
す
る
こ
と
と
し
て
の
、
私

有
財
産
の
積
極
的
な
揚
棄
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
し
て
、
い
っ
さ
い

の
疎
外
態
の
積
極
的
た
揚
棄
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
人
間
が
宗
教
や
家

族
や
国
家
や
そ
の
他
を
で
て
、
人
間
的
な
、
い
い
か
え
れ
ぱ
杜
会
的
な
あ

り
か
た
に
復
帰
す
る
こ
と
で
あ
る
。
宗
教
的
疎
外
な
る
も
の
は
、
そ
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
せ
い
ぜ
い
人
間
の
内
面
の
意
識
の
領
域
で
お

こ
る
に
す
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
経
済
的
疎
外
の
ほ
う
は
現
実
の
生
活
の
疎

外
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
の
揚
棄
は
両
方
の
側
面
を
包
括
し
て
い

る
の
で
あ
る
」
（
前
掲
訳
書
、
ニ
ハ
九
べ
ー
ジ
）
。
マ
ル
ク
ス
は
、
以
上
の

よ
う
に
、
杜
会
的
実
践
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
物
質
的
生
産
１
１
労
働
に
か

ぎ
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
対
象
的
、
制
作
的
活
動
　
　
科
学
的
、
宗
教
的
、
芸

術
的
活
動
等
々
ー
を
、
実
践
概
念
の
具
体
的
彩
態
と
し
て
把
握
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
で
、
問
題
な
の
は
、
さ
き
に
あ
げ
た
ヱ
ソ
ゲ
ル
ス
の
実
践
概

念
は
、
「
実
験
と
産
業
」
と
し
て
し
か
把
握
し
て
お
ら
ず
、
論
者
に
よ
っ

て
は
、
批
判
の
対
象
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
表
現
は
た

し
か
に
不
十
分
で
あ
る
が
、
「
ヱ
ソ
ゲ
ル
ス
に
１
あ
っ
て
は
、
生
き
た
人
間

的
実
践
全
体
が
認
識
論
そ
の
も
の
の
た
か
に
侵
入
し
て
、
真
理
の
客
観
的

基
準
を
あ
た
え
る
」
（
レ
ー
ニ
ソ
「
唯
物
論
と
経
験
批
判
論
」
『
レ
ー
ニ
ソ

全
集
』
＠
、
二
二
五
べ
ー
ジ
）
と
レ
ー
ニ
ソ
も
い
っ
て
い
る
ご
と
く
、
ヱ

ソ
ゲ
ル
ス
に
あ
っ
て
も
、
マ
ル
ク
ス
と
同
様
に
、
実
践
概
念
を
把
握
し
て

い
た
こ
と
は
疑
い
を
い
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
四
　
（
九
三
六
）

　
毛
沢
東
は
、
『
実
践
論
』
に
お
い
て
以
上
の
よ
う
な
考
え
方
を
総
括
し
て

っ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
「
人
間
の
杜
会
的
実
践
は
、
生
産
活
動
と

い
う
一
つ
の
形
態
に
か
ぎ
ら
れ
る
も
の
で
ば
な
く
、
そ
の
は
か
に
も
、
階

級
闘
争
、
政
治
生
活
、
科
学
活
動
、
芸
術
活
動
な
ど
の
多
く
の
彩
態
が
あ

る
。
要
す
る
に
、
杜
会
の
実
際
生
活
の
す
べ
て
の
領
域
に
は
杜
会
的
人
間

が
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
人
間
の
認
識
は
、
物
質
生

活
の
ほ
か
に
。
、
政
治
生
活
、
文
化
生
活
（
物
質
生
活
と
密
接
に
つ
な
が
っ

て
い
る
）
か
ら
も
、
人
と
人
と
の
い
ろ
い
ろ
な
関
係
を
さ
ま
ざ
ま
な
程
度

で
知
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
う
ち
で
も
、
と
く
に
さ
ま
ざ
ま
な
彩
態
の
階

級
闘
争
は
、
人
間
の
認
識
の
発
展
に
深
い
影
響
を
あ
た
え
る
。
階
級
杜
会

で
は
、
だ
れ
で
も
一
定
の
階
級
的
地
位
に
お
い
て
生
活
し
て
お
り
、
ど
ん

な
思
想
で
も
階
級
の
烙
印
の
お
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
な
い
」
（
『
毛
沢
東

選
集
』
第
一
巻
、
外
文
出
版
杜
、
四
二
一
ぺ
ー
ジ
）
。
こ
の
よ
う
に
、
毛

沢
東
で
は
、
杜
会
的
人
間
の
実
際
生
活
を
実
践
概
念
と
し
て
把
握
し
て
お

り
、
こ
れ
は
マ
ル
ク
ス
・
ヱ
ソ
ゲ
ル
ス
の
『
ド
ィ
ツ
ィ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に

お
げ
る
実
践
１
１
生
身
の
人
間
た
ち
の
現
実
の
生
活
過
程
に
照
応
す
る
。
毛

沢
東
の
貢
献
は
、
マ
ル
ク
ス
、
ヱ
ソ
ゲ
ル
ス
そ
し
て
レ
ー
ニ
ソ
が
明
確
に

し
て
い
な
か
っ
た
、
実
践
と
認
識
の
あ
い
だ
の
関
係
を
解
明
し
、
マ
ル
ク

ス
、
ヱ
ソ
ゲ
ル
ス
よ
り
も
飛
躍
的
に
前
進
し
た
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
、
こ

の
問
題
に
は
ふ
れ
な
い
で
、
つ
ぎ
に
す
す
も
う
。
一
九
六
三
年
の
毛
沢
東

の
「
人
間
の
正
し
い
思
想
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
か
」
に
お
い
て
は
、
プ
ロ

独
裁
の
実
践
的
経
験
を
ふ
ま
え
て
、
杜
会
的
実
践
（
マ
ル
ク
ス
で
は
、
生

身
の
人
間
の
現
実
の
生
活
過
程
）
を
杜
会
の
生
産
闘
争
、
階
級
闘
争
、
科

学
実
験
と
い
う
三
つ
の
移
態
に
定
式
化
し
、
こ
の
三
つ
の
形
態
の
実
践
の

な
か
か
ら
の
み
正
し
い
思
想
が
獲
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る



　
　
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
杜
会
主
義
の
条
件
の
下
で
の
新
し
い
実
践
概
念
の

　
　
把
握
で
あ
る
。
実
践
概
念
も
ま
た
実
践
の
発
展
に
し
た
が
っ
て
変
化
す

　
　
る
。
科
学
実
験
は
、
生
産
闘
争
と
階
級
闘
争
の
基
礎
上
に
発
展
し
、
か
つ

　
　
ま
た
そ
れ
ら
に
奉
仕
す
る
。
科
学
実
験
に
は
、
自
然
科
学
上
の
そ
れ
と
杜

　
　
会
科
学
上
の
そ
れ
が
あ
り
、
生
産
闘
争
と
関
連
し
た
自
然
科
学
上
の
実
験

　
　
は
問
題
に
な
い
に
し
て
も
、
階
級
闘
争
に
関
係
し
た
杜
会
科
学
上
の
実
験

　
　
と
は
具
体
的
に
何
を
さ
す
の
か
。
そ
れ
は
階
級
闘
争
の
典
型
的
な
経
験
を

　
　
総
括
す
る
こ
と
等
々
を
さ
す
の
で
あ
る
。

　
　
杜
会
科
学
は
、
階
級
闘
争
の
歴
史
的
、
現
実
的
経
験
を
総
括
し
た
知
識

　
　
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』
は
、
当
時
の
現
実
の
階
級
闘
争
か
ら

　
出
発
し
て
、
階
級
闘
争
の
経
済
的
側
面
、
あ
る
い
は
経
済
的
基
礎
を
解
明

　
　
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
　
「
外
側
か
ら
近
代
経
済
学
　
　
と
く
に
一
九
三
〇
年
代
以
降
の
　
　
学

　
問
的
性
格
を
、
一
定
の
哲
学
的
観
点
か
ら
眺
め
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

　
　
の
哲
学
的
観
点
と
い
う
の
は
、
論
理
実
証
主
義
（
一
〇
。
ｑ
一
Ｓ
こ
◎
乙
。
巨
く
庁
昌
）

　
あ
る
い
は
論
理
経
験
主
義
（
一
◎
阻
Ｓ
－
§
Ｏ
巨
Ｏ
げ
昌
）
の
そ
れ
で
あ
る
」
。

　
　
「
経
済
学
の
内
部
で
学
派
が
な
く
な
り
、
数
学
が
ゆ
る
ぎ
の
な
い
市
民
権

　
を
獲
得
し
、
主
と
し
て
ワ
ル
ラ
ス
の
名
に
結
び
つ
く
均
衡
理
論
が
近
代
経

　
済
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
（
君
ｓ
皇
閑
目
）
と
し
て
確
立
し
て
以
来
（
時
代
的

　
　
に
い
え
ぱ
、
ほ
腹
一
九
三
〇
年
以
来
）
、
こ
の
経
済
学
が
意
識
的
あ
る
い

　
は
無
意
識
的
に
立
脚
し
て
い
る
立
場
は
、
論
理
実
証
主
義
、
あ
る
い
は
そ

　
の
系
統
を
ひ
く
科
学
哲
学
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
」
（
安
井
琢
磨
「
近
代
経

　
済
学
と
論
理
実
証
主
義
」
季
刊
『
理
論
経
済
学
』
一
九
七
一
年
四
月
、
一

　
べ
ー
ジ
）
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
、
今
日
で
は
共
通
し
た
認

　
識
で
あ
る
。『

へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
』
Ｈ
（
小
野
）

（
３
）
仮
定
（
易
。
。
巨
８
冥
Ｓ
）
と
仮
説
（
耳
君
蟹
置
己
。
）
と
は
異
た
り
、
　
「
仮

　
説
の
体
系
」
が
「
理
論
モ
デ
ル
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
理
論
モ
デ
ル

　
↓
演
緯
↓
検
証
↓
理
論
モ
デ
ル
の
改
善
と
も
い
え
る
。

（
４
）
　
「
中
国
に
は
、
今
回
の
論
争
以
前
か
ら
、
哲
学
的
思
想
方
法
の
優
位
と

　
　
い
う
か
、
『
矛
盾
論
』
な
ら
『
矛
盾
論
』
を
適
用
す
る
に
あ
た
っ
で
、
諸

　
個
別
科
学
の
研
究
を
と
び
こ
し
て
、
直
ち
に
現
実
の
間
題
に
結
び
つ
げ
る

　
傾
向
が
著
し
か
っ
た
」
（
岩
崎
允
胤
著
『
中
国
の
哲
学
と
ソ
ヴ
エ
ト
の
哲

　
学
』
啓
隆
閣
、
四
四
ぺ
－
ジ
）
と
し
て
、
中
国
の
哲
学
の
あ
り
方
を
批
判

　
し
て
い
る
が
、
現
実
（
１
１
階
級
闘
争
と
生
産
闘
争
）
，
の
問
題
を
分
析
す
る

　
　
の
が
科
学
で
あ
る
と
す
れ
ば
「
諾
個
別
科
学
の
研
究
を
と
び
こ
し
て
」
と

　
　
い
う
よ
う
な
こ
と
が
ど
う
し
て
い
え
る
の
か
。
総
じ
て
、
こ
の
本
の
著
者

　
　
は
、
科
学
と
か
哲
学
を
非
常
に
せ
ま
い
専
門
家
的
観
点
か
ら
と
ら
え
て
い

　
る
。
思
想
問
題
あ
る
い
は
理
論
間
題
と
し
て
つ
い
で
に
い
っ
て
お
け
ぱ
、

　
　
「
理
論
を
発
展
せ
し
む
る
も
の
は
黛
全
体
お
よ
び
そ
の
指
導
機
関
、
指
揮

　
者
た
ち
で
あ
る
」
（
『
「
デ
ボ
ー
リ
ソ
派
」
批
判
の
た
め
に
』
唯
物
論
者
協

　
会
訳
編
、
一
九
三
一
年
、
白
揚
杜
版
、
一
六
べ
ー
ジ
）
と
い
う
立
場
も
あ

　
や
ま
り
で
あ
る
。
中
国
共
産
党
の
最
高
指
揮
者
で
あ
り
、
レ
ー
ニ
ソ
と
と

　
も
に
今
世
紀
最
大
の
傑
出
し
た
革
命
家
で
あ
る
毛
沢
東
の
思
想
は
、
何
百

　
万
何
千
万
の
人
民
大
衆
が
杜
会
的
実
践
の
主
体
で
あ
る
か
ら
に
は
、
当

　
然
、
認
識
の
主
体
も
人
民
大
衆
で
あ
り
、
人
民
大
衆
が
理
論
を
発
展
さ
せ

　
る
の
で
あ
る
と
い
う
観
点
で
あ
る
。
間
題
は
、
人
民
大
衆
の
認
識
か
、
党

　
の
認
識
か
、
専
門
家
的
学
者
的
認
識
か
、
で
あ
る
。
こ
こ
で
人
民
大
衆
が

　
理
論
を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
場
合
の
理
論
は
、
生
産
闘
争
と
階
級
闘
争
の

　
な
か
か
ら
え
ら
れ
る
理
論
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
大
学
の

　
　
ア
ヵ
デ
ミ
ズ
ム
の
世
界
で
専
門
家
や
学
老
集
団
に
よ
っ
て
の
み
研
究
が
お

一
五
五
　
（
九
三
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

　
　
こ
な
わ
れ
て
い
る
理
論
と
は
ま
っ
た
ぐ
異
質
の
も
の
で
あ
り
、
両
者
を
厳

　
格
に
区
別
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
大
学

　
　
（
日
本
の
大
学
は
す
べ
て
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
大
学
で
あ
り
例
外
は
次
い
）
の
た

　
　
か
で
、
前
者
の
性
格
を
も
つ
よ
う
な
理
論
を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な

　
　
こ
と
は
根
本
的
た
あ
や
ま
り
で
あ
る
。
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
大
学
は
そ
の
本
質
ゆ

　
え
に
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
大
学
の
論
理
に
し
た
が
っ
て
行
動
し
た
げ
れ
ぽ
た
ら

　
な
い
。
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
大
学
の
内
部
で
、
杜
会
主
義
的
要
素
を
導
入
し
、
成

　
長
さ
せ
、
拡
大
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
く
”
冥
げ
昌
易

　
　
の
重
大
な
歪
曲
で
あ
っ
て
、
患
く
匡
ｓ
げ
昌
易
で
あ
る
。
こ
れ
は
フ
ア
ッ

　
　
シ
ズ
ム
ヘ
の
可
能
性
を
も
つ
。

（
５
）
文
思
奇
著
、
大
橋
俊
夫
訳
『
弁
証
法
的
唯
物
論
』
（
新
日
本
出
版
杜
）

　
　
は
、
こ
の
駄
点
を
継
承
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
時
点
で
み
れ
ぱ
不
十
分

　
さ
が
め
だ
つ
。
最
近
、
『
辮
証
唯
物
論
浅
説
』
（
香
港
朝
陽
出
版
杜
、
一
九

　
　
七
四
年
）
が
で
て
い
る
が
、
こ
の
本
は
、
非
常
に
内
容
も
す
ぐ
れ
た
、
構

　
成
も
し
っ
か
り
し
た
教
科
書
で
あ
る
。
　
（
６
）
に
あ
げ
て
い
る
『
毛
澤
東

　
思
想
万
歳
』
に
、
毛
沢
東
の
哲
学
に
つ
い
て
の
見
解
が
随
所
に
み
ら
れ
る

　
が
、
こ
の
よ
う
た
見
解
が
、
こ
の
本
に
は
か
た
り
反
映
し
て
い
る
よ
う
に

　
思
わ
れ
る
。

（
６
）
　
「
ニ
ソ
ゲ
ル
ス
は
、
三
っ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
の
べ
た
が
、
私
は
そ
の
二

　
　
つ
の
カ
テ
ゴ
ゾ
ー
（
対
立
面
の
統
一
は
も
っ
と
も
基
本
的
法
則
で
、
質
と

　
量
の
相
互
転
化
は
質
と
量
の
対
立
面
の
統
一
で
、
否
定
の
否
定
は
根
本
的

　
　
に
存
在
し
な
い
）
を
信
じ
な
い
。
質
と
量
の
相
互
転
化
、
否
定
の
否
定
と

　
対
立
面
の
統
一
の
法
則
と
を
平
行
的
に
並
列
さ
せ
る
の
は
、
こ
れ
は
三
元

　
論
で
、
二
兀
論
で
は
た
い
。
も
っ
と
も
根
本
的
な
も
の
は
対
立
面
の
統
一

　
　
で
あ
る
。
」
（
『
毛
澤
東
思
想
万
歳
』
一
九
六
九
年
八
月
、
原
文
覆
刻
版
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
六
　
（
九
三
八
）

　
　
現
代
評
論
杜
、
五
五
ぺ
ー
ジ
）
と
、
毛
沢
東
は
い
っ
て
い
る
。

（
７
）
同
じ
著
者
の
『
黒
格
ホ
的
哲
学
』
が
一
九
七
三
年
上
海
人
民
出
版
杜
か

　
　
ら
で
て
い
る
。

　
第
四
章
　
対
立
面
の
同
一
性
と
矛
盾
に
つ
い
て
の
へ
ー
ゲ

　
　
　
　
　
　
ル
論
理
学
の
思
想

　
へ
ー
ゲ
ル
の
『
論
理
学
』
は
、
三
っ
の
部
分
に
わ
げ
ら
れ
る
。
一

く
有
論
》
、
二
　
《
本
質
論
》
、
三
　
《
概
念
論
》
で
あ
る
。
こ
の
三

つ
の
部
分
は
、
　
『
論
理
学
』
と
い
う
こ
の
著
作
の
目
次
の
区
別
で
あ
る

ぱ
か
り
で
た
く
、
同
時
に
、
ま
た
『
論
理
学
』
が
把
握
し
よ
う
と
し
て

い
る
唯
一
の
目
標
あ
る
い
は
対
象
　
　
「
具
体
的
概
念
」
　
　
自
己
の
発

展
と
自
己
の
認
識
過
程
に
お
げ
る
三
つ
の
段
階
あ
る
い
は
環
節
で
あ
る
。

「
具
体
的
概
念
」
は
、
抽
象
よ
り
具
体
へ
、
簡
単
た
も
の
か
ら
複
雑
な

も
の
へ
・
そ
し
て
肯
定
（
正
）
か
ら
否
定
（
反
）
お
よ
び
否
定
の
否
定
（
合
）
、
．

の
径
路
に
、
よ
り
発
展
し
、
し
た
が
っ
て
、
　
『
論
理
学
』
の
三
つ
の
部
分

も
こ
の
径
路
に
よ
っ
て
次
第
に
排
列
さ
れ
て
い
る
。
〈
有
論
》
は
、

『
論
理
学
』
の
第
一
の
部
分
で
あ
る
。
　
「
有
」
は
「
具
体
的
概
念
」
の

自
已
発
展
と
自
已
認
識
の
過
程
に
お
げ
る
（
正
）
の
段
階
で
あ
り
、
そ
の

た
か
の
カ
テ
ゴ
リ
ｉ
（
規
定
）
は
、
『
論
理
学
』
全
体
の
三
つ
の
部
分
の

う
ち
で
、
も
っ
と
も
抽
象
的
で
、
も
っ
と
も
簡
単
で
あ
る
。
　
「
有
」
の



段
階
は
、
わ
れ
わ
れ
現
実
の
人
問
の
客
観
的
事
物
に
対
す
る
表
面
的
、

直
接
的
な
認
識
段
階
に
相
当
し
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
事

物
の
背
後
と
奥
深
い
と
こ
ろ
に
進
入
し
て
認
識
す
る
に
い
た
ら
な
い

（
「
に
相
当
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
「
に
外
た
ら
ぬ
」
を
い
う

の
で
は
な
い
、
と
い
わ
れ
る
所
以
は
、
へ
ー
ゲ
ル
が
い
う
と
こ
ろ
の
認

識
過
程
は
、
も
と
も
と
、
客
観
的
物
質
世
界
に
対
す
る
現
実
の
人
問
の

認
識
過
程
を
さ
す
の
で
は
な
く
て
、
　
「
純
粋
概
念
」
あ
る
い
は
「
具

体
的
概
念
」
の
自
已
の
認
識
過
程
を
さ
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
）
。
《
本

質
論
〉
は
、
『
論
理
学
』
の
第
二
の
部
分
で
あ
る
。
「
本
質
」
は
、
　
「
具

体
的
概
念
」
の
自
我
の
発
展
と
自
我
の
認
識
過
程
に
お
げ
る
「
反
」
の

段
階
で
あ
り
、
《
本
質
論
〉
に
お
げ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
比
較
的
に
具
体

的
で
複
雑
で
あ
る
。
〈
本
質
論
〉
の
段
階
は
、
わ
れ
わ
れ
現
実
の
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
客
観
的
事
物
に
対
す
る
内
面
的
、
問
接
的
な
認
識
段
階
に
相
当
し
、

こ
の
段
階
で
は
、
認
識
は
、
事
物
の
背
後
と
奥
深
い
と
こ
ろ
に
到
達
す

る
。
　
「
有
」
と
「
本
質
」
の
両
段
階
の
こ
の
よ
う
な
関
係
と
区
別
に
つ

い
て
、
へ
ー
ゲ
ル
は
『
大
論
理
学
』
に
お
い
て
か
っ
て
た
い
へ
ん
徹
底

し
た
こ
と
を
い
っ
た
。
　
「
有
の
真
理
は
一
本
質
で
あ
る
。
有
は
直
接
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

も
の
で
あ
る
。
知
識
が
有
の
即
且
向
自
的
な
真
の
相
を
認
識
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
知
識
は
こ
の
直
接
的
な
も
の
と
そ
の
諸
規
定
に
と
ど
ま

　
　
　
　
『
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
』
Ｈ
（
小
野
）

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ら
ず
、
こ
の
有
の
背
後
に
有
そ
の
も
の
と
は
異
な
る
何
か
他
の
も
の
が

存
在
し
、
こ
の
背
後
こ
そ
有
の
真
理
を
な
し
て
い
る
も
の
だ
と
い
う
前

提
を
も
っ
て
、
こ
の
直
接
的
な
も
の
を
貫
き
抜
げ
る
。
こ
の
よ
う
な
認

識
は
媒
介
さ
れ
た
知
識
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
認
識
の
本
質
の

下
で
ま
た
本
質
の
中
で
直
接
的
に
見
出
さ
れ
る
も
の
で
は
た
く
て
、
む

し
ろ
或
る
他
老
か
ら
、
即
ち
有
か
ら
出
発
し
て
、
そ
の
有
を
超
出
す
る

道
、
或
い
は
む
し
ろ
有
の
中
へ
の
沈
潜
の
道
を
豫
め
歩
ま
な
け
れ
ば
な

ら
た
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
知
識
が
こ
の
直
接
的
な
有
の
中
か
ら
自

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

己
を
想
起
す
る
〔
内
化
す
る
〕
と
き
は
じ
め
て
、
知
識
は
こ
の
媒
介
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

通
し
て
本
質
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
」
こ
の
説
明
は
「
有
」
が
直
接
的
、

表
面
的
認
識
の
段
階
で
、
　
「
本
質
」
の
方
は
、
問
接
的
、
内
面
的
認
識

の
段
階
で
あ
る
こ
と
を
、
明
確
に
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
理
由
の
た
め

に
１
、
し
た
が
っ
て
、
へ
ー
ゲ
ル
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
　
「
有
に
お

い
て
は
す
べ
て
が
直
接
的
で
あ
り
、
本
質
に
お
い
て
は
す
べ
て
が
相
關

　
　
　
（
２
）

的
で
あ
る
」
。
〈
有
論
Ｖ
に
お
け
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
「
質
」
、
「
量
」
、
「
度

量
」
…
…
等
々
は
、
へ
－
ゲ
ル
か
ら
み
れ
ぼ
、
い
ず
れ
も
直
接
的
な
ヵ

テ
ゴ
リ
ー
で
、
相
互
に
独
立
し
て
存
在
し
、
相
互
の
依
存
が
あ
た
か
も

な
い
よ
う
に
１
み
え
る
。
　
こ
の
こ
と
か
ら
、
　
へ
ー
ゲ
ル
は
い
う
。
《
有

論
》
に
お
げ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
過
渡
的
」
（
亭
ｏ
お
ｇ
彗
亭
）
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七
　
（
九
三
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
箪
二
十
三
巻
・
箪
五
・
六
合
併
号
）

「
有
の
領
域
に
お
い
て
は
、
或
る
も
の
が
他
の
も
の
と
な
れ
ば
、
或
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

も
の
は
消
先
し
て
し
ま
う
」
。
し
か
し
、
　
へ
ｉ
ゲ
ル
は
、
こ
の
こ
と
は
、

《
有
論
》
の
た
か
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
相
互
に
内
的
連
関
と
内
在
的
矛
盾

を
も
た
な
い
と
い
う
一
」
と
で
は
決
し
て
な
い
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
事

実
、
へ
ー
ゲ
ル
が
《
有
論
》
に
お
い
て
運
用
し
た
弁
証
法
は
っ
ぎ
の
よ

う
に
ま
さ
に
証
明
さ
れ
て
い
る
。
《
有
論
》
に
お
げ
る
す
べ
て
の
カ
テ

ゴ
リ
・
－
は
そ
の
他
の
部
分
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
同
様
に
相
互
関
係
に
あ
り
、

そ
の
な
か
の
一
つ
は
必
然
的
に
内
在
的
矛
盾
に
よ
り
別
の
一
つ
に
転
化

す
る
。
ま
さ
に
へ
ー
ゲ
ル
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
　
「
有
の
領
域
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

お
い
て
は
〔
各
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
〕
の
関
係
は
即
自
的
で
あ
る
に
す
ぎ
な

（
４
）
－

い
」
だ
げ
で
あ
る
。
そ
の
あ
い
だ
の
矛
盾
も
ま
た
「
即
自
的
に
の
み
存

　
　
　
（
５
）

在
し
て
い
る
」
。
こ
れ
と
こ
と
た
っ
て
、
《
本
質
論
》
に
お
け
る
カ
テ

ゴ
リ
ー
、
た
と
え
ぱ
、
「
本
質
」
と
「
現
象
」
、
「
同
一
」
と
「
差
異
」
、

「
内
」
と
「
外
」
、
「
必
然
」
と
「
偶
然
」
、
「
原
因
」
と
「
緒
果
」
、
「
彩

式
」
と
「
内
容
」
…
…
等
々
、
い
ず
れ
も
対
時
し
て
お
り
対
立
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
は
相
互
に
不
可
分
に
な
っ
て
結
合
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の

あ
い
だ
の
連
繁
と
矛
盾
は
二
度
と
却
自
的
で
は
た
く
て
、
　
「
明
白
に
定

　
　
　
　
　
（
６
）

立
さ
れ
て
い
る
」
。
た
と
え
ぱ
、
「
本
質
」
が
存
在
し
な
げ
れ
ば
、
あ
き

ら
か
に
所
謂
「
現
象
」
も
存
在
し
な
い
。
　
「
外
」
が
な
け
れ
ぱ
、
非
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
八
　
（
九
四
〇
）

に
明
白
に
所
謂
「
内
」
が
な
い
。
　
「
結
果
」
が
な
げ
れ
ぱ
、
す
な
わ
ち
、

非
常
に
あ
き
ら
か
に
「
原
因
」
は
存
在
し
な
い
…
…
…
等
々
の
如
く
で

あ
る
。
こ
の
逆
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
《
本
質
論
》
に

お
げ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
そ
の
一
側
面
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ぱ
、

た
い
へ
ん
明
白
に
必
然
的
に
そ
の
反
対
の
側
面
に
お
よ
ば
た
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
意
義
と
本
質
は
、

非
常
に
。
明
白
に
そ
の
反
対
の
側
面
に
存
在
す
る
。
Ｌ
た
が
っ
て
、
へ
－

ゲ
ル
は
、
　
「
本
質
」
の
領
域
に
お
い
て
、
も
う
「
或
る
も
の
が
他
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

の
と
な
れ
ぱ
、
或
る
も
の
は
消
失
し
て
し
ま
う
」
こ
と
で
は
な
い
、
と

い
う
。
「
こ
こ
に
は
真
の
他
者
は
な
く
、
差
別
、
す
た
わ
ち
、
或
る
も

　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

の
の
そ
の
他
者
へ
の
関
係
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
」
。
「
本
質
の
段
階
で
の

各
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
す
で
に
も
う
移
行
し
た
い
で
、
た
だ
相
互
関
係
で
あ

　
　
　
　
（
９
）

る
に
す
ぎ
な
い
」
。
『
論
理
学
』
の
第
三
部
分
は
、
す
な
わ
ち
、
最
後
の

部
分
は
く
概
念
論
》
で
あ
る
。
「
概
念
」
、
す
な
わ
ち
、
「
具
体
的
概
念
」
、

こ
こ
に
い
た
れ
ぱ
、
「
具
体
的
概
念
」
は
、
自
己
の
最
高
段
階
　
　
「
否

定
の
否
定
」
（
合
）
に
ま
で
発
展
す
る
。
「
概
念
」
は
、
前
の
二
っ
の
段

階
、
　
「
有
」
と
「
本
質
」
の
対
立
面
の
統
一
で
あ
る
。
　
「
本
質
」
の
段

階
に
お
い
て
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
必
然
的
に
相
手
方
と
連
関
し
、

必
然
的
に
相
手
方
に
転
化
す
る
。
　
「
概
念
」
の
段
階
で
は
、
相
手
方
は



す
な
わ
ち
自
已
で
あ
り
、
相
手
方
と
自
己
と
は
同
一
で
あ
り
、
整
言
す

れ
ば
、
　
「
概
念
」
の
段
階
に
お
い
て
、
対
立
面
の
同
一
は
最
後
の
完
成

に
到
達
す
る
。

　
以
上
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
「
有
」
、
「
本
質
」
、
「
概
念
」
の
三
部
分
、

あ
る
い
は
、
　
「
具
体
的
概
念
」
の
発
展
段
階
の
区
別
と
連
関
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。
《
有
論
》
で
は
ハ
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
あ
い
だ
の
対
立
、

矛
盾
と
連
関
は
い
ま
だ
明
確
に
確
立
し
て
お
ら
ず
、
た
だ
潜
在
的
に
存

在
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
〈
本
質
論
〉
に
お
い
て
は
、
各
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
は

明
確
に
一
組
の
対
立
面
と
し
て
表
現
さ
れ
、
対
立
面
の
あ
い
だ
の
内
在

的
連
関
と
矛
盾
は
明
白
に
確
立
さ
れ
、
こ
の
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
か

な
ら
ず
こ
れ
と
対
立
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
依
存
し
た
が
ら
後
者
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
む
か
っ
て
転
化
す
る
。
た
だ
こ
の
理
由
の
た
め
に
、
し
た
が

っ
て
、
エ
ソ
ゲ
ル
ス
は
、
　
「
対
立
面
の
相
互
濠
透
の
法
則
」
は
、
　
「
へ

ー
ゲ
ル
の
『
論
理
学
』
の
と
り
わ
げ
最
も
重
要
な
第
二
部
本
質
論
の
全

　
　
　
　
　
（
ユ
ｏ
）

体
を
し
め
て
い
る
」
と
い
う
。
し
か
し
、
非
常
に
は
っ
き
り
し
て
い
る

こ
と
は
、
こ
の
こ
と
は
決
し
て
、
へ
－
ゲ
ル
の
『
論
理
学
』
の
第
一
部

分
の
《
有
論
〉
と
第
三
部
分
の
く
概
念
論
》
が
、
こ
の
法
則
を
活
用
し

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
実
際
、
こ
の
法
則
は
、
へ
－
ゲ
ル

『
論
理
学
』
の
三
つ
の
部
分
に
貫
徹
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
第
一
部
に

　
　
　
　
『
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
』
Ｈ
（
小
野
）

お
い
て
は
、
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
の
あ
い
だ
の
対
立
、
矛
盾
と
連
関
は
、
前
述

す
る
よ
う
に
、
潜
在
し
て
い
る
げ
れ
ど
も
、
し
か
し
、
と
も
あ
れ
実
際

に
存
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
「
有
」
と
「
無
」
、
「
純
粋
有
」
と
「
定

有
」
、
「
質
」
と
「
量
」
等
々
…
…
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
実
際
相
互
に
対

立
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
っ
と
も
う
一
っ
が
内
的
に
連
関
し
て
お

り
、
や
は
り
同
じ
よ
う
に
必
然
的
に
内
在
的
矛
盾
に
。
よ
り
別
の
も
の
に

転
化
す
る
。
第
三
部
分
の
《
概
念
論
》
に
お
い
て
は
、
一
方
で
は
、
相

手
が
即
ち
自
己
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
で
は
、
相
手
と
自
己
は
決
し

て
区
別
が
な
い
こ
と
は
な
い
。
　
「
概
念
」
は
、
対
立
の
同
一
過
程
の
最

終
的
な
完
成
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
　
「
有
」
か
ら
「
本
質
」
に
い
た

る
「
概
念
」
の
全
過
程
は
、
対
立
面
の
矛
盾
の
同
一
の
過
程
に
ほ
か
な

ら
ず
、
ま
た
、
諸
カ
テ
、
コ
リ
ー
の
表
面
的
に
欠
如
し
て
い
る
内
的
連
関

と
内
在
的
矛
盾
よ
り
（
あ
る
い
は
、
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
あ
い
だ
の
内
的

連
関
と
内
在
的
矛
盾
の
潜
在
よ
り
）
、
対
立
面
の
あ
い
だ
の
内
的
連
関

と
内
在
的
矛
盾
の
明
確
な
確
立
に
い
た
る
ま
で
も
、
対
立
面
の
絶
対
的

同
一
の
過
程
で
あ
る
。
だ
が
、
他
方
、
「
有
」
、
「
本
質
」
、
「
概
念
」
の

各
段
階
も
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
対
立
面
の
矛
盾
の
同
一
の
過
程
で
あ
る
。
ま

さ
に
、
こ
の
よ
う
た
状
況
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
章
で
述
べ
た
と

こ
ろ
の
内
容
は
、
．
『
論
理
学
』
の
第
二
部
分
に
た
ん
に
限
る
こ
と
は
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九
　
（
九
四
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

き
ず
、
そ
れ
は
、
実
際
上
『
論
理
学
』
の
全
体
に
か
か
わ
る
の
で
あ
る
。

　
ブ
ル
ジ
ョ
ア
学
者
、
向
．
Ｏ
吐
『
戸
オ
・
オ
巴
一
暮
９
事
・
弓
・
Ｏ
０
３
８
等

々
の
人
達
は
、
《
有
論
》
は
素
朴
な
意
識
に
か
ん
す
る
研
究
で
あ
り
、

〈
本
質
論
》
は
科
学
思
想
に
か
ん
す
る
研
究
で
あ
り
、
〈
概
念
論
》
は

哲
学
思
想
に
か
ん
す
る
研
究
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
、

○
巴
邑
は
、
「
有
」
の
段
階
は
、
「
わ
れ
わ
れ
の
事
物
に
対
す
る
も
っ
と

も
簡
単
な
そ
し
て
も
っ
と
も
素
朴
な
意
識
に
相
当
し
」
、
「
本
質
」
の
段

階
は
、
「
一
般
に
、
科
学
あ
る
い
は
反
省
の
意
識
に
相
当
し
」
、
「
概
念
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

の
段
階
は
、
　
「
哲
学
に
相
当
す
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
考
．
ミ
巴
迂
８

は
、
「
第
一
段
階
の
議
論
は
感
官
活
動
以
前
の
素
朴
思
想
を
あ
ら
わ
し
」
、

「
第
二
段
階
　
　
本
質
的
な
有
の
段
階
　
　
は
、
科
学
的
、
反
省
的
あ

る
い
は
問
接
的
な
思
想
を
議
論
し
」
、
第
三
段
階
は
、
「
哲
学
あ
る
い
は

　
　
　
（
１
２
）

深
遠
な
科
学
」
に
相
当
す
る
、
と
い
っ
て
い
る
。
ミ
・
弓
・
ｃ
ｏ
冨
８
も
つ

ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
　
「
有
の
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
は
常
識
と
反
省
の
た

い
意
識
の
運
用
に
よ
っ
て
世
界
を
認
識
す
る
概
念
で
あ
り
、
本
質
の
ヵ

テ
ゴ
リ
ー
は
科
学
が
運
用
す
る
概
念
で
あ
り
、
　
「
概
念
」
の
カ
テ
ゴ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

－
は
哲
学
が
運
用
す
る
概
念
で
あ
る
」
。
賀
麟
先
生
が
人
民
大
学
で
教

え
た
く
へ
一
ゲ
ル
の
「
論
理
学
」
》
の
講
義
の
原
稿
の
な
か
で
も
西
欧

の
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
学
者
の
こ
の
よ
う
な
見
方
を
そ
の
ま
ま
も
っ
て
き
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
○
．
（
九
四
二
）

っ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
　
「
有
論
は
普
通
の
常
識
に
相
当
し
、
本
質
論
は

自
然
科
学
的
認
識
に
相
当
し
、
概
念
論
の
方
は
哲
学
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

相
当
す
る
」
。
彼
等
の
こ
の
よ
う
た
見
方
は
た
い
へ
ん
確
実
で
は
な
い
。

何
故
な
ら
、
彼
等
は
「
有
」
か
ら
「
本
質
」
へ
、
ま
た
「
概
念
」
へ
の

全
過
程
が
一
つ
の
対
立
面
の
矛
盾
の
同
一
の
過
程
で
あ
る
こ
と
を
説
明

せ
ず
、
ま
た
こ
の
三
段
階
の
な
か
の
各
段
階
も
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
一

つ
の
対
立
面
の
矛
盾
の
同
一
の
過
程
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
た
い
こ
と

か
ら
、
お
の
ず
か
ら
彼
等
は
対
立
面
の
矛
盾
の
同
一
の
法
則
が
自
然
科

学
の
認
識
の
な
か
に
貫
徹
し
て
い
る
こ
と
を
さ
ら
に
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
た
い
。

　
（
１
）
〈
大
選
輯
ｖ
。
〈
黒
格
圷
全
集
ｖ
第
四
巻
、
徳
文
本
、
第
四
八
一
頁
。

　
　
○
．
奉
．
戸
向
晶
具
ミ
疾
Ｏ
易
９
”
饒
Ｏ
雪
－
◎
。
ｑ
戸
戸
ざ
量
易
胴
晶
０
－

　
　
げ
彗
＜
ｇ
０
８
島
－
轟
。
。
昌
一
曽
”
昌
巨
曇
お
婁
ｃ
ｏ
．
・
。
・
武
市
健
人
訳
、

　
　
改
訳
『
大
論
理
学
』
中
巻
、
岩
波
書
店
、
三
ぺ
ー
ジ
。

（
２
）
黒
格
ホ
・
〈
小
遜
輯
ｖ
、
三
朕
市
店
、
一
九
五
七
年
版
、
第
二
四
九
頁
。

　
　
へ
ー
ゲ
ル
薯
、
松
村
一
人
訳
『
小
論
理
学
』
上
巻
、
岩
波
書
店
、
…
二
一

　
　
べ
ー
ジ
。
ヱ
ソ
ゲ
ル
ス
は
、
『
自
然
弁
証
法
』
の
た
か
で
、
こ
こ
の
後
の

　
　
一
句
を
引
用
し
て
い
る
。
ユ
ソ
ゲ
ル
ス
は
い
う
。
『
「
本
質
」
の
諸
規
定
の

　
　
真
の
性
格
は
、
へ
ｉ
ゲ
ル
自
身
に
よ
っ
て
こ
う
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
『
エ

　
　
ソ
チ
ュ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
』
、
第
一
巻
、
第
二
一
節
、
補
遺
）
。
「
本
質
に
お
い

　
　
て
は
、
す
べ
て
が
相
関
的
で
あ
る
」
（
た
と
え
ぱ
、
肯
定
的
と
否
定
的
。

　
　
そ
れ
ら
は
両
者
の
関
係
の
な
か
で
だ
げ
意
味
を
も
ち
、
各
規
定
単
独
で
は



■

　
意
味
が
た
い
）
－
傍
点
は
エ
ソ
ゲ
ル
ス
に
よ
る
－
（
『
イ
ル
ク
ス
．
エ

　
　
ソ
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
二
〇
巻
、
大
月
書
店
、
五
二
一
ぺ
ー
ジ
）
。

（
３
）
黒
格
郁
－
〈
小
遷
輯
ｖ
三
蹉
巾
店
、
一
九
五
七
年
版
、
第
二
四
八
頁
。
松

　
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
、
上
巻
、
…
二
〇
べ
ー
ジ
。

（
４
）
同
上
辛
、
第
二
四
九
頁
。
松
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
上
巻
、
…
二
一
べ

　
　
－
ジ
。

（
５
）
同
上
刊
、
第
二
五
五
頁
。
９
オ
・
『
｝
品
９
塁
ミ
巨
◎
ｏ
ぎ
一
〇
｛
睾

　
Ｏ
；
易
◎
呂
ぎ
プ
雲
ミ
雰
０
■
。
。
Ｏ
ぎ
箒
箏
ぎ
Ｏ
昌
邑
『
冨
〇
一
ぎ
量
易
鷺
．

　
胴
ｇ
雪
く
；
｝
ユ
＆
ぎ
ざ
書
ｏ
〇
一
ぎ
目
己
○
言
霊
震
９
ヌ
籟
四
亨

　
巨
曇
宕
婁
ｏ
っ
・
Ｈ
睾
松
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
下
巻
、
一
七
べ
ー
ジ
。

（
６
）
同
上
辛
、
第
二
四
九
～
二
五
五
頁
。

（
７
）
（
８
）
（
９
）
同
（
３
）
。

（
１
０
）
　
エ
ソ
ゲ
ル
ス
「
自
然
の
弁
証
法
」
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
全
集
』

　
第
二
〇
巻
、
大
月
書
店
、
三
七
九
ぺ
ー
ジ
。

（
ｕ
）
芥
ホ
徳
：
〈
黒
格
小
ｖ
、
英
文
本
、
第
一
六
六
頁
。
向
・
Ｏ
亭
戸
患
。
ｑ
ｏ
ガ

　
向
ａ
ｂ
げ
毫
ｏ
ｑ
｝
師
－
◎
目
３
ｐ
Ｈ
ｏ
ｏ
ｏ
◎
◎
〇
一
ド
＆
二
お
◎
Ｈ
．

（
１
２
）
瓦
莱
士
：
〈
黒
格
郁
哲
学
及
其
羅
輯
学
研
究
廿
論
ｖ
、
一
八
九
四
年
、
英

　
文
本
、
第
三
〇
四
、
三
〇
六
頁
。
奉
・
ミ
き
碧
９
マ
◎
再
◎
昌
彗
”
８

　
亭
¢
ｏ
つ
巨
ｑ
く
◎
｛
｝
晶
ｏ
Ｈ
，
ｏ
ｏ
り
巨
一
易
君
｝
＜
彗
ｑ
霧
肩
９
～
Ｈ
ｑ
◎
｛
ブ
庁

　
－
◎
阻
９
　
０
メ
｛
◎
Ｈ
♀
　
一
〇
〇
べ
ト
　
ド
　
ｏ
Ｐ
一
　
Ｈ
ｏ
ｏ
ｏ
ト

一
Ｂ
一
斯
退
士
：
一
黒
策
的
哲
学
×
一
九
一
一
牢
英
文
李
ポ
三
九

　
頁
。
奉
．
弓
．
０
０
冨
８
一
↓
ざ
冨
｛
－
易
◎
Ｏ
耳
◎
｛
饒
晶
¢
ポ
ー
◎
邑
◎
Ｐ
Ｈ
Ｓ
ト
一

　
ド
ｏ
ｐ
一
オ
ｏ
考
ｋ
ｇ
ぎ
宕
観
一

　
　
　
　
『
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
」
Ｈ
（
小
野
）

　
　
　
い

　
上
述
し
た
よ
う
に
、
へ
ー
ゲ
ル
は
、
論
理
学
が
把
握
し
な
げ
れ
ば
な

ら
な
い
唯
一
の
目
標
は
「
具
体
的
概
念
」
で
あ
り
、
即
ち
「
こ
と
な
っ

た
規
定
の
統
一
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
多
く
の
「
こ

と
な
っ
た
規
定
」
は
、
へ
ー
ゲ
ル
で
は
、
決
し
て
、
平
等
で
並
列
し
て
、

紛
然
雑
然
と
並
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
。
へ
－
ゲ
ル
か
ら
み
れ
ば
、
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

ろ
も
ろ
の
「
こ
と
な
っ
た
規
定
」
は
、
実
際
は
対
立
の
規
定
と
し
て
帰

結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
へ
ー
ゲ
ル
は
「
具
体
的
な
同
一
性
」
は
「
区

別
が
そ
れ
自
身
を
含
む
」
同
一
性
で
あ
る
と
断
一
言
し
た
あ
と
、
『
区
別
』

と
い
う
こ
の
概
念
に
対
し
て
か
さ
ね
て
分
析
を
加
え
た
。
へ
ー
ゲ
ル
の

『
小
論
理
学
』
と
『
大
論
理
学
』
の
な
か
で
は
、
　
「
区
別
」
が
分
げ
ら

れ
る
三
段
階
は
完
全
に
一
致
し
た
い
が
、
へ
ー
ゲ
ル
の
こ
の
二
っ
の
著

作
で
は
、
い
ず
れ
も
同
じ
よ
う
に
「
差
異
性
」
と
「
対
立
」
の
両
段
階

を
「
区
別
」
の
な
か
に
含
ま
せ
、
か
つ
、
い
ず
れ
も
同
様
に
。
「
差
異
性
」

の
段
階
を
「
対
立
」
の
段
階
の
前
に
な
ら
べ
て
い
る
（
論
理
学
全
体
の

な
か
で
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
の
あ
い
だ
の
関
係
と
転
化
の
順
序
と
ま
っ
た

く
同
じ
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
所
謂
前
後
は
、
時
問
上
の
前
後
を
さ
す
の

で
は
な
く
で
、
時
問
と
空
問
を
超
え
た
純
粋
思
惟
あ
る
い
は
純
粋
知
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
一
　
（
九
四
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

の
発
展
の
段
階
性
を
さ
し
て
い
る
〉
。
所
謂
「
差
異
性
」
の
「
区
別
」

は
、
こ
と
た
っ
た
諸
側
面
あ
る
い
は
こ
と
た
っ
た
諸
事
物
の
あ
い
だ
で
、

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

「
各
々
そ
れ
自
身
だ
げ
で
そ
う
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
他
の
も
の

と
の
関
係
に
は
無
関
心
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
関
係
は
そ
れ
に
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

い
し
て
外
的
な
関
係
で
あ
る
」
こ
と
を
さ
す
こ
と
に
ほ
か
た
ら
な
い
。

所
謂
「
対
立
」
の
「
区
別
」
の
方
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
し
て

い
る
。
こ
と
た
っ
た
両
者
が
、
相
互
に
ま
っ
た
く
正
反
対
の
二
つ
の
対

立
面
を
さ
し
、
ま
た
、
肯
定
と
否
定
、
あ
る
い
は
正
と
反
の
両
側
面
の

対
立
を
さ
し
て
い
る
。
　
「
対
立
」
に
お
げ
る
両
側
面
は
、
　
「
差
異
性
」

の
段
階
の
そ
れ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
な
く
て
、
た
だ
外
的

た
関
係
に
す
ぎ
な
い
げ
れ
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
い
だ
で
本
質
断
、
内
在

的
関
係
を
維
持
し
、
そ
の
な
か
で
、
　
「
各
々
は
他
者
の
う
ち
に
反
照
し
、

他
者
が
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
の
み
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
本
質
の

　
　
　
、
　
　
、

区
別
は
対
立
（
塁
釘
品
ｏ
易
ｇ
昌
烏
）
で
あ
り
、
区
別
さ
れ
た
も
の
は
自

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

己
に
た
い
し
て
他
者
一
般
で
は
な
く
、
自
己
に
固
有
の
他
者
（
。
。
ｏ
ぎ

声
邑
胃
易
）
を
持
っ
て
い
る
。
言
い
か
え
れ
ぽ
、
一
方
は
他
方
と
の
関
係

の
う
ち
に
ー
の
み
自
己
の
揚
定
を
も
ち
、
他
方
へ
反
省
し
て
い
る
か
ぎ
り

に
お
い
て
の
み
自
己
へ
反
省
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
他
方
も
ま
た
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
（
２
）

う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
各
々
は
他
者
に
固
有
の
他
者
で
あ
る
」
。
「
対
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
二
　
（
九
四
四
）

の
い
か
た
る
一
側
面
も
そ
れ
自
体
の
自
存
性
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は

で
き
ず
、
あ
る
い
は
、
い
か
た
る
一
側
面
も
そ
の
孤
立
し
た
状
態
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

で
そ
の
本
質
性
と
真
実
性
を
も
つ
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
。
「
上

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

と
は
下
で
な
い
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
上
は
下
で
は
な
い
と
撹
定
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

れ
て
い
る
に
す
ぎ
た
い
が
、
し
か
も
下
が
あ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
の
み

あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
そ
の
逆
で
も
あ
る
。
即
ち
一
方
の
規
定

の
中
に
は
そ
の
反
対
が
含
ま
れ
て
い
る
。
父
は
予
の
他
者
で
あ
り
、
子

は
父
の
他
者
で
あ
っ
て
、
各
々
は
こ
の
よ
う
に
他
者
の
他
者
と
し
て
の

み
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
一
方
の
規
定
は
他
方
の
規
定
と
の
関
係
の

　
　
　
　
（
４
）

中
に
の
み
あ
る
」
。
こ
こ
で
、
へ
ー
ゲ
ル
は
、
「
差
異
性
」
と
「
対
立
」

の
理
論
の
中
心
思
想
に
か
ん
し
て
っ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
紛
然

と
た
ら
び
、
相
互
に
外
的
な
こ
と
な
っ
た
諸
側
面
（
差
異
性
）
は
、
有

機
的
な
連
関
は
な
く
、
決
し
て
相
互
依
存
的
で
も
な
い
。
ま
た
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

ら
の
あ
い
だ
に
「
具
体
的
校
同
一
性
」
が
存
在
し
た
い
と
も
い
え
る
。

こ
と
た
っ
た
諸
側
面
の
あ
い
だ
の
「
具
体
的
た
同
一
性
」
は
、
帰
す
る

と
こ
ろ
結
局
、
対
立
面
の
あ
い
だ
の
同
一
性
を
さ
し
て
い
る
こ
と
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
へ
ー
ゲ
ル
は
、
　
「
具
体
的
概

念
」
を
「
こ
と
な
っ
た
観
定
の
統
一
」
と
し
て
定
義
す
る
と
同
時
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

ま
た
一
歩
す
す
め
て
「
対
立
面
の
統
一
」
と
し
て
規
定
し
た
。
へ
ー
ゲ



ル
は
い
う
。
　
「
あ
ら
ゆ
る
現
実
的
た
も
の
は
対
立
し
た
規
定
を
自
分
の

　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

う
ち
に
含
ん
で
お
り
」
、
「
具
体
者
は
規
定
性
の
普
遍
者
に
ほ
か
た
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

こ
の
こ
と
よ
り
、
そ
の
一
方
を
内
に
含
む
」
。
「
材
料
、
す
な
わ
ち
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

の
関
係
の
な
か
に
お
げ
る
対
立
す
る
諾
規
定
」
。
ま
さ
に
、
こ
の
理
論

に
よ
り
、
へ
－
ゲ
ル
は
、
一
方
で
は
、
比
較
的
ご
た
ま
ぜ
に
し
て
「
具

体
的
概
念
」
（
ま
た
す
な
わ
ち
「
絶
対
的
理
念
」
）
は
、
有
、
無
、
質
、

量
、
本
質
、
現
象
等
々
…
…
多
く
の
規
定
の
統
一
体
で
あ
る
と
断
言
し
、

他
方
で
、
ま
た
一
歩
す
す
め
て
こ
れ
ら
の
多
く
の
こ
と
な
っ
た
規
定
を

一
つ
の
系
統
的
な
対
立
面
の
統
一
体
に
細
分
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

「
具
体
的
概
念
」
は
「
有
」
と
「
本
質
」
の
二
つ
の
対
立
面
の
統
一
で

　
（
１
０
）

あ
る
と
断
言
す
る
。
か
つ
、
八
有
論
》
と
く
本
質
論
Ｖ
に
お
い
て
、
へ

－
ゲ
ル
は
ま
た
「
度
量
」
を
「
質
」
と
「
量
」
の
二
つ
の
対
立
面
の
統

一
と
し
て
規
定
し
、
　
「
現
実
」
を
、
　
「
本
質
」
と
「
現
象
」
の
二
つ
の

対
立
面
の
統
一
と
規
定
し
て
い
る
。
等
々
。

　
「
具
体
的
概
念
」
（
具
体
的
真
理
）
は
対
立
面
の
統
一
で
あ
る
か
ら
に

は
、
そ
の
場
合
、
当
然
、
ま
た
対
立
面
の
統
一
を
把
握
す
る
こ
と
を
も

っ
て
目
的
と
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
ま
さ
に
こ
の
よ
う
で
あ
る
か

ら
、
し
た
が
っ
て
へ
ー
ゲ
ル
か
ら
み
れ
ぱ
、
論
理
の
唯
一
の
目
標
も
対

立
面
の
統
一
を
認
識
し
そ
し
て
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

　
　
　
　
『
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
』
Ｈ
（
小
野
）

で
き
る
。
へ
ー
ゲ
ル
は
い
う
。
　
「
あ
る
対
象
を
認
識
、
も
っ
と
は
っ
き

り
言
え
ぱ
、
概
念
的
に
把
握
す
る
と
は
、
対
象
を
対
立
し
た
規
定
の
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

体
的
統
一
と
し
て
意
識
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
」
。
「
絶
対
思
惟
（
認
識

の
最
高
段
階
を
さ
す
。
詳
細
は
あ
と
で
　
　
引
用
者
）
の
本
性
は
、
完

全
に
つ
ぎ
の
点
に
存
在
す
る
。
対
立
す
る
環
節
の
う
ち
に
そ
れ
ら
を
把

　
　
　
　
（
１
２
）

握
す
る
こ
と
」
。
「
思
弁
的
な
も
の
は
、
…
－
・
悟
性
が
そ
こ
に
立
ち
と
ど

ま
っ
て
い
る
よ
う
な
諸
対
立
を
揚
棄
さ
れ
た
も
の
と
し
て
自
已
の
う
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

に
含
ん
で
い
る
も
の
で
あ
り
」
、
「
思
弁
的
な
も
の
は
…
…
対
立
し
た
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

つ
の
規
定
の
統
一
を
認
識
す
る
」
。
「
論
理
学
は
、
単
に
主
観
的
で
あ
る

だ
げ
に
す
ぎ
な
い
よ
う
な
主
観
的
な
も
の
、
単
に
無
限
で
な
げ
れ
ば
た

ら
た
い
よ
う
た
無
限
な
も
の
、
等
々
は
な
ん
ら
の
真
理
を
も
持
た
ず
、

自
已
に
矛
盾
し
、
そ
の
反
対
の
も
の
へ
移
っ
て
い
く
こ
と
を
示
し
、
そ

し
て
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
移
行
と
、
二
つ
の
端
項
を
揚
棄
さ
れ
た

も
の
、
仮
象
、
モ
メ
ソ
ト
と
し
て
含
ん
で
い
る
統
一
と
こ
そ
、
そ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

の
真
理
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
」
。

　
こ
の
よ
う
に
，
、
へ
－
ゲ
ル
論
理
学
の
概
念
系
列
は
、
一
般
的
に
い
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ば
、
　
「
具
体
的
概
念
」
が
含
む
多
く
の
こ
と
た
っ
た
論
理
観
定
問
の
相

互
連
関
、
転
化
と
統
一
の
過
程
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
具
体
的
に
い

え
ぱ
、
　
亘
ハ
体
的
概
念
」
が
含
む
二
つ
の
相
対
立
す
る
論
理
規
定
問
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
三
　
（
九
四
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
箪
五
・
六
合
併
号
）

相
互
連
関
、
転
化
と
統
一
の
過
程
で
あ
る
。

　
へ
ｉ
ゲ
ル
の
具
体
的
真
理
が
い
ず
れ
も
対
立
面
の
統
一
で
あ
る
と
い

う
思
想
は
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
の
古
典
的
著
者
の
肯
定
を
獲

得
し
た
。
何
故
な
ら
、
客
観
的
実
際
の
世
界
で
は
、
い
か
た
る
具
体
的

事
物
も
い
ず
れ
も
た
し
か
に
対
立
面
の
統
一
で
あ
る
。
レ
ー
ニ
ソ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

「
対
立
物
の
総
和
お
よ
び
統
一
と
し
て
の
事
物
（
現
象
、
等
等
）
」
、
　
「
対

立
物
の
同
一
…
…
と
は
、
自
然
（
精
神
も
杜
会
も
ふ
く
め
て
）
の
す
べ

て
の
現
象
と
過
程
の
う
ち
に
、
矛
盾
し
た
、
た
が
い
に
排
除
し
あ
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

対
立
し
た
諸
傾
向
を
承
認
す
る
こ
と
（
発
見
す
る
こ
と
）
で
あ
る
」
と
、

非
常
に
明
確
に
説
弥
し
て
い
る
。

　
プ
ル
ク
ス
主
義
の
同
一
性
原
理
は
、
相
互
に
対
立
す
る
現
象
に
応
用

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
、
こ
の
よ
う
た
意
見
が
か
っ
て
存
在

し
た
。
こ
の
よ
う
な
意
見
を
主
張
す
る
人
は
い
う
。
戦
争
と
平
和
、
ブ

ル
ジ
ョ
ア
階
級
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
階
級
、
生
と
死
と
い
う
こ
の
よ
う
な

現
象
を
同
一
性
と
み
な
す
こ
と
は
、
こ
れ
は
、
へ
ー
ゲ
ル
の
用
語
の
濫

用
に
ほ
か
な
ら
ず
、
マ
ル
ク
ス
主
義
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
こ
れ
ら

の
現
象
は
相
互
に
札
立
し
、
相
互
に
排
斥
し
て
い
る
か
ら
に
は
、
そ
れ

は
同
一
性
で
あ
り
え
な
い
、
と
。

　
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
へ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
合
理
的
核
心
を
理
解
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
四
　
（
九
四
六
）

い
以
上
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
の
古
典
的
著
者
が
再
々
強
調
し

た
弁
証
法
の
「
具
体
的
同
一
性
」
で
あ
る
こ
と
を
も
否
認
す
る
こ
と
で

あ
る
。
何
故
な
ら
、
　
「
具
体
的
同
一
性
」
は
、
実
際
上
、
相
互
に
排
斥

し
、
相
互
に
対
立
す
る
両
側
面
の
同
一
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。　

所
謂
「
具
体
的
同
一
性
」
は
、
　
「
抽
象
的
同
一
性
」
と
相
対
抗
す
る

も
の
で
あ
る
。
哲
学
史
上
、
へ
ー
ゲ
ル
は
、
ま
ず
第
一
に
、
観
念
論
の

立
場
に
た
っ
て
系
統
肘
に
こ
の
二
つ
の
同
一
性
を
論
述
し
、
へ
ー
ゲ
ル

は
い
う
。
「
抽
象
的
同
一
性
」
（
へ
ー
ゲ
ル
は
あ
る
と
き
は
「
形
式
的
同

一
性
」
あ
る
い
は
「
悟
性
的
同
一
性
」
と
こ
れ
を
称
し
て
い
る
）
は
、
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

わ
ち
、
「
本
質
の
そ
の
他
の
諸
規
定
と
対
立
し
て
い
る
よ
う
た
同
一
性
」

で
あ
り
、
そ
れ
は
「
固
定
し
た
規
定
性
と
、
こ
の
規
定
性
の
他
の
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

性
に
た
い
す
る
区
別
と
に
立
ち
と
ど
ま
っ
て
お
り
」
、
そ
れ
は
、
思
想
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

概
念
の
「
暖
昧
さ
で
な
い
こ
と
と
明
確
さ
」
を
要
求
す
る
。
へ
ー
ゲ
ル

は
一
定
の
範
囲
内
で
、
こ
の
よ
う
た
同
一
性
が
認
識
に
対
し
て
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
し
か
し
、
へ
ー
ゲ
ル
は
ま
た
こ
の
よ
う
な
同
一

性
は
、
一
定
の
範
囲
内
に
作
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
と
考

え
て
お
り
、
そ
れ
は
「
決
し
て
確
固
と
し
た
究
極
の
も
の
で
た
く
、
む

し
ろ
、
自
分
自
身
を
絶
え
ず
揚
棄
し
、
反
対
物
へ
転
化
す
る
も
の
で
あ



（
２
１
）

る
」
。
も
し
こ
の
よ
う
な
同
一
性
を
絶
対
化
　
　
形
而
上
学
化
し
、
世

界
に
お
い
て
各
事
物
、
現
象
、
概
念
の
あ
い
だ
に
い
ず
れ
も
一
」
え
る
こ

と
の
で
き
な
い
溝
が
あ
る
と
考
え
、
あ
れ
と
こ
れ
と
は
絶
対
に
相
互
依

存
、
相
互
転
化
し
な
い
と
考
え
る
こ
と
、
こ
の
観
点
は
真
理
で
は
な
い
。

へ
ー
ゲ
ル
は
、
現
実
の
い
か
な
る
事
物
も
皆
「
具
体
的
同
一
性
」
す
な

わ
ち
、
ま
た
、
「
自
己
内
に
区
別
を
含
む
」
同
一
性
あ
る
い
は
「
対
立

面
の
同
一
性
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
へ
－
ゲ
ル
は
弁
証
法
の
「
具
体
的

同
一
性
」
を
主
張
し
、
形
而
上
学
的
「
抽
象
的
同
一
性
」
に
反
対
す
る
。

へ
ー
ゲ
ル
は
い
う
。
　
「
そ
れ
は
単
に
抽
象
的
な
同
一
性
と
し
て
、
す
な

わ
ち
、
区
別
を
排
除
し
た
同
一
性
と
し
て
解
さ
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
こ
れ
が
、
あ
ら
ゆ
る
つ
ま
ら
な
い
哲
学
と
本
当
に
哲
学
の
名
に
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

す
る
哲
学
と
が
分
れ
る
点
で
あ
る
」
。
あ
き
ら
か
に
、
　
へ
ー
ゲ
ル
の
所

謂
「
つ
ま
ら
な
い
哲
学
」
、
　
形
而
上
学
を
指
す
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、

所
謂
「
本
当
に
哲
学
の
名
に
値
す
る
哲
学
」
は
、
観
念
論
的
な
弁
証
法

を
さ
す
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た
と
え
へ
－
ゲ
ル
が
観
念
論
的
基
礎

の
上
で
こ
の
問
題
を
論
述
し
た
と
し
て
も
、
　
へ
ー
ゲ
ル
の
こ
こ
で
の

「
抽
象
的
同
一
性
」
に
か
ん
す
る
批
評
と
「
具
体
的
同
一
性
」
に
つ
い

て
の
主
張
は
合
理
的
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
古
典
的
著
作
は
、
へ

－
ゲ
ル
哲
学
の
観
念
論
を
し
り
ぞ
げ
た
あ
と
、
へ
ー
ゲ
ル
の
「
具
体
的

　
　
　
　
『
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
』
Ｈ
（
小
野
）

同
一
性
」
に
か
ん
す
る
基
本
思
想
を
吸
収
し
、
か
っ
、
は
じ
め
て
唯
物

論
の
「
具
体
的
同
一
性
」
説
を
提
起
し
た
。
ユ
ソ
ゲ
ル
ス
は
、
形
而
上

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

学
の
「
同
一
性
　
　
抽
象
的
な
そ
れ
、
す
な
わ
ち
～
１
１
ど
ま
た
は
否

定
的
に
は
、
ａ
は
同
時
に
ａ
と
等
し
く
か
っ
ａ
と
不
等
で
あ
る
こ
と
は

な
い
と
い
う
こ
と
　
　
も
ま
た
同
様
に
、
有
機
的
自
然
に
お
い
て
は
適

用
し
が
た
い
。
植
物
、
動
物
、
そ
れ
に
各
細
胞
は
、
そ
の
生
存
の
各
瞬

間
ご
と
に
、
自
已
自
身
と
同
一
で
あ
り
た
が
ら
、
し
か
も
自
己
を
自
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

自
身
か
ら
区
別
し
つ
つ
あ
る
」
と
考
え
る
。
　
「
自
己
と
の
抽
象
的
な
同

一
性
の
た
え
ま
な
い
変
化
す
な
わ
ち
揚
棄
と
い
う
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

無
機
的
自
然
に
お
い
て
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
」
。
「
真
の
具
体
的
な
同

、
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、

一
性
が
自
己
の
う
ち
に
区
別
を
も
変
化
を
も
ふ
く
ん
で
い
る
と
い
う
事

実
は
、
自
然
科
学
に
よ
っ
て
ち
か
ご
ろ
で
は
詳
細
に
検
証
さ
れ
て
い

（
２
５
）

る
」
（
傍
点
は
引
用
者
が
加
え
る
）
。
「
同
一
性
が
区
別
を
も
自
己
の
う
ち
に

　
　
　
　
（
２
６
）

ふ
く
ん
で
い
る
」
。
レ
ー
ニ
ソ
は
、
『
哲
学
ノ
ー
ト
』
の
た
か
で
、
か
っ

て
再
々
へ
－
ゲ
ル
の
「
抽
象
的
同
一
性
」
を
批
判
し
た
断
片
の
要
点
を

し
る
し
、
か
っ
、
し
ぱ
し
ぱ
賛
成
の
態
度
を
表
示
し
た
。
一
例
を
あ
げ

る
な
ら
ぱ
、
レ
ー
ニ
ソ
は
、
　
「
こ
れ
で
た
げ
れ
ば
す
な
わ
ち
そ
れ
で
あ

る
」
と
い
う
彫
而
上
学
の
同
一
性
思
想
を
「
ひ
や
か
し
た
」
そ
の
話
を

し
る
し
た
あ
と
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
　
「
こ
れ
は
機
知
に
富

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
五
　
（
九
四
七
）



　
　
　
　
立
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経
済
学
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五
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）

み
正
し
い
。
あ
ら
ゆ
る
具
体
的
た
事
物
、
あ
ら
ゆ
る
具
体
的
な
或
る
も

の
は
、
残
余
の
す
べ
て
の
も
の
に
た
い
し
て
差
異
的
な
、
し
ぱ
し
ぱ
矛

盾
的
た
関
係
に
立
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
自
身
で
あ
り
、
且

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
７
）

つ
他
の
も
の
な
の
で
あ
る
」
。
レ
ー
ニ
ソ
の
こ
の
説
明
は
、
実
際
、
弁

証
法
の
「
具
体
的
同
一
性
」
に
た
い
す
る
説
明
で
あ
り
、
こ
の
説
明
は
、

あ
き
ら
か
に
、
へ
ー
ゲ
ル
の
「
具
体
的
同
一
性
」
の
定
義
に
か
ん
す
る

合
理
的
な
と
こ
ろ
を
摂
取
し
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
エ
ソ
ゲ
ル
ス
と

レ
ー
ニ
ソ
の
意
味
は
い
ず
れ
も
っ
ぎ
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
い
か
な

る
具
体
的
事
物
も
す
べ
て
区
別
の
両
側
面
を
も
つ
統
一
物
で
あ
り
、
一

側
面
は
そ
れ
自
身
で
あ
り
、
．
一
側
面
は
ま
た
自
己
と
区
別
の
あ
る
他
者

で
あ
る
。
た
だ
自
已
だ
げ
で
他
者
を
含
ま
ず
、
他
者
を
も
っ
て
自
己
の

構
成
部
分
と
し
た
い
抽
象
的
事
物
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
レ

ー
ニ
ソ
は
い
う
。
　
「
自
已
の
他
者
と
し
て
の
、
自
己
の
対
立
物
へ
の
発

　
　
　
　
　
　
　
（
２
８
）

展
と
し
て
の
”
他
者
〃
」
。
こ
れ
は
ま
た
っ
ぎ
の
よ
う
に
い
え
る
。
あ

ら
ゆ
る
具
体
物
、
そ
れ
の
”
自
己
。
は
、
い
つ
も
そ
れ
と
区
別
さ
れ
る

　
一
側
面
（
”
他
者
”
）
に
依
存
し
、
同
時
に
、
ま
た
”
他
者
〃
の
側
面

に
向
っ
て
転
化
、
発
展
す
る
。
こ
の
よ
う
に
み
れ
ぱ
、
エ
ソ
ゲ
ル
ス
と

レ
ー
ニ
ソ
が
い
っ
た
「
具
体
的
同
一
性
」
は
、
相
互
に
区
別
を
も
つ
両

、
者
の
相
互
依
存
と
相
互
転
化
の
意
味
を
実
際
さ
し
て
い
る
。
毛
沢
東
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
六
　
（
九
四
八
）

席
は
『
矛
盾
論
』
で
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
弁
証
法
の
同

一
性
は
、
「
っ
ぎ
の
．
二
っ
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
第
一
は
、
事
物
の

発
展
過
程
に
お
げ
る
一
つ
一
つ
の
矛
盾
の
も
つ
二
つ
の
側
面
は
、
そ
れ

ぞ
れ
自
己
と
対
立
す
る
側
面
を
自
己
の
存
在
の
前
提
と
し
て
お
り
、
双

方
が
一
つ
の
統
一
体
の
な
か
に
共
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
第
二
は
、

矛
盾
す
る
二
つ
の
側
面
は
、
一
定
の
条
件
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
反
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
９
）

の
側
面
に
転
化
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
。
毛
沢
東
主
席
の
こ

の
説
は
ま
さ
に
エ
ソ
ゲ
ル
ス
と
レ
ー
ニ
ソ
が
い
っ
た
と
こ
ろ
の
「
具
体

的
同
一
性
」
の
思
想
に
対
す
る
発
揚
で
あ
り
発
展
で
あ
る
。

　
あ
る
い
く
ら
か
の
同
志
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
両
者
が
相

互
に
区
別
の
側
面
を
も
ち
あ
る
い
は
現
象
が
皆
具
体
的
同
一
性
を
も
つ

こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
す
な
わ
ち
こ
う
も
い
え
る
。

す
べ
て
が
相
互
依
存
で
あ
り
そ
し
て
相
互
に
転
化
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。
相
互
対
立
、
相
互
排
除
の
両
者
が
同
一
性
で
あ
り
え
た
い
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
の
か
で
き
な
い
の
か
。
こ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
は
で

き
た
い
。
．
相
互
区
別
の
両
者
の
具
体
的
同
一
性
は
、
事
実
上
、
た
だ

相
互
対
立
、
相
互
排
除
の
両
者
の
同
一
性
で
あ
る
。
対
立
関
係
を
も
た

た
い
そ
の
他
の
い
か
た
る
紛
然
と
並
ん
で
い
る
区
別
者
は
、
決
し
て
相

互
依
存
、
相
互
転
化
の
関
係
で
は
な
い
。
た
と
え
ぱ
、
戦
争
と
に
。
わ
と



り
の
卵
、
・
父
親
と
石
は
、
紛
然
と
た
ら
ん
で
い
る
区
別
者
に
す
ぎ
ず
、

相
互
対
立
、
相
互
排
除
の
二
つ
の
現
象
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
よ
り
、

そ
れ
ら
の
問
に
は
相
互
依
存
の
性
質
と
相
互
転
化
の
可
能
性
は
存
在
も

し
な
い
。
こ
れ
は
こ
う
も
い
え
る
。
そ
れ
ら
の
問
に
具
体
的
同
一
性
が

存
在
し
な
い
。
我
々
は
ど
う
し
て
、
に
わ
と
り
の
卵
が
な
げ
れ
ぱ
戦
争

も
存
在
し
た
い
し
、
父
親
が
た
げ
れ
ぱ
石
が
存
在
し
な
い
と
思
う
こ
と

が
で
き
よ
う
か
。
こ
れ
は
た
ん
に
笑
話
に
す
ぎ
た
い
。
戦
争
と
に
わ
と

り
の
卵
、
父
親
と
石
は
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
、
お
互
に
関
係
が

な
い
。
こ
れ
に
反
し
、
戦
争
と
平
和
、
父
親
と
子
供
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
階

級
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
、
生
と
死
、
上
と
下
、
順
調
と
困
難
等
々
の

現
象
の
方
は
、
相
互
に
対
立
し
、
相
互
に
排
除
し
あ
っ
て
い
る
。
だ
が
、

そ
れ
ら
は
同
時
に
ま
た
同
一
性
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
も
し
根
本
的
に

蛾
争
が
な
げ
れ
ぱ
、
戦
争
と
相
対
立
す
る
意
味
の
平
和
も
た
い
。
叱
し

子
供
が
な
げ
れ
ぱ
、
同
様
に
父
親
も
な
い
、
し
か
し
、
子
供
の
な
い
人

の
存
在
は
あ
り
う
る
げ
れ
ど
。
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
階
級
が
な
け
れ
ぱ
、
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
階
級
も
存
在
し
な
い
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
が
な
げ
れ
ぱ

や
は
り
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
も
た
い
。
上
が
な
げ
れ
ぱ
下
も
な
い
し
、
下

が
な
げ
れ
ぱ
上
も
な
い
。
順
調
が
た
げ
れ
ば
、
所
謂
困
難
も
な
い
し
、

困
難
が
な
げ
れ
ぼ
や
は
り
所
謂
順
調
も
な
い
。
生
が
な
げ
れ
ぼ
死
も
な

　
　
　
　
『
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
』
Ｈ
（
小
野
）

い
し
、
死
が
な
げ
れ
ぱ
生
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
現
象
の
あ
い

だ
の
関
係
は
、
正
と
反
、
肯
定
と
否
定
、
自
己
と
他
者
の
対
立
関
係
に

帰
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
白
に
、
正
と
反
、
肯
定
と
否
定
、
自
己

と
他
者
は
相
互
依
存
で
あ
り
そ
し
て
相
互
に
転
化
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
こ
れ
は
ま
た
、
そ
れ
ら
が
具
体
的
同
一
性
で
あ
る
と
、
い
え
る
。

総
じ
て
、
紛
然
、
雑
然
と
な
ら
び
、
対
立
関
係
を
そ
な
え
な
い
区
別
者

の
あ
い
だ
に
は
「
具
体
的
同
一
性
」
が
な
く
、
対
立
し
て
い
る
両
者
の

あ
い
だ
に
の
み
「
具
体
的
同
一
性
」
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
マ
ル
ク
ス
主

義
弁
証
法
の
「
具
体
的
同
一
性
」
説
の
原
則
で
あ
る
。
毛
沢
東
主
席
の

弁
証
法
の
同
一
性
に
か
ん
す
る
定
義
の
な
か
で
、
相
互
依
存
と
相
互
転

化
の
両
側
面
の
前
に
、
い
ず
れ
も
、
　
「
対
立
し
て
い
る
」
あ
る
い
は

「
相
反
す
る
」
等
の
用
語
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
　
「
具
体
的
同

一
性
」
の
な
か
の
両
者
は
ま
さ
に
「
対
立
し
て
い
る
」
そ
れ
と
「
相
反

す
る
」
そ
れ
を
、
た
い
へ
ん
明
確
に
表
明
し
て
い
る
。
レ
ー
ニ
ソ
は
、

へ
－
ゲ
ル
が
形
而
上
学
思
想
は
個
別
的
な
も
の
と
同
時
に
普
遍
的
た
も

の
を
理
解
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
批
評
す
る
説
明
の
要
点
を
し
る
す
と

き
、
傍
注
で
、
　
「
抽
象
物
お
よ
び
対
立
物
の
”
具
体
的
た
統
７
。
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
）

ぱ
ら
し
い
例
：
・
も
っ
と
も
簡
単
で
、
も
っ
と
も
明
白
な
」
と
、
い
っ
て

い
る
。
レ
ー
ニ
ソ
は
、
こ
こ
で
、
ま
さ
に
「
個
別
」
と
「
普
遍
」
の
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
七
　
（
九
四
九
）
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六
合
併
号
）

者
の
”
対
立
面
。
の
統
一
を
”
具
体
的
統
一
。
　
（
統
一
と
同
一
は
同
じ

意
味
）
の
”
す
ぱ
ら
し
い
例
〃
と
し
て
あ
し
ら
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
こ

の
一
点
に
お
い
て
、
へ
ー
ゲ
ル
は
正
確
で
あ
っ
た
。
何
故
な
ら
、
上
述

し
た
ご
と
く
、
へ
ー
ゲ
ル
の
”
差
異
性
”
と
”
対
立
”
理
論
に
つ
い
て

の
中
心
思
想
は
、
紛
然
と
た
ら
ん
で
、
相
互
に
外
的
な
こ
と
た
っ
た
側

面
（
”
差
異
性
。
）
は
”
具
体
的
同
一
性
。
が
存
在
せ
ず
、
た
だ
、
対

立
し
て
い
る
側
面
の
あ
い
だ
に
お
い
て
の
み
”
具
体
的
同
一
性
。
が
あ

る
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
み
れ
ぱ
、
対
立
面
に
は
同
一
性
が
存
在
し
え
な
い
と
考
え
、
マ
ル
ク

ス
主
義
の
弁
証
法
の
同
一
性
原
理
は
相
互
に
対
立
す
る
現
象
に
応
用
す

る
こ
と
が
不
能
で
あ
る
と
考
え
る
そ
の
よ
う
た
見
方
は
、
マ
ル
ク
ス
・

レ
ー
ニ
ソ
主
義
の
古
典
的
著
書
の
弁
証
法
の
同
一
性
に
対
す
る
解
釈
に

背
反
し
、
こ
の
よ
う
な
見
解
を
も
つ
人
は
、
へ
ー
ゲ
ル
の
”
具
体
的
概

念
”
は
対
立
面
の
統
一
で
あ
る
と
い
う
こ
の
学
説
に
つ
い
て
の
合
理
的

核
心
を
理
解
す
る
能
力
が
北
く
、
彼
等
が
理
解
す
る
と
こ
ろ
の
同
一
性

は
、
実
際
上
、
た
ん
に
。
”
抽
象
的
同
一
性
。
に
す
ぎ
ず
、
　
”
具
体
的
同

一
性
。
で
は
な
い
。
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。
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松
村
一
人
訳
『
小
論
理
学
』
下
巻
、
岩
波
書
店
、
二
三
べ
ー
ジ
。

（
２
）
同
上
辛
、
第
二
六
三
頁
。
Ｏ
・
婁
・
ヲ
国
晶
ｏ
－
Ｐ
串
◎
。
ｏ
ｏ
．
旨
Ｐ
松

　
　
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
下
巻
、
二
八
ぺ
ー
ジ
。

（
３
）
同
上
辛
、
第
二
五
頁
。

（
４
）
〈
大
耀
輯
ｖ
。
〈
黒
格
亦
全
集
〉
第
四
巻
、
徳
文
本
、
第
七
〇
頁
。
課
文
羨

　
　
自
く
黒
格
郁
く
遷
輯
学
Ｖ
一
セ
摘
要
ｖ
。
〈
列
子
全
集
ｖ
第
三
八
巻
、
人
民

　
　
出
版
杜
、
一
九
五
九
年
版
、
第
一
四
八
頁
。
Ｏ
。
峯
．
『
籟
晶
９
事
寡
甲

　
　
易
Ｏ
ぎ
津
Ｏ
胃
■
Ｏ
。
・
昇
戸
ブ
¢
轟
易
。
ｑ
晶
９
Ｓ
＜
昌
０
８
掃
－
”
。
。
。
。
旨
一

　
　
｝
”
ヨ
巨
魯
お
婁
ｏ
◎
・
８
・
武
市
健
人
訳
、
改
訳
『
大
論
理
学
』
中
巻
、

　
　
岩
波
書
店
、
七
九
べ
ー
ジ
。
レ
ー
ニ
ソ
「
哲
学
ノ
ー
ト
」
　
『
レ
ー
ニ
ソ
全

　
　
集
』
第
三
八
巻
、
大
月
書
店
、
一
一
一
一
一
べ
ー
ジ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
（
訳

　
　
者
）
。

（
５
）
同
（
２
）
。

（
６
）
参
閲
く
大
遷
輯
ｖ
。
〈
黒
格
亦
全
集
ｖ
第
四
巻
、
徳
文
本
、
第
五
五
、
一

　
七
七
頁
。
黒
格
亦
　
く
小
選
輯
Ｖ
、
三
朕
弔
店
、
一
九
五
七
年
版
、
第
四
〇

　
　
一
頁
。

（
７
）
黒
格
ホ
　
〈
小
遷
輯
ｖ
、
三
朕
辛
店
、
一
九
五
七
年
版
、
第
一
四
四
頁
。

　
松
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
上
巻
、
一
八
六
べ
ー
ジ
。

（
８
）
黒
格
亦
：
〈
哲
学
史
講
演
象
ｖ
第
一
巻
、
三
朕
弔
店
、
一
九
五
七
年
版
、

　
第
七
六
頁
。

（
９
）
〈
大
遷
輯
ｖ
。
〈
黒
格
亦
全
集
ｖ
第
五
巻
、
徳
文
本
、
第
三
四
二
頁
。

（
１
０
）
同
（
７
）
辛
、
第
三
三
四
頁
。
松
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
下
巻
、
一
二

　
　
ニ
ベ
ー
ジ
。



（
ｕ
）
同
（
７
）
。
松
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
上
巻
、
一
八
六
べ
ー
ジ
。

（
１
２
）
同
（
９
）
弔
、
第
四
巻
、
第
一
七
七
頁
。

（
１
３
）
同
（
７
）
辛
、
第
一
九
五
頁
。
松
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
上
巻
、
二
五

　
　
四
ぺ
」
ジ
。

（
１
４
）
同
（
７
）
辛
、
第
一
九
二
頁
。
９
≠
『
寿
需
一
向
竃
芸
５
混
ｑ
ぎ

　
　
凹
・
～
・
Ｏ
・
一
Ｃ
ｏ
・
ｏ
．
Ｎ
・
松
村
一
人
訳
・
前
掲
訳
書
上
巻
、
二
五
一
べ
ー
ジ
。

（
１
５
）
同
（
７
）
弔
、
第
四
〇
二
頁
。
Ｏ
・
≠
『
｝
品
９
Ｐ
”
・
○
二
〇
。
．
Ｈ
。
。
Ｐ

　
　
松
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
下
巻
、
二
二
一
ぺ
ー
ジ
。

（
１
６
）
〈
黒
格
邪
く
遷
輯
学
Ｖ
一
弔
摘
要
ｖ
。
〈
列
宇
全
集
ｖ
第
三
八
巻
、
人
氏

　
　
出
版
杜
、
一
九
五
九
年
版
、
第
二
一
二
八
頁
。
『
レ
ー
ニ
ソ
全
集
』
第
三
八

　
　
巻
、
大
月
書
店
、
一
九
〇
ぺ
ー
ジ
。

（
１
７
）
〈
談
談
辮
証
法
問
題
ｖ
〈
列
宇
全
集
ｖ
第
三
八
巻
、
人
異
出
版
杜
、
一
九

　
　
五
九
年
版
、
第
四
〇
七
頁
。
　
レ
ー
ニ
ソ
「
弁
証
法
の
問
題
に
つ
い
て
」

　
　
（
『
レ
ー
ニ
ソ
全
集
』
三
八
巻
、
大
月
書
店
、
三
二
六
ぺ
－
ジ
）
。

（
１
８
）
同
（
７
）
書
、
第
二
五
六
頁
。
９
≠
『
串
品
具
四
・
Ｐ
○
二
乙
。
・
Ｈ
Ｎ
ｍ
・

　
　
松
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
下
巻
、
一
九
べ
ー
ジ
。

（
１
９
）
同
上
辛
、
第
一
八
三
頁
。
○
・
奉
ら
・
饒
品
９
四
・
串
○
二
〇
〇
・
Ｈ
員
松

　
　
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
上
巻
、
二
四
〇
ぺ
ー
シ
。

（
２
０
）
同
上
辛
、
第
一
八
四
頁
。
松
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
上
巻
、
二
四
四
ぺ

　
　
ー
ジ
。

１
（
２
１
）
同
上
巾
、
第
一
八
七
頁
。
松
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
上
巻
、
二
五
五
べ

　
　
ー
ジ
。

（
２
２
）
同
上
辛
、
第
二
五
八
瓦
。
松
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
下
巻
、
二
〇
～
二

　
　
一
ぺ
ー
ジ
。

（
２
３
）
恩
格
斯
－
〈
自
然
弁
証
法
ｖ
、
人
民
出
版
杜
、
一
九
六
二
年
版
、
第
一
七

　
　
　
　
『
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
』
Ｈ
（
小
野
）

　
　
六
頁
。
ユ
ソ
ゲ
ル
ス
「
自
然
の
弁
証
法
」
（
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
全

　
　
集
』
第
二
〇
巻
、
大
月
書
店
、
五
二
二
ぺ
－
ジ
）
。

（
肌
）
同
上
弔
、
第
一
七
七
頁
。
　
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
二
〇

　
　
巻
、
五
二
一
ニ
ベ
ー
ジ
。

（
２
５
）
同
上
辛
、
第
一
七
八
頁
。
　
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
二
〇

　
　
巻
、
五
二
一
二
～
五
二
四
べ
ー
ジ
。

（
２
６
）
同
（
２
４
）
。
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
二
〇
巻
、
五
二
一
ニ
ベ

　
　
ー
ジ
。

（
２
７
）
〈
黒
格
小
く
避
輯
学
Ｖ
一
辛
摘
要
ｖ
。
〈
列
宇
全
集
ｖ
第
三
八
巻
、
人
民

　
　
出
版
杜
、
一
九
五
九
年
版
、
第
一
四
四
頁
。
『
レ
ー
ニ
ソ
全
集
』
第
三
八

　
巻
、
大
月
書
店
、
一
〇
八
べ
－
ジ
。

（
２
８
）
〈
黒
格
圷
く
哲
学
史
講
演
兼
Ｖ
一
辛
摘
要
ｖ
。
〈
列
予
全
集
ｖ
第
三
八
巻
、

　
　
人
民
出
版
杜
、
一
九
五
九
年
版
、
第
二
八
八
頁
。
　
『
レ
ー
ニ
ソ
全
集
』
第

　
　
三
八
巻
、
二
三
〇
ぺ
ー
ジ
。

（
２
９
）
〈
矛
盾
論
ｖ
。
『
毛
涯
塗
ホ
迭
集
』
第
一
巻
、
人
民
出
版
杜
出
版
、
一
九

　
六
七
年
、
第
三
〇
一
～
三
〇
二
頁
。
『
毛
沢
東
選
集
』
第
一
巻
、
外
文
出

　
版
杜
（
北
京
）
、
一
九
六
九
年
、
四
八
一
ぺ
ー
ジ
。
．

（
３
０
）
〈
黒
格
小
く
遷
輯
学
Ｖ
一
辛
摘
要
ｖ
。
〈
列
宇
全
集
ｖ
第
三
八
巻
、
人
民

　
出
版
杜
、
一
九
五
九
年
版
、
第
二
二
二
頁
。
『
レ
ー
ニ
ソ
全
集
』
第
三
八

　
巻
、
．
一
六
九
ぺ
ｉ
ジ
。

　
　
　
○

　
へ
－
ゲ
ル
の
内
在
的
矛
盾
が
発
展
の
源
泉
で
あ
る
と
い
う
こ
の
偉
大

た
弁
証
法
思
想
は
、
へ
－
ゲ
ル
の
「
具
体
的
同
一
性
」
と
密
接
に
関
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
九
　
（
九
五
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

し
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
抽
象
的
同
一
性
は
区
別
と
対
立
面
の
同
一
性

を
排
除
し
て
い
る
か
ら
に
は
、
そ
れ
は
、
ど
う
し
て
も
内
在
的
矛
盾
と

い
う
こ
と
が
で
き
ず
、
内
在
的
矛
盾
は
い
つ
も
区
別
を
も
ち
そ
し
て
対

立
す
る
両
者
の
あ
い
だ
の
矛
盾
で
あ
り
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
を
換

言
す
れ
ぱ
、
　
「
具
体
的
同
一
性
」
を
具
備
す
る
両
者
が
あ
っ
て
こ
そ
、

対
立
し
て
い
る
両
者
が
あ
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
内
在
的
矛
盾
が
存
在

し
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
へ
ー
ゲ
ル
は
い
う
。
　
「
も
し
す
べ
て
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

が
自
己
自
身
と
同
一
的
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
そ
れ
は
差
異
す
る
こ
と
も

　
　
　
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
（
１
）

た
く
、
対
立
す
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
何
ら
の
根
拠
を
も
も
た
な
い
」
。

へ
ー
ゲ
ル
の
こ
の
説
明
の
意
味
は
、
ま
た
こ
う
い
う
こ
と
を
い
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
も
し
事
物
が
抽
象
的
同
一
で
あ
る
な
ら
ぱ
、
そ
の
場
合
、

そ
れ
は
、
矛
盾
（
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
で
は
「
根
拠
」
と
い
う
こ
の
概
念

は
、
　
「
矛
盾
」
と
い
う
こ
の
概
念
が
発
展
し
た
必
然
的
、
直
接
的
結
果

で
あ
る
）
を
も
た
た
い
、
と
。
へ
ー
ゲ
ル
は
ま
た
い
う
。
　
「
内
的
な
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

已
運
動
、
本
来
的
た
自
己
運
動
、
衝
動
一
般
…
…
…
…
と
は
、
或
物
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

同
一
の
見
地
に
お
い
て
自
已
自
身
の
中
に
あ
る
と
共
に
ま
た
欠
如
、
即

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ち
自
己
自
身
の
否
定
者
（
こ
れ
は
”
具
体
的
同
一
性
”
の
意
味
に
ほ
か

な
ら
な
い
こ
と
に
よ
る
）
で
あ
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
抽
象
的
な

自
已
同
一
性
は
、
ま
だ
何
ら
の
生
命
性
で
も
た
い
。
積
極
者
が
そ
れ
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇
　
（
九
五
二
）

身
に
お
い
て
否
定
性
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
積
極
者
は
自
已
外
に
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

て
、
自
己
の
変
化
の
中
に
措
定
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
」
。
　
へ
ー

ゲ
ル
の
こ
の
言
明
は
さ
ら
に
具
体
的
に
事
物
の
矛
盾
の
発
展
と
対
立
の

同
一
性
の
あ
い
だ
の
不
可
分
な
関
係
を
説
明
し
て
い
る
。

　
紛
然
と
た
ら
び
、
相
互
に
具
体
的
同
一
性
を
も
た
た
い
あ
ら
ゆ
る
い

ろ
い
ろ
の
現
象
あ
る
い
は
側
面
自
身
が
内
在
的
矛
盾
を
有
し
う
る
と
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
。
こ
の
よ
う
に
み
．
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
矛
盾
は
、
二
つ
の
対
立
面
の
矛
盾
で
あ
り
う
る
に
す
ぎ
た
い
。
毛

沢
東
主
席
は
『
矛
盾
論
』
の
中
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
か
つ
て
い
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
　
「
あ
ら
ゆ
る
過
程
の
な
か
で
、
矛
盾
し
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の

側
面
は
、
も
と
も
と
、
た
が
い
に
、
排
斥
し
あ
い
、
闘
争
し
あ
い
、
対

　
　
　
　
　
　
（
３
）

立
し
あ
っ
て
い
る
」
。
具
体
的
同
一
性
を
も
た
な
い
両
者
、
あ
る
い
は
、

対
立
し
統
一
し
て
い
た
い
両
者
と
も
い
え
る
が
、
そ
れ
ら
の
あ
い
だ
に

は
所
謂
矛
盾
は
な
い
。
た
と
え
ぽ
、
父
親
と
石
、
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

独
立
し
、
相
互
に
不
干
渉
で
、
そ
れ
ら
は
対
立
す
る
二
つ
の
側
面
で
は

な
く
、
相
互
に
具
体
的
同
一
性
は
た
い
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
そ
れ
の
あ

い
だ
に
も
所
謂
矛
盾
は
な
い
。
父
親
は
父
親
と
し
て
、
た
だ
、
彼
の
対

立
面
　
　
子
供
と
に
矛
盾
が
発
生
し
う
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

し
て
み
れ
ば
、
へ
ー
ゲ
ル
の
対
立
面
の
具
体
的
同
一
性
が
あ
っ
て
こ
そ



矛
盾
が
発
展
し
、
対
立
両
の
矛
盾
と
対
立
面
の
統
一
と
が
不
可
分
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
っ
い
て
の
思
想
は
、
非
常
に
深
刻
で
あ
る
。
レ
ー
ニ

ソ
は
い
う
。
　
「
世
界
の
す
べ
て
の
過
程
を
、
そ
の
”
自
己
運
動
”
に
お

い
て
、
そ
の
自
発
的
な
発
展
に
お
い
て
、
そ
の
生
き
い
き
と
し
た
生
命

に
お
い
て
認
識
す
る
条
件
は
、
そ
れ
ら
を
対
立
物
の
統
一
と
し
て
認
識

　
　
　
　
　
（
４
）

す
る
こ
と
で
あ
る
」
。
し
た
が
っ
て
、
対
立
面
の
統
一
を
は
な
れ
て
矛

盾
は
な
く
、
我
々
も
や
ば
り
矛
盾
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
へ
－
ゲ
ル
の
『
論
理
学
』
の
た
か
で
、
同
一
性
を
、
区
別
、
対
立
そ

し
て
矛
盾
の
以
前
に
置
い
て
お
り
、
こ
れ
は
、
へ
ー
ゲ
ル
か
ら
み
れ
ぱ
、

ま
ず
無
矛
盾
の
同
一
性
の
段
階
が
存
在
し
、
し
か
る
の
ち
に
は
じ
め
て

矛
盾
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
、
と
考
え
る
意
見

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
に
対
す
る
誤
解
で
あ

る
。
事
実
上
、
へ
－
ゲ
ル
は
同
一
性
を
”
区
別
”
、
　
”
対
立
〃
そ
し
て

”
矛
盾
〃
の
前
に
お
い
て
い
る
げ
れ
ど
（
『
大
論
理
学
』
の
分
け
方
に
ょ

れ
は
、
Ａ
、
同
一
性
・
Ｂ
、
区
別
　
　
ユ
絶
対
的
区
別
、
２
差
異
性
、

３
対
立
；
Ｃ
、
矛
盾
。
　
『
小
論
理
学
』
の
分
げ
方
は
、
Ａ
、
同
一
性
、

Ｂ
、
区
別
　
　
回
直
接
的
区
別
　
　
差
異
性
、
何
本
質
的
区
別
　
　
、

○
矛
盾
。
　
『
大
論
理
学
」
と
『
小
論
理
学
』
の
分
げ
方
は
こ
と
な
る
が
、

両
者
は
い
ず
れ
も
同
様
に
”
同
一
性
〃
を
こ
の
い
く
っ
か
の
概
念
の
最

　
　
　
　
『
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
』
Ｈ
（
小
野
）

初
に
お
い
て
い
訂
）
、
し
か
し
、
　
へ
ー
ゲ
ル
が
主
張
し
た
と
こ
ろ
の
同

一
性
は
抽
象
的
同
一
性
で
な
く
て
、
具
体
的
同
一
性
で
あ
り
、
へ
－
ゲ

ル
が
”
同
一
性
〃
を
論
じ
る
時
、
区
別
と
対
立
を
排
斥
し
て
い
る
抽
象

的
同
一
性
を
か
さ
ね
て
批
判
し
、
彼
は
、
こ
の
よ
う
な
同
一
性
を
区
別

と
対
立
を
含
む
具
体
的
同
一
性
と
す
る
ど
く
対
立
さ
せ
て
、
世
界
の
事

物
は
い
ず
れ
も
具
体
的
同
一
性
で
あ
り
、
抽
象
的
同
一
性
に
ょ
っ
て
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

在
す
る
よ
う
な
事
物
は
一
っ
も
な
い
と
考
え
た
。
所
謂
へ
ー
ゲ
ル
は
同

一
性
か
ら
論
述
し
は
じ
め
、
し
か
る
の
ち
矛
盾
に
説
き
及
ぶ
け
れ
ど
、

だ
が
、
こ
の
こ
と
は
、
へ
－
ゲ
ル
が
、
区
別
、
対
立
そ
し
て
矛
盾
を
含

ま
な
い
先
行
段
階
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
と
い
う
表

明
で
は
い
さ
さ
か
も
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
へ
ー
ゲ
ル
の
「
具
体
的

同
一
性
」
か
ら
み
れ
ぱ
、
彼
が
こ
れ
を
”
同
一
性
”
か
ら
と
き
お
こ
す

の
は
、
実
際
上
、
へ
ー
ゲ
ル
が
、
潜
在
的
た
状
態
の
区
別
、
対
立
そ
し

て
矛
盾
か
ら
出
発
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
（
へ
－
ゲ
ル
論

理
学
の
概
念
系
列
の
な
か
で
、
大
体
か
ら
い
え
ぼ
、
や
や
低
い
、
前
の

段
階
に
あ
る
概
念
は
、
や
や
高
い
、
後
の
段
階
の
概
念
の
潜
在
的
な
も

の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
っ
い
て
は
、
次
章
で
比
較
的
詳
細
に
解
釈
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
）
。
区
別
、
対
立
そ
し
て
矛
盾
を
内
在
し
て
い
な
い
抽
象

的
同
一
性
は
、
必
然
的
に
発
展
、
転
化
し
て
区
別
と
な
る
こ
と
は
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一
　
（
九
五
三
）
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き
ず
、
そ
れ
は
、
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
の
概
念
系
列
の
中
に
い
か
汰
る
地

位
も
決
し
て
占
め
る
こ
と
は
な
い
。
へ
ー
ゲ
ル
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

「
同
一
は
い
か
に
し
て
区
別
と
な
る
か
と
い
う
よ
う
な
質
間
を
す
る
人

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
質
問
の
う
ち
に
は
、
同
一
性
は
、
卑
な

る
同
一
性
す
た
わ
ち
抽
象
的
な
同
一
性
と
し
て
、
単
独
に
存
在
す
る
も

の
で
あ
り
、
区
別
も
同
様
に
単
独
に
存
在
す
る
或
る
別
な
も
の
で
あ
る
、

と
い
う
前
提
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
前
提
を
し
て
い
て
は
、

呈
出
さ
れ
た
質
問
に
た
い
す
る
答
は
不
可
能
で
あ
る
…
…
進
展
の
径
路

を
間
う
者
に
と
っ
て
、
進
展
の
出
発
点
が
全
く
存
在
し
た
い
の
で
あ
る

か
ら
、
区
別
へ
の
進
展
を
示
そ
う
に
も
、
示
し
よ
う
が
な
い
わ
け
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
こ
う
し
た
質
問
は
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
全
く
無

意
味
で
あ
る
…
…
そ
の
人
が
何
も
考
え
て
い
な
い
こ
と
、
そ
の
人
に
と

っ
て
同
一
性
と
は
空
虚
な
名
称
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ

（
６
）

う
」
。
へ
－
ゲ
ル
は
同
一
性
を
区
別
、
対
立
、
矛
盾
と
密
接
に
連
繋
さ

せ
て
、
同
一
性
の
中
に
１
、
区
別
、
対
立
、
矛
盾
が
包
含
さ
れ
、
か
く
さ

れ
て
お
り
、
区
別
、
対
立
そ
し
て
矛
盾
は
同
一
性
よ
り
発
展
し
て
く
る

と
み
た
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
、
へ
ー
ゲ
ル
の
対
立
面
の
同
一
性
と
矛

盾
学
説
に
か
ん
す
る
合
理
的
思
想
で
あ
り
、
先
行
の
人
々
を
超
え
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
同
一
性
と
矛
盾
を
ひ
き
さ
い
て
、
ま
ず
さ
き
に
同
一
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
二
　
（
九
五
四
）

が
あ
り
、
し
か
る
の
ち
に
矛
盾
が
存
在
す
る
と
考
え
る
、
こ
の
よ
う
た

見
解
は
、
へ
ー
ゲ
ル
が
反
対
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
シ
ェ
リ
ソ

グ
（
句
．
オ
．
ｃ
Ｏ
ｏ
訂
昌
長
　
　
訳
老
）
の
同
一
性
哲
学
は
か
く
の
ご
と
き

も
の
で
あ
っ
た
。
シ
ェ
リ
ソ
グ
は
、
ま
ず
”
絶
対
性
”
あ
る
い
は
”
同

一
性
。
が
さ
き
に
存
在
し
、
し
か
る
の
ち
に
は
じ
め
て
矛
盾
が
存
在
す

る
と
考
え
る
。
所
謂
へ
一
ゲ
ル
の
「
フ
ィ
ヒ
テ
と
シ
ェ
リ
ソ
グ
の
哲
学

体
系
の
区
別
」
と
い
う
論
文
の
汰
か
で
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
シ
ェ

リ
ソ
グ
の
と
こ
ろ
で
、
　
「
絶
対
性
は
闇
で
あ
り
、
光
明
（
区
別
、
矛
盾
を

さ
し
て
い
っ
て
い
る
。
　
　
引
用
者
）
は
闇
に
比
べ
る
と
お
そ
く
で
る
；
両

者
の
区
別
は
、
光
明
が
闇
の
な
か
か
ら
ま
た
た
い
て
で
て
く
る
よ
う
に
、

絶
対
的
な
区
別
で
あ
る
　
　
無
は
第
一
者
で
あ
り
、
す
べ
て
の
存
在
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

あ
り
、
有
限
た
物
の
す
べ
て
の
多
様
性
は
無
か
ら
で
て
く
る
」
。
『
精
神

現
象
学
』
の
た
か
で
、
　
へ
－
ゲ
ル
は
ま
た
、
か
っ
て
シ
ェ
リ
ソ
グ
の

”
Ａ
Ｈ
Ａ
”
式
の
い
か
た
る
区
別
と
矛
盾
を
含
ま
な
い
．
”
同
一
性
”
あ

る
い
は
”
絶
対
性
。
は
”
闇
”
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
諏
刺
し
た
。
へ

ー
ゲ
ル
は
、
区
別
、
矛
盾
は
、
す
な
わ
ち
、
　
「
同
一
性
」
あ
る
い
は

「
絶
対
性
」
の
な
か
に
含
ま
れ
、
ま
ず
き
き
に
同
一
性
が
あ
り
、
の
ち

に
区
別
、
矛
盾
が
あ
る
の
で
は
た
く
て
、
さ
き
に
，
、
　
「
絶
対
性
」
が
あ

り
、
の
ち
に
有
限
が
存
在
す
る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
。
へ
－
ゲ
ル



は
い
う
。
「
哲
学
の
任
務
は
、
こ
れ
ら
の
前
提
を
結
合
し
て
、
有
を
非

有
の
な
か
に
設
立
し
て
変
化
と
し
、
区
別
を
絶
対
の
な
か
に
設
立
し
て

そ
れ
の
現
象
と
し
、
有
隈
を
無
限
の
た
か
に
設
立
し
て
生
命
と
す
る
こ

　
　
　
（
８
）

と
に
あ
り
」
。
へ
ｉ
ゲ
ル
の
全
体
系
は
シ
ェ
リ
ソ
グ
の
「
同
一
性
哲
学
」

の
影
響
を
、
と
く
に
、
矛
盾
の
最
終
調
和
に
つ
い
て
の
思
想
の
影
響
を

受
げ
て
い
る
げ
れ
ど
、
へ
－
ゲ
ル
が
シ
ェ
リ
ソ
グ
の
所
謂
矛
盾
に
１
先
行

す
る
「
同
一
性
」
に
。
反
対
し
て
い
る
こ
の
点
は
、
や
は
り
我
々
は
注
意

し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。

　
ブ
ル
ジ
ョ
ア
学
者
は
、
へ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
の
「
合
理
的
核
心
」
を
ま

っ
殺
し
、
彼
等
は
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
で
の
「
矛
盾
」
学
説
の
重
要
な
意

義
を
理
解
で
き
ず
、
さ
ら
に
へ
－
ゲ
ル
の
「
矛
盾
」
が
「
同
一
性
」

（
「
具
体
的
同
一
性
」
）
か
ら
発
展
し
て
く
る
こ
と
、
　
「
同
一
性
」
（
「
具

体
的
同
一
性
」
）
の
た
か
に
矛
盾
を
含
み
、
か
く
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
の
弁
証
法
的
思
想
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
オ
・
ド
ｃ
っ
訂
８

ば
、
　
「
区
別
」
の
中
に
、
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
た
ら
べ
た
。
即
ち
、

一
、
「
差
異
性
」
、
二
、
「
相
等
性
」
と
「
不
相
等
性
」
、
三
、
「
肯
定
」

と
「
否
定
」
（
「
対
立
」
を
さ
す
）
。
彼
か
ら
み
れ
ば
、
「
対
立
は
、
区
別

の
最
後
の
彩
式
で
あ
り
、
完
成
し
た
形
式
に
ほ
か
な
ら
ず
、
か
つ
我
々

は
現
在
区
別
の
範
囲
か
ら
、
根
拠
の
範
囲
へ
移
行
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
『
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
』
Ｈ
（
小
野
）

（
９
）

る
」
。
オ
．
↓
．
Ｃ
っ
冨
８
は
、
事
柄
の
真
実
の
姿
を
も
歪
曲
し
て
、
へ
－

ゲ
ル
論
理
学
の
中
に
お
げ
る
も
と
も
と
「
区
別
」
に
属
し
て
い
る
一
っ

の
重
要
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
「
矛
盾
」
を
完
全
に
ま
っ
殺
し
た
。
　
オ
．
弓
．

○
っ
口
８
は
、
　
『
小
論
理
学
』
に
よ
っ
て
へ
－
ゲ
ル
論
理
学
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
を
演
緯
し
て
い
る
げ
れ
ど
、
し
か
し
、
へ
ー
ゲ
ル
は
『
小
論
理
学
』

に
お
い
て
明
白
に
っ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
世
界
を
動
か
す
も

の
は
矛
盾
で
あ
る
。
矛
盾
と
い
う
も
の
は
考
え
ら
れ
な
い
と
言
う
の
は
、

わ
ら
う
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
た
主
張
に
お
い
て
正
し
い
点
は

た
だ
、
矛
盾
は
最
後
の
も
の
で
は
な
く
、
白
分
自
身
に
よ
っ
て
自
己
を

揚
棄
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
揚
棄
さ
れ
た
矛
盾
は
、
し
か
し
、
抽

象
的
な
同
一
性
で
は
な
い
。
同
一
性
は
そ
れ
自
身
対
立
の
一
項
に
す
ぎ

な
い
か
ら
で
あ
る
。
矛
盾
と
し
て
定
立
さ
れ
た
対
立
の
最
初
の
締
果
は

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

根
拠
（
ｏ
；
邑
）
で
あ
る
。
」
あ
き
ら
か
に
、
へ
ー
ゲ
ル
の
原
意
に
よ
り
、

「
矛
盾
」
は
「
対
立
」
よ
り
発
展
し
、
　
「
矛
盾
」
と
し
て
発
展
す
る

「
対
立
」
が
あ
り
さ
え
す
れ
ぱ
、
そ
の
最
初
の
結
果
は
は
じ
め
て
「
根

拠
」
で
あ
る
。
　
「
根
拠
」
は
揚
棄
さ
れ
た
「
矛
盾
」
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
た
だ
、
へ
ー
ゲ
ル
の
「
区
別
」
か
ら
「
根
拠
」
へ
の
移
行
を
と

く
説
明
か
ら
、
や
は
り
、
　
「
区
別
」
の
な
か
に
「
矛
盾
」
が
存
在
す
る

と
い
う
こ
と
を
た
い
へ
ん
明
確
に
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
オ
・
弓
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
三
　
（
九
五
五
）
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Ｃ
０
冨
８
は
完
全
に
「
矛
盾
」
を
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
の
概
念
系
列
の
な
か

か
ら
ま
っ
殺
し
、
彼
は
「
矛
盾
」
の
へ
－
ゲ
ル
論
理
学
中
に
お
げ
る
重

要
な
意
義
が
根
本
的
に
理
解
で
き
ず
、
彼
は
、
当
然
、
さ
ら
に
、
　
「
矛

盾
」
が
「
同
一
性
」
（
「
具
体
的
同
一
性
」
）
と
「
区
別
」
の
た
か
に
含

ま
れ
か
く
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ク
ノ
ー

・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
か
え
っ
て
オ
．
弓
．
０
０
３
０
０
よ

り
い
く
ら
か
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
彼
は
『
小
論
理
学
』
の

な
か
で
、
　
「
区
別
」
の
下
に
属
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ｉ
は
、
　
一
、
「
差
異
性
」
、

二
、
「
対
立
」
、
三
、
「
矛
盾
」
を
含
む
こ
と
を
認
め
た
。
「
矛
盾
」
を
論

理
学
の
概
念
の
発
展
系
列
に
い
れ
る
こ
と
、
こ
れ
は
、
疑
い
も
な
く
正

し
い
。
だ
が
、
彼
は
、
　
「
同
一
性
」
の
中
に
「
区
別
」
、
「
対
立
」
そ
し

て
「
矛
盾
」
が
か
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
ま
だ
や
は
り
認

識
が
な
い
。
ク
ノ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
い
う
。
「
『
小
論
理
学
』
の
な

か
で
、
「
差
異
性
」
、
「
対
立
」
そ
し
て
「
矛
盾
」
こ
の
三
つ
の
彩
式
は

一
っ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
か
っ
、
一
り
の
発
展
す
る
系
列
の
中
の
環

節
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
系
列
の
共
通
の
主
題
は
、
区

別
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
　
『
エ
ソ
チ
ク
ロ
ベ
デ
ィ
』
の
論
理
（
『
小
論

理
学
』
を
さ
す
　
　
引
用
者
）
で
は
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
理
解
は
『
大
論

理
学
』
よ
り
比
較
す
る
と
い
く
ら
か
正
確
で
あ
り
、
　
『
大
論
理
学
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
四
　
（
九
五
六
）

自
身
の
排
列
で
は
、
区
別
と
矛
盾
を
相
互
に
分
裂
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

る
」
。
ク
ノ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
所
謂
「
分
裂
」
は
、
実
際
に
、
『
大

論
理
学
』
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
安
排
の
上
で
『
小
論
理
学
』
と
こ
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
さ
し
て
い
る
。
　
『
大
論
理
学
』
は
『
小
論
理
学
』
の
よ

う
に
「
矛
盾
」
を
「
区
別
」
の
下
に
配
列
し
な
い
で
、
　
「
矛
盾
」
を

「
区
別
」
と
比
較
し
て
よ
り
い
っ
そ
う
高
い
段
階
に
配
列
し
て
い
る

（
『
大
論
理
学
』
の
分
げ
方
は
、
Ａ
、
同
一
性
、
Ｂ
、
区
別
、
Ｃ
、
矛

盾
詳
細
な
事
情
は
上
述
し
て
い
る
の
で
参
照
の
こ
と
）
。
我
々
は
、

『
大
論
理
学
』
と
『
小
論
理
学
』
の
こ
の
よ
う
な
分
げ
方
の
上
で
の
相

違
し
た
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
何
は
と
も
あ
れ
、

『
大
論
理
学
』
と
『
小
論
理
学
』
と
は
同
じ
よ
う
に
「
同
一
性
」
は
「
具

体
的
同
一
性
」
で
あ
り
、
「
同
一
性
」
の
中
に
は
「
区
別
」
と
「
矛
盾
」

を
含
み
、
　
「
矛
盾
」
は
「
区
別
」
よ
り
発
展
し
て
、
　
「
区
別
」
は
「
同

一
性
」
よ
り
発
展
し
て
く
る
と
主
張
し
て
い
る
、
こ
の
一
点
は
肯
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
　
『
大
論
理
学
』
は
か
っ
て
こ
の
よ
う
な
思
想
を
明

白
に
指
摘
し
た
。
「
も
し
、
「
具
体
的
同
一
性
」
べ
区
別
と
矛
盾
の
「
同

一
性
」
を
含
む
）
が
た
げ
れ
ぱ
、
「
区
別
」
も
た
い
し
、
「
対
立
」
も
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

い
し
、
「
矛
盾
」
と
「
根
拠
」
も
な
い
」
、
と
。
ク
ノ
ー
・
フ
ィ
ヅ
シ
ャ

ー
は
あ
き
ら
か
に
「
同
一
性
」
、
「
区
別
」
そ
し
て
「
矛
盾
」
の
関
係
を



認
識
す
る
の
に
、
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
の
前
の
段
階
の
概
念
が
後
の
段
階

の
あ
ら
ゆ
る
概
念
を
か
ぐ
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
原
理
（
次
章
で

こ
の
点
に
つ
い
て
は
や
や
詳
し
く
言
及
さ
れ
る
）
に
も
と
づ
い
て
い
た

い
。
彼
は
た
だ
彬
式
上
か
ら
問
題
を
み
て
、
　
『
大
論
理
学
』
は
『
小
論

理
学
』
の
そ
の
よ
う
に
。
「
矛
盾
」
を
「
区
別
」
の
た
か
に
配
列
せ
ず
に
、

そ
れ
は
両
者
を
”
分
裂
”
さ
せ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う

た
見
解
は
誤
り
で
あ
る
。
彼
の
理
解
に
よ
り
推
論
す
る
と
、
そ
の
場
合
、

『
大
論
理
学
』
あ
る
い
は
『
小
論
理
学
』
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

「
同
一
性
」
と
「
区
別
」
も
同
じ
よ
う
に
”
分
裂
。
し
は
じ
め
る
（
何

故
な
ら
両
者
は
分
げ
方
の
上
で
、
い
ず
れ
も
「
区
別
」
を
「
同
一
性
」

の
な
か
に
な
ら
べ
ず
に
、
そ
れ
を
「
同
一
性
」
に
比
較
し
て
よ
り
高
い

別
の
段
階
に
な
ら
べ
る
）
。
こ
れ
は
あ
き
ら
か
に
不
正
確
で
あ
る
。
た
．

と
え
ク
ノ
ー
・
フ
ィ
ヅ
シ
ャ
ー
が
彼
の
『
近
代
哲
学
史
』
に
お
い
て
や

は
り
へ
ー
ゲ
ル
の
「
具
体
的
同
一
性
」
と
「
抽
象
的
同
一
性
」
の
区
別

　
　
　
　
　
　
　
（
坦
）

を
提
起
し
た
と
し
て
も
、
こ
こ
か
ら
、
我
々
は
、
ま
た
、
ク
ノ
ー
・
フ

ィ
ヅ
シ
ャ
ー
が
へ
ー
ゲ
ル
の
「
同
一
性
」
の
な
か
に
「
区
別
」
と
「
矛
盾
」

を
含
み
、
お
よ
び
「
同
一
性
」
が
発
展
し
て
「
区
別
」
と
な
り
、
さ
ら

に
発
展
し
て
「
矛
盾
」
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
弁
証
法
思
想

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
、
い
っ
そ
う
は
っ
き
り

　
　
　
　
『
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
』
Ｈ
（
小
野
）

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
別
の
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
学
者
∴
．
向
．
峯
ｏ
弓
品
電
ユ

は
こ
の
側
面
で
の
表
現
の
仕
方
は
突
出
し
て
い
る
。
彼
は
、
結
局
、

へ
ー
ゲ
ル
の
「
対
立
」
と
「
矛
盾
」
と
い
う
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
無

効
で
あ
り
、
彼
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
移
行
は
、
　
「
差
異
性
」
か
ら
直
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

「
根
拠
」
に
い
た
ら
た
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
彼
は
、
実
際

か
ら
離
れ
た
い
く
ら
か
の
概
念
分
析
を
す
る
以
外
に
、
い
か
な
る
何
ら

の
理
由
も
あ
げ
な
い
。
彼
の
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
ま
っ
た
く
へ
ー
ゲ

ル
論
理
学
の
い
き
た
合
理
的
た
も
の
を
切
り
お
と
し
て
、
い
く
ら
の
純

粋
概
念
に
よ
り
構
成
し
演
緯
し
た
生
気
の
な
い
骨
組
み
だ
げ
を
の
こ
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
例
か
ら
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
学
者
が
い
か
に
へ
－
ゲ

ル
の
「
矛
盾
」
学
説
の
重
要
性
を
ま
っ
殺
し
、
へ
ー
ゲ
ル
の
「
矛
盾
」

が
「
同
一
性
」
の
な
か
に
か
く
れ
て
お
り
、
そ
し
て
「
矛
盾
」
が
「
同

一
性
」
か
ら
発
展
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
か
ん
す
る
深
刻
な
弁
証
法

を
い
か
に
理
解
し
て
い
な
い
の
か
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
へ
ー
ゲ
ル
は
、
　
「
同
一
性
」
か
ら
「
矛
盾
」
へ
は
、
そ
の
あ
い
だ
に

な
お
「
差
異
性
」
、
「
対
立
」
の
諸
段
階
を
経
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と

を
認
知
し
て
い
る
。
「
差
異
性
」
、
「
対
立
」
、
「
矛
盾
」
は
い
ず
れ
も
「
同

一
性
」
の
中
に
含
ま
れ
る
。
　
「
差
異
性
」
は
「
同
一
性
」
よ
り
発
展
し

て
く
る
し
、
　
「
対
立
」
は
「
差
異
性
」
か
ら
発
展
し
て
き
、
　
「
矛
盾
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
五
　
（
九
五
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

は
「
対
立
」
の
た
か
か
ら
発
展
し
て
く
る
。
　
「
差
異
性
」
は
「
矛
盾
」

を
含
む
が
、
そ
れ
自
身
や
は
り
「
矛
盾
」
で
は
た
い
。
　
「
差
異
性
」
は

か
な
ら
ず
発
展
し
て
「
対
立
」
と
た
り
、
そ
の
後
、
は
じ
め
て
発
展
し

て
「
矛
盾
」
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
へ
ー
ゲ
ル
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
る
。
普
通
の
「
表
象
」
　
（
Ｕ
蕩

く
◎
房
邑
一
ｇ
）
は
、
実
際
上
い
た
る
と
こ
ろ
で
す
べ
て
矛
盾
を
自
已
の
内

容
と
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
矛
盾
に
ま
で
意
識
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
；
そ
れ
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
「
差
異
性
」
で
あ
る
に

す
ぎ
ず
、
そ
れ
は
、
　
「
差
異
性
」
の
区
別
を
外
的
た
比
較
と
し
、
相
等

性
と
不
等
性
と
い
う
こ
の
二
つ
の
規
定
を
対
立
さ
せ
る
の
で
、
両
者
の

あ
い
だ
の
相
互
転
化
を
み
る
こ
と
は
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
同
じ
よ
う

に
こ
の
よ
う
た
相
互
転
化
の
中
に
含
む
矛
盾
を
み
る
こ
と
は
で
き
ず
、

「
差
異
性
」
の
中
に
含
ま
れ
る
矛
盾
を
み
る
こ
と
が
で
き
汰
い
。
　
「
機

智
的
な
反
省
」
（
艮
¢
。
・
器
幕
一
〇
ぎ
射
昆
邑
◎
目
）
は
「
表
象
」
と
比
較
す

る
と
一
歩
す
す
ん
で
お
り
、
そ
れ
は
矛
盾
を
理
解
し
、
矛
盾
を
表
現
し

て
い
る
げ
れ
ど
、
し
か
し
、
そ
れ
は
、
主
観
的
に
し
ぱ
し
ぱ
区
別
困
難

な
事
柄
で
あ
り
、
真
実
の
内
容
を
欠
如
し
、
そ
の
反
省
は
、
や
は
り

「
諸
物
の
概
念
と
そ
れ
ら
の
物
の
関
係
の
概
念
と
を
云
い
表
わ
す
も
の

　
　
　
（
１
５
）

で
は
な
い
」
。
　
思
惟
的
理
性
（
９
０
箒
寿
彗
亭
く
Ｏ
昌
§
ｅ
こ
そ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
六
　
（
九
五
八
）

「
差
異
的
な
も
の
に
お
げ
る
鈍
い
区
別
、
表
象
の
単
液
る
多
様
性
を
い

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

わ
ば
本
質
的
た
区
別
、
即
ち
対
立
に
ま
で
尖
鋭
化
す
る
。
こ
こ
に
は
じ

め
て
、
多
様
な
も
の
は
矛
盾
の
尖
端
に
ま
で
駆
り
立
て
ら
れ
、
互
に
活

発
に
作
用
し
あ
う
こ
と
に
１
な
っ
て
、
こ
の
矛
盾
の
中
で
自
已
運
動
と
躍

動
と
の
内
在
的
脈
動
で
あ
る
と
こ
ろ
の
否
定
性
を
獲
得
す
る
の
で
あ

（
１
６
）

る
」
。
こ
れ
は
、
弁
証
法
の
思
想
こ
そ
が
、
「
差
異
性
」
か
ら
「
対
立
」

を
み
る
こ
と
が
で
き
、
「
矛
盾
」
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
「
差
異
性
」
自

体
は
い
き
い
き
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
が
矛

盾
に
ま
で
発
展
し
て
こ
そ
、
い
き
い
き
し
た
も
の
に
た
る
、
と
い
う
こ

と
に
ほ
か
た
ら
次
い
。

　
へ
ー
ゲ
ル
の
あ
ら
ゆ
る
区
別
は
皆
矛
盾
を
含
み
、
し
か
る
の
ち
「
差

異
性
」
自
身
（
粉
然
雑
然
と
し
て
い
る
も
の
自
身
）
は
た
お
矛
盾
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
思
想
は
、
非
常
に
深
刻
で
あ
る
。
　
「
世

界
の
一
つ
一
つ
の
差
異
に
は
す
で
に
矛
盾
が
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

差
異
と
は
矛
盾
で
あ
る
」
、
と
毛
沢
東
主
席
は
い
っ
て
い
る
。
レ
ー
ニ

ソ
は
『
哲
学
ノ
ー
ト
』
の
な
か
で
、
へ
－
ゲ
ル
の
説
明
の
要
点
を
し
る

し
た
あ
と
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
　
「
普
通
の
表
象
作
用
は
、

差
異
と
矛
盾
と
を
把
握
す
る
が
、
差
異
か
ら
矛
盾
へ
の
移
行
は
把
握
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

な
い
、
し
か
し
こ
れ
は
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
」
。
だ
が
、
他



面
、
我
六
が
二
つ
の
区
別
を
も
つ
現
象
の
あ
い
だ
に
矛
盾
が
あ
る
と
い

う
時
、
こ
こ
に
、
は
か
た
ら
ず
一
つ
の
意
味
を
含
み
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ

ら
の
両
者
は
、
相
互
に
対
立
す
る
側
面
と
し
て
矛
盾
し
て
お
り
、
両
者

は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
、
相
互
に
不
干
渉
、
紛
然
と
な
ら
ん
で
い
る
現

象
と
し
て
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
矛
盾
で
あ
り
さ
え
す

れ
ぱ
、
総
じ
て
、
区
別
を
も
っ
両
者
は
相
互
に
対
立
し
、
相
互
に
敵
対

　
　
　
（
１
９
）

し
て
い
る
。

　
へ
ー
ゲ
ル
の
「
具
体
的
概
念
」
は
、
対
立
面
の
統
一
で
あ
り
、
内
在

的
矛
盾
を
そ
た
え
も
つ
こ
と
よ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
具
体
的
概
念
」

は
静
止
的
た
も
の
で
な
く
て
、
転
化
、
推
移
そ
し
て
発
展
す
る
も
の
で

あ
る
◎
　
「
具
体
的
概
念
」
自
身
は
、
一
つ
の
運
動
で
あ
り
、
、
一
つ
の
過

程
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
「
生
命
を
も
つ
も
の
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
「
自

己
衝
動
、
自
己
発
展
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
自
己
具
体
、
自
己
発
展

の
理
念
ギ
し
て
、
す
な
わ
ち
、
一
つ
の
有
機
的
な
体
系
、
一
つ
の
全
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

で
あ
り
、
非
常
に
多
く
の
段
階
と
環
節
を
自
己
内
に
含
む
」
。
　
こ
の
よ

う
に
、
へ
－
ゲ
ル
論
理
学
の
全
内
容
は
そ
れ
が
包
含
す
る
と
こ
ろ
の
各

種
の
こ
と
な
る
論
理
規
定
の
間
に
、
い
か
に
相
互
連
関
し
て
お
り
、
い

か
に
有
機
的
に
統
一
し
て
い
る
か
の
情
況
に
対
す
る
説
明
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
以
上
、
同
じ
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
論
理
規
定
の
あ
い

　
　
　
　
　
『
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
』
い
（
小
野
）

だ
の
相
互
転
化
、
推
移
と
発
展
過
程
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
へ
－
ゲ
ル
は
、
彼
の
論
理
学
、
哲
学

が
、
　
「
具
体
的
概
念
」
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
認
識
に
ほ
か
な
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
（
２
１
）

「
具
体
的
事
物
の
発
展
を
認
識
す
る
科
学
」
　
（
傍
点
は
引
用
者
が
加
え

る
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
い
っ
て
．
い
る
の
で
あ
る
。
「
具
体
的
概
念
」

の
発
展
過
程
は
上
述
し
た
如
く
、
一
つ
の
抽
象
か
ら
具
体
へ
の
過
程
で

あ
り
、
内
在
的
矛
盾
こ
そ
、
こ
の
径
路
に
１
そ
っ
て
「
具
体
的
概
念
」
の

上
昇
と
発
展
を
お
し
す
す
め
る
動
力
で
あ
る
。
　
「
純
粋
有
」
、
　
「
無
」
、

「
成
」
と
い
う
こ
の
一
組
の
概
念
を
例
と
し
て
あ
げ
よ
う
。
「
純
粋
有
」

は
論
理
学
中
の
最
初
の
概
念
で
、
そ
れ
は
、
　
「
そ
れ
以
上
の
一
切
の
規

　
　
　
　
　
（
２
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

定
を
も
た
な
い
」
、
「
最
も
抽
象
的
で
、
最
も
貧
し
い
」
概
念
で
あ
り
、

お
よ
そ
、
　
「
有
」
に
対
し
て
一
歩
進
ん
で
具
体
的
な
規
定
を
あ
た
え
よ

う
と
思
え
ぱ
、
ひ
と
し
く
「
有
」
を
し
て
そ
の
い
ま
い
っ
た
最
初
の
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

接
性
の
「
純
粋
有
」
を
喪
失
せ
し
め
る
に
十
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

「
有
」
の
純
粋
無
規
定
性
と
称
す
る
も
の
に
つ
い
て
い
う
な
ら
、
我
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
）

は
、
ま
さ
に
「
有
」
の
特
徴
は
「
無
」
（
昌
・
プ
芭
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
　
「
純
粋
有
」
と
い
う
こ
の
概
念
自
身

は
、
自
已
と
区
別
を
も
ち
そ
し
て
自
己
と
対
立
す
る
側
面
　
　
無

を
含
ん
で
い
る
、
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
　
へ
－
ゲ
ル
は
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
七
　
（
九
五
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
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「
有
は
不
変
で
究
極
の
も
の
で
は
な
く
、
弁
証
法
的
に
そ
の
対
立
物
に

転
化
す
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
対
立
物
は
、
同
様
に
直
接
的
に
と

　
　
　
、
　
　
（
２
６
）

れ
ぱ
、
無
で
あ
る
」
。
「
純
粋
有
」
は
こ
の
よ
う
に
内
在
的
矛
盾
の
動
力

に
よ
り
て
「
無
」
に
移
行
す
る
の
で
あ
る
。
　
「
無
」
は
、
決
し
て
絶
対

的
に
有
で
は
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
は
、
　
「
空
虚
な
有
に
し
か
す

　
　
（
２
７
）

ぎ
な
い
」
。
こ
れ
は
ま
た
、
「
無
」
と
い
う
こ
の
概
念
自
身
や
は
り
自
已

と
区
別
を
も
ち
か
つ
自
己
と
対
立
す
る
側
面
－
有
－
を
含
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
　
「
無
」
自
身
も
ま

た
究
極
の
物
で
な
く
て
、
そ
の
内
都
に
も
矛
盾
の
存
在
を
も
つ
。
以
上

の
分
析
に
ょ
り
、
へ
－
ゲ
ル
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
　
「
し
た
が
っ
て

、
有
の
う
ち
に
無
を
持
ち
、
無
の
う
ち
に
有
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
８
）

て
無
の
う
ち
に
あ
っ
て
自
已
を
維
持
し
て
い
る
有
が
成
で
あ
る
」
。
こ

の
よ
う
に
、
　
「
有
」
．
「
無
」
と
い
う
二
つ
の
対
立
面
の
あ
い
だ
の
内
在

的
矛
盾
に
よ
り
、
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
の
概
念
系
列
は
、
す
な
わ
ち
、
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
９
）

っ
と
も
抽
象
的
概
念
　
　
「
純
粋
有
」
か
ら
「
最
初
の
具
体
的
な
思
想
」

　
　
「
成
」
へ
移
行
す
る
の
で
あ
る
。
「
成
」
に
い
た
る
諸
概
念
の
矛
眉

の
発
展
過
程
（
『
論
理
学
』
の
第
二
部
分
と
最
後
の
一
部
分
の
中
に
含

ま
れ
る
）
は
、
大
体
に
。
つ
い
て
説
明
す
れ
ぱ
、
か
く
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
へ
ー
ゲ
ル
論
理
学
の
諸
概
念
の
矛
盾
の
発
展
は
、
完
全
に
、
客
観
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
八
　
（
九
六
〇
）

な
物
質
世
界
の
発
展
過
程
の
反
映
と
総
括
で
は
な
く
て
、
ま
っ
た
く
実

際
か
ら
遊
離
し
た
純
粋
概
念
の
分
析
と
論
理
の
演
緯
で
あ
る
、
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
実
際
か
ら
離
れ
た
純
粋
概
念
の
分
析
は

あ
き
ら
か
に
非
常
に
空
疎
で
か
っ
た
い
く
っ
で
あ
る
。
フ
オ
ィ
ェ
ル
バ

ッ
ハ
は
『
へ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
批
判
』
の
な
か
で
っ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し

て
い
る
。
　
へ
ー
ゲ
ル
の
「
純
粋
有
」
（
こ
の
本
の
中
国
語
訳
で
訳
出
し

て
い
る
「
純
粋
存
在
」
）
は
存
在
せ
ず
、
　
へ
ー
ゲ
ル
の
い
う
「
無
」
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
）

同
様
に
「
絶
対
的
自
已
歎
聴
」
で
あ
る
。
有
と
無
の
あ
い
だ
の
対
立
に

い
た
っ
て
は
、
矛
盾
、
同
様
に
真
実
で
は
な
く
て
、
　
「
表
象
の
う
ち
に

　
　
　
（
３
１
）

の
み
在
る
」
。
　
た
し
か
に
、
へ
ー
ゲ
ル
が
主
張
す
る
と
こ
ろ
の
そ
の
よ

う
な
所
謂
「
純
粋
概
念
」
は
、
何
ら
の
対
立
と
矛
盾
も
な
い
と
い
う
こ

と
が
で
き
、
概
念
の
矛
盾
の
発
展
は
、
客
観
的
物
質
世
界
の
矛
盾
発
展

の
反
映
で
あ
り
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
フ
ォ
ィ
ェ

ル
バ
ッ
ハ
の
へ
－
ゲ
ル
に
対
す
る
批
評
は
、
頂
門
の
一
針
で
あ
る
。
し

か
し
お
し
い
こ
と
に
、
フ
オ
イ
ェ
ル
バ
ヅ
ハ
の
批
評
は
一
面
的
で
、
彼

は
、
へ
ー
ゲ
ル
思
想
の
匁
か
の
合
理
的
な
も
の
を
ま
っ
殺
し
た
。
何
故

な
ら
、
へ
ー
ゲ
ル
の
い
う
こ
と
は
、
　
「
純
粋
」
概
念
の
あ
い
だ
の
矛
盾

の
発
展
で
あ
る
と
し
て
も
、
だ
が
、
彼
は
、
こ
こ
で
も
、
客
観
的
な
実

際
世
界
の
矛
盾
の
発
展
を
推
測
し
て
お
り
、
彼
は
、
一
つ
の
重
要
た
思



想
、
す
な
わ
ち
、
一
っ
の
物
（
た
と
え
ば
「
有
」
）
の
自
已
の
内
部
に
１
、

自
己
の
否
定
（
た
と
え
ぼ
「
無
」
）
を
含
み
、
し
た
が
っ
て
、
一
つ
の
物

は
必
然
的
に
内
在
的
矛
盾
の
動
力
に
よ
り
、
転
化
、
発
展
し
て
他
物
に

な
る
と
い
う
こ
と
を
表
明
し
た
。
フ
ォ
イ
ェ
ル
バ
ヅ
ハ
は
へ
ー
ゲ
ル
の

観
念
論
を
批
判
し
た
が
、
同
時
に
か
え
っ
て
客
観
的
事
物
の
な
か
に
た

し
か
に
存
在
し
て
い
る
有
と
無
の
あ
い
だ
の
統
一
と
矛
盾
を
理
解
せ
ず
、

へ
－
ゲ
ル
の
弁
証
法
思
想
の
な
か
か
ら
、
合
理
的
な
も
の
を
っ
ま
み
と

る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
フ
オ
ィ
ェ
ル
バ
ッ
ハ
は
い
う
。

「
無
」
は
我
々
の
表
象
の
た
か
に
あ
ら
わ
れ
、
幽
霊
が
我
々
の
表
象
に

あ
ら
わ
れ
る
と
同
じ
よ
う
に
、
我
々
は
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
幽
霊
が
真

実
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ず
、
同
様
に
、
我
々
は
、
ま
た
「
無
」

は
現
実
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
「
事
実
に
お
い
て
無
は
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
２
）

弁
的
空
想
の
幽
霊
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う
？
」
。
フ
オ
イ
ェ
ル
バ
ヅ
ハ

は
あ
き
ら
か
に
「
無
」
と
「
幽
霊
」
と
を
結
局
区
別
す
る
こ
と
を
理
解

し
な
い
。
　
「
無
」
は
、
事
実
上
、
や
は
り
事
物
の
一
つ
の
規
定
性
で
あ

る
、
し
か
し
、
一
っ
の
否
定
的
規
定
性
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。
へ
ー
ゲ
ル

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

は
い
う
。
　
「
有
と
無
と
の
中
問
状
態
で
な
い
よ
う
な
も
の
は
何
も
の
も

、
　
、
、
　
、
　
、
（
３
３
）

存
在
し
な
い
」
。
　
も
し
、
「
無
」
を
こ
れ
を
闇
と
な
ぞ
ら
え
、
「
有
」
を

こ
れ
を
「
白
明
」
と
す
る
な
ら
、
そ
の
場
合
、
　
「
こ
の
絶
対
の
白
明
の

　
　
　
　
『
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
』
い
（
小
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
４
）

下
で
は
絶
対
の
闇
の
中
に
お
げ
る
と
同
様
に
。
全
く
何
も
見
え
ず
」
。
　
へ

ー
ゲ
ル
の
こ
れ
ら
の
説
明
の
意
味
は
い
ず
れ
も
客
観
的
事
物
は
す
べ
て

「
有
」
と
「
無
」
の
統
一
と
矛
盾
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
へ
ー

ゲ
ル
の
こ
の
思
想
は
、
弁
証
法
の
思
想
で
あ
る
。
レ
ー
ニ
ソ
は
、
　
『
哲

学
ノ
ー
ト
』
の
た
か
で
、
上
述
の
二
っ
の
文
章
を
要
点
と
し
て
し
る
し

て
お
り
、
そ
し
て
、
前
の
方
の
文
章
の
傍
に
「
注
意
」
と
い
う
二
字
を

明
記
し
た
。
フ
ォ
ィ
ェ
ル
バ
ヅ
ハ
は
あ
き
ら
か
に
こ
の
弁
証
法
を
み
な

、
つ
こ
ｏ

カ
　
　
Ｊ
〈

　
哲
学
史
上
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
、
観
念
論
の
基
礎
の
上
に
系
統
的

に
内
在
的
矛
盾
が
発
展
の
源
泉
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
弁
証
法

の
法
則
を
論
述
し
た
の
は
、
へ
－
ゲ
ル
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、

ギ
リ
シ
ャ
最
大
の
哲
学
者
で
あ
る
が
、
げ
れ
ど
も
、
彼
は
内
部
矛
盾
が

物
質
の
自
己
運
動
の
源
泉
で
あ
る
こ
と
を
理
解
で
き
ず
、
彼
は
、
物
質

の
運
動
を
お
し
す
す
め
る
動
力
こ
そ
が
物
質
自
身
に
も
っ
内
在
的
矛
盾

で
あ
る
こ
と
を
理
解
せ
ず
、
そ
こ
で
、
物
質
以
外
の
あ
る
一
つ
の
所
謂

「
最
初
の
街
撃
者
」
を
主
張
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

こ
の
よ
う
な
観
点
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
反
科
学
的
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー

ト
ソ
も
同
様
に
運
動
の
源
泉
は
物
質
以
外
に
あ
る
と
考
え
、
ニ
ュ
ー
ト

ソ
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
神
学
的
観
点
に
お
ち
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
九
　
（
九
六
一
）

ｏ



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

こ
と
は
ニ
ュ
ー
ト
ソ
ば
か
り
で
な
く
、
十
七
世
紀
の
唯
物
論
一
般
は
す

べ
て
物
質
を
自
己
運
動
し
得
な
い
も
の
と
み
な
し
、
彼
等
の
中
の
い
く

ら
か
の
人
々
は
物
質
以
外
に
一
つ
の
外
的
な
推
進
力
を
仮
定
し
、
そ
う

す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
自
然
神
論
（
理
神
論
　
訳
者
）
に
お
ち
い
っ
た
。

　
フ
ラ
ソ
ス
の
唯
物
論
者
は
大
い
に
先
行
の
唯
物
論
者
を
お
い
こ
し
、

彼
等
は
、
物
質
運
動
の
源
泉
は
物
質
自
身
の
中
に
存
在
す
る
と
み
な
し

て
お
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
所
謂
「
最
初
の
衝
撃
者
」
の
神
学
的
観

点
を
離
脱
し
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ソ
ス
の
唯
物
論
者
は
一
歩
す
す
ん
で
、

物
質
の
自
己
運
動
の
源
泉
は
内
在
的
矛
盾
で
あ
る
こ
と
を
了
解
し
な
か

っ
た
の
で
、
彼
等
が
説
く
と
こ
ろ
の
運
動
は
、
一
般
的
に
い
え
ほ
、
機

械
的
運
動
に
す
ぎ
ず
、
発
展
と
変
化
は
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ソ
ス
の
唯
物

論
者
は
こ
の
よ
う
な
移
而
上
学
思
想
を
持
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

ま
さ
に
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
か
い
う
よ
う
に
、
へ
－
ゲ
ル
哲
学
は
、
　
二
八

世
紀
の
唯
物
論
よ
り
た
い
へ
ん
大
き
な
優
越
性
を
も
つ
。
そ
れ
は
、
事

物
の
発
展
に
お
い
て
、
事
物
の
発
生
と
消
滅
の
う
ち
に
事
物
を
研
究
す

（
３
５
）

る
」
。
こ
こ
に
、
多
く
の
紙
幅
を
も
ち
い
て
、
　
へ
ｉ
ゲ
ル
自
身
が
内
在

的
矛
盾
は
事
物
発
展
の
源
泉
で
あ
る
と
い
う
こ
の
弁
証
法
の
原
理
を
説

明
し
て
い
る
文
章
を
一
度
引
用
す
る
こ
と
は
、
無
益
で
は
な
い
。
　
『
小

論
理
学
』
の
な
か
で
、
へ
ー
ゲ
ル
は
い
う
。
　
「
弁
証
法
は
…
…
あ
ら
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
○
　
（
九
六
二
）

る
事
物
、
お
よ
び
有
限
な
も
の
自
身
の
本
性
で
あ
る
…
…
弁
証
法
は
こ

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

れ
に
反
し
て
内
在
的
な
超
出
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
で
有
限
で
一
面
発

な
悟
性
的
規
定
は
そ
の
真
の
姿
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
そ
の
否
定
と
し

て
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
べ
て
有
限
な
も
の
は
自
分
自
身
を
揚
棄
す

る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
弁
証
法
的
な
も
の
は
学
的
進
展
を
内
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ら
動
か
す
魂
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
の
み
内
在
的
な
連
関
と
必
然
性

と
が
学
問
の
内
容
に
は
い
り
…
…
弁
証
法
は
現
実
の
世
界
の
あ
ら
ゆ
る

運
動
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
原
理
で
あ
る
。
ま
た
弁
証

法
は
あ
ら
ゆ
る
真
の
学
的
認
識
の
魂
で
あ
る
…
…
有
限
な
も
の
は
単
に

外
部
か
ら
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
本
性
に
よ
っ

て
自
己
を
揚
棄
し
、
自
分
自
身
に
よ
っ
て
反
対
の
も
の
へ
移
っ
て
い
く

の
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
人
問
は
死
す
べ
き
も
の
で
あ
る

と
言
い
、
そ
し
て
死
を
外
部
の
事
情
に
も
と
づ
く
も
の
と
考
え
て
い
る

が
、
こ
う
し
た
見
方
に
よ
る
と
、
人
間
に
は
生
き
る
と
い
う
性
質
と
も

う
一
つ
可
死
的
で
あ
る
と
い
う
性
質
と
、
二
つ
の
特
殊
な
性
質
が
あ
る

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
本
当
の
見
方
は
そ
う
で
は
た
く
、
生
命
そ
の
も

の
が
そ
の
う
ち
に
死
の
萌
芽
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
一
般
に
有

限
な
も
の
は
自
分
自
身
の
う
ち
で
自
己
と
矛
盾
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
６
）

己
を
揚
棄
す
る
の
で
あ
る
。
」
「
わ
れ
わ
れ
の
周
囲
に
あ
る
す
べ
て
の
も



の
ぱ
弁
托
法
の
実
例
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
あ
ら
ゆ

る
有
限
な
も
の
は
確
固
と
し
た
も
の
、
究
極
の
も
の
で
は
な
く
て
、
変

化
し
消
減
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
す
な
わ
ち

有
限
な
も
の
の
弁
証
法
で
あ
っ
て
、
潜
在
的
に
自
分
自
身
の
他
者
で
あ

る
有
限
な
も
の
は
、
こ
の
弁
証
法
に
よ
っ
て
実
際
ま
た
そ
の
直
接
の
存

在
を
超
出
さ
せ
ら
れ
、
そ
し
て
そ
の
反
対
の
も
の
へ
転
化
す
る
－
…
・
こ

の
場
合
わ
れ
わ
れ
は
、
ど
ん
汰
に
白
分
を
安
全
で
強
固
と
思
っ
て
い
る

も
の
で
も
そ
れ
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
普
遍
的
な
抵
抗
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
７
）

が
た
い
力
と
し
て
の
、
弁
証
法
の
表
象
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
。

「
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
（
内
在
的
矛
盾
に
よ
っ
て
　
　
ハ
野
）
白
然
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
８
）

自
己
を
超
出
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
。

　
『
大
論
理
学
』
の
な
か
で
、
へ
ー
ゲ
ル
は
内
在
的
矛
盾
が
事
物
発
展

の
源
泉
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
原
理
に
っ
い
て
さ
ら
に
い
っ
そ
う
明
確

に
説
明
し
て
い
る
。
へ
ー
ゲ
ル
は
い
う
。
　
「
す
べ
て
の
物
は
そ
れ
自
身

に
お
い
て
矛
盾
的
で
あ
る
…
…
こ
の
命
題
が
－
…
・
よ
く
物
の
真
理
と
本

　
　
　
　
（
３
９
）

質
を
表
現
す
る
」
。
「
矛
盾
が
同
一
性
と
同
様
に
本
質
的
で
、
内
在
的
な

規
定
で
あ
る
こ
と
を
見
な
い
の
は
、
従
来
の
論
理
学
と
常
識
と
の
い
だ

く
根
本
的
偏
見
の
一
つ
で
あ
る
。
実
際
－
－
－
矛
盾
の
方
こ
そ
よ
り
深
い

も
の
、
よ
り
本
質
的
な
も
の
と
見
な
げ
れ
ば
な
る
ま
い
。
た
ぜ
な
ら
、

　
　
　
　
『
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
』
Ｈ
（
小
野
）

同
一
性
は
矛
盾
に
比
べ
る
と
、
単
純
な
直
接
的
存
在
、
即
ち
死
ん
だ
有

の
規
定
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
矛
盾
は
あ
ら
ゆ
る
運
動

と
生
命
性
の
根
本
で
あ
る
。
或
物
は
そ
れ
白
身
の
中
に
矛
盾
を
も
つ
か

ぎ
り
に
お
い
て
の
み
運
動
す
る
の
で
あ
り
、
衝
動
と
活
動
性
と
を
も
っ

　
　
　
（
４
０
）

の
で
あ
る
」
。
「
矛
盾
は
単
に
此
処
ま
た
は
彼
処
に
た
ま
た
ま
現
わ
れ
る

と
い
っ
た
異
常
性
と
見
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
本
質
的
規
定
の

中
に
あ
る
と
こ
ろ
の
否
定
者
で
あ
り
、
否
定
者
の
叙
述
の
中
に
の
み
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
１
）

り
得
る
と
こ
ろ
の
自
己
運
動
の
原
理
で
あ
る
」
。
　
レ
ー
ニ
ソ
は
『
哲
学

ノ
ー
ト
』
の
な
か
で
、
へ
ー
ゲ
ル
の
『
大
論
理
学
』
の
中
の
こ
れ
ら
の

説
明
を
し
る
し
、
レ
ー
ニ
ソ
は
評
注
の
な
か
で
っ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て

い
る
。
　
「
運
動
と
、
　
”
自
已
運
動
”
　
（
こ
れ
に
オ
里
自
生
的
な
（
自

立
的
な
）
、
自
発
的
な
、
内
的
な
、
内
的
　
　
必
然
的
な
運
動
）
、
　
”
変

化
”
、
　
”
運
動
と
生
動
性
”
、
　
”
す
べ
て
の
自
已
運
動
の
原
理
〃
、
　
”
運

動
〃
へ
の
”
衝
動
〃
（
箏
匡
）
お
よ
び
”
活
動
性
〃
へ
の
”
衝
動
〃

　
　
”
死
ん
だ
有
”
の
対
立
物
　
　
、
こ
れ
が
”
へ
－
ゲ
ル
ぶ
り
”
の

核
心
で
あ
り
、
抽
象
的
で
わ
か
り
に
く
い
（
重
苦
し
い
、
不
条
理
な
？
）

へ
－
ゲ
ル
主
義
の
核
心
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
だ
れ
が
信
じ
よ
う

か
刀
（
だ
が
）
こ
の
核
心
を
発
見
し
、
理
解
し
、
　
巨
箏
夢
ｏ
昌
等
彗
、

殻
を
取
り
の
げ
、
清
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
、
そ
し
て
こ
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
一
　
（
九
六
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
２
）

を
ま
さ
に
マ
ル
ク
ス
と
エ
ソ
ゲ
ル
ス
と
が
成
し
と
げ
た
の
で
あ
る
」
。

レ
ー
ニ
ソ
は
、
こ
こ
で
、
一
面
で
は
、
　
へ
ー
ゲ
ル
の
「
自
己
運
動
」
、

「
矛
盾
は
す
べ
て
の
自
已
運
動
の
原
則
で
あ
る
」
等
々
の
弁
証
法
に
つ

い
て
の
思
想
を
称
賛
す
る
と
同
時
に
、
レ
ー
ニ
ソ
は
、
へ
－
ゲ
ル
の
こ

れ
ら
の
弁
証
法
思
想
の
観
念
論
的
、
神
秘
主
義
的
性
質
を
指
摘
し
た
。

レ
ー
ニ
ソ
の
こ
の
説
明
は
、
我
々
に
以
下
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
へ
ー
ゲ
ル
の
内
在
的
矛
盾
は
事
物
発
展
の
源
泉
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
思
想
は
、
　
へ
ー
ゲ
ル
の
観
念
論
、
神
秘
主
義

　
　
「
抽
象
的
で
か
つ
難
解
、
晦
渋
で
、
で
た
ら
め
た
へ
－
ゲ
ル
主
義
」

と
緊
密
に
関
係
し
て
お
り
、
マ
ル
ク
ス
、
ユ
ソ
ゲ
ル
ス
こ
そ
が
、
へ
ー

ゲ
ル
弁
証
法
の
観
念
論
、
神
秘
主
義
に
対
す
る
徹
底
的
批
判
の
た
か
で
、

そ
の
な
か
の
”
合
理
的
核
心
。
を
「
摘
発
し
、
理
解
し
、
救
済
し
、
解

放
し
、
清
算
し
た
」
の
で
あ
る
。

　
あ
る
人
は
へ
ー
ゲ
ル
の
矛
盾
に
か
ん
す
る
学
説
の
語
句
を
引
用
し
て

表
面
上
唯
物
論
と
類
似
し
て
い
る
と
み
、
へ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
の
す
で

に
で
き
あ
が
っ
た
も
の
を
も
っ
て
き
て
、
す
ぐ
に
適
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
ま
っ
た
く
誤
り
で
あ
る
。

観
念
論
者
へ
ー
ゲ
ル
が
論
述
す
る
矛
盾
の
発
展
過
程
は
、
ま
っ
た
く
物

質
的
基
礎
を
も
た
た
い
も
の
で
あ
り
、
へ
－
ゲ
ル
は
、
矛
盾
の
発
展
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
二
　
（
九
六
四
）

程
を
、
現
実
の
物
質
世
界
以
外
の
知
悉
し
よ
う
が
た
い
と
こ
ろ
か
ら
完

全
に
離
れ
て
独
立
し
て
運
行
す
る
「
純
粋
概
念
」
の
自
我
の
展
開
と
み

な
し
て
い
る
。
物
質
、
自
然
は
、
へ
ー
ゲ
ル
か
ら
み
れ
ぱ
、
対
立
し
そ

し
て
矛
盾
が
発
展
し
て
い
る
「
純
粋
概
念
」
あ
る
い
は
「
絶
対
精
神
」

の
「
外
化
」
に
し
か
す
ぎ
ず
、
そ
れ
自
体
の
方
は
統
一
性
（
「
具
体
的

概
念
」
の
章
を
参
照
の
こ
と
）
た
く
て
、
し
た
が
っ
て
ま
た
矛
盾
の
発

展
も
た
い
。
へ
－
ゲ
ル
自
身
の
説
明
は
こ
う
で
あ
る
。
　
「
お
よ
そ
自
然

界
に
お
い
て
発
生
す
る
変
化
は
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
た
種
類
の
乱
雑

さ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
永
遠
に
、
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
る
循
環
を
表
現
す

る
に
す
ぎ
ず
、
自
然
界
に
お
い
て
真
に
、
太
陽
の
下
で
は
新
し
い
も
の

は
存
在
し
な
い
し
自
然
界
の
種
々
の
現
象
の
彩
色
は
い
た
ず
ら
に
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
３
）

た
い
く
つ
さ
を
感
じ
さ
せ
る
に
す
ぎ
た
い
」
。
「
緒
神
の
本
質
は
そ
の
存

在
が
そ
の
活
動
に
ほ
か
な
ら
た
い
と
こ
ろ
に
存
す
る
。
．
こ
れ
に
反
し
、

自
然
は
そ
れ
自
身
に
つ
い
て
い
え
ぱ
、
そ
の
変
化
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

た
だ
重
復
す
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
活
動
は
、
一
っ
の
循
環
過
程
に
す
ぎ

　
（
４
４
）

な
い
」
。
し
仁
が
っ
て
、
　
へ
－
ゲ
ル
の
矛
盾
発
展
の
学
説
は
、
そ
の
観

念
論
的
側
面
に
つ
い
て
み
れ
ぱ
、
た
い
へ
ん
で
た
ら
め
で
あ
る
。
事
実
、

物
質
、
自
然
は
永
遠
に
矛
盾
が
発
展
し
て
お
り
、
概
念
の
矛
盾
の
発
展

は
、
物
質
、
自
然
の
矛
盾
の
発
展
過
程
の
反
映
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
へ



ー
ゲ
ル
は
、
物
質
、
自
然
を
矛
盾
の
た
い
発
展
と
説
明
し
、
矛
盾
の
発

展
は
、
　
「
純
粋
概
念
」
に
し
か
す
ぎ
な
い
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ

う
な
い
い
方
は
、
客
観
的
物
質
世
界
の
矛
盾
の
発
展
に
対
す
る
歪
曲
し

た
、
転
倒
し
た
反
映
で
あ
る
。
そ
の
す
で
に
で
き
あ
が
っ
て
い
る
彬
式

に
っ
い
て
い
え
ぽ
、
へ
－
ゲ
ル
の
歪
曲
し
た
形
式
に
っ
い
て
い
え
ぱ
、

へ
ー
ゲ
ル
の
矛
盾
発
展
の
学
説
の
す
で
に
で
き
あ
が
っ
た
も
の
を
も
っ

て
き
て
も
応
用
す
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
。
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
は
、

へ
ー
ゲ
ル
の
矛
盾
学
説
の
観
念
論
を
批
判
す
る
と
き
の
説
明
の
仕
方
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

い
い
。
　
「
へ
ー
ゲ
ル
に
っ
い
て
み
れ
ぱ
、
思
惟
の
進
展
は
、
概
念
の
中

に
包
含
さ
れ
て
い
る
矛
盾
を
発
見
し
、
解
決
し
た
結
果
で
あ
る
。
我
々

の
唯
物
論
の
学
説
に
よ
れ
ぱ
、
概
念
の
な
か
に
包
含
さ
れ
る
矛
盾
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

現
象
の
中
に
包
含
さ
れ
る
矛
盾
の
反
映
で
あ
り
、
翻
訳
さ
れ
た
思
想
の

、
　
　
、
　
　
、

こ
と
ぱ
で
あ
り
、
現
象
が
矛
盾
を
も
ち
う
る
所
以
は
、
そ
れ
ら
の
共
通

　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
５
）

の
基
礎
、
す
な
わ
ち
運
動
の
矛
盾
の
本
性
よ
り
く
る
も
の
で
あ
る
」
。

「
へ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
史
、
お
よ
び
…
…
彼
の
論
理
学
を
研
究
す
る
こ
と

は
、
今
日
で
も
な
お
さ
げ
る
こ
と
の
で
き
な
い
任
務
で
あ
る
。
だ
が
、

観
念
論
の
観
点
は
こ
の
す
べ
て
の
著
作
を
そ
の
価
値
あ
る
も
の
に
決
し

て
せ
し
め
な
い
。
ま
さ
に
こ
れ
と
正
反
対
に
、
こ
の
観
点
は
ま
っ
た
く

・
・
・
・
・
　
・
・
・
・
　
　
…
、
　
　
…
　
　
　
　
（
４
６
）

役
に
。
立
た
ず
、
混
乱
を
お
こ
す
上
て
の
作
用
し
か
し
な
い
」
。
我
々
は
、

　
　
　
　
『
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
』
Ｈ
（
小
野
）

へ
ー
ゲ
ル
の
矛
盾
に
っ
い
て
の
多
く
の
論
断
が
正
確
で
か
っ
深
刻
で
あ

る
こ
と
を
上
述
し
た
が
、
そ
れ
は
、
決
し
て
そ
の
あ
り
の
ま
ま
の
彩

式
に
っ
い
て
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
、
へ
－
ゲ
ル
が
、
観

念
論
的
形
式
の
下
で
、
客
観
的
物
質
世
界
の
矛
盾
の
発
展
過
程
を
推
測

す
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
こ
と
を
い
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
へ
ー
ゲ
ル
が

た
と
え
観
念
論
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
し
か
し
彼
は
結
局
現
実
の
客

観
的
な
物
質
世
界
で
生
活
せ
ざ
る
を
得
ず
、
へ
－
ゲ
ル
の
偉
大
さ
は
、

彼
が
こ
の
世
界
の
矛
盾
の
発
展
を
目
撃
し
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
彼
の
で

た
ら
め
は
、
彼
が
目
撃
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
観
念
論
的
に
曲
解
し
た

と
こ
ろ
に
あ
る
。
我
々
は
、
か
な
ら
ず
、
唯
物
論
の
立
場
に
た
っ
て
こ

そ
、
は
じ
め
て
、
そ
の
歪
曲
さ
れ
た
彬
態
か
ら
、
へ
－
ゲ
ル
の
矛
盾
学

説
の
合
理
的
な
も
の
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
へ
ー
ゲ
ル
は

い
う
。
　
「
事
物
が
た
が
い
に
矛
盾
し
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
だ
け
を

気
づ
か
う
、
事
物
に
た
い
す
る
普
通
の
思
い
や
り
は
、
他
の
ば
あ
い
と

同
じ
よ
う
に
こ
の
ぱ
あ
い
で
も
、
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
も
矛
盾
は
解
消

さ
れ
ず
に
１
、
た
ん
に
他
の
ど
こ
か
へ
、
主
観
的
反
省
ま
た
は
外
的
反
省

一
般
の
う
ち
に
押
し
や
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
」
。
レ
ー
ニ
ソ
は
こ

の
説
明
を
「
い
い
方
は
き
わ
め
て
い
い
」
と
い
い
、
　
「
こ
の
皮
肉
な
気

持
が
い
い
！
　
自
然
と
歴
史
と
に
た
い
す
る
”
思
い
や
り
”
　
（
俗
物
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
三
　
（
九
六
五
）
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も
の
あ
い
だ
で
の
）
　
　
自
然
と
歴
史
か
ら
矛
盾
と
闘
争
と
を
一
掃
し

　
　
　
　
　
　
（
４
７
）

よ
う
と
す
る
志
向
」
。
　
へ
ー
ゲ
ル
は
こ
の
説
明
に
お
い
て
事
物
の
な
か

の
矛
盾
を
深
刻
に
い
い
あ
て
て
お
り
、
矛
盾
を
事
物
の
な
か
か
ら
主
観

的
思
想
の
な
か
へ
移
す
の
に
「
思
い
や
り
の
あ
る
態
度
を
と
る
」
べ
き

で
な
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
へ
ー
ゲ
ル
の
観
念
論
的
観
点
は
、
彼

を
し
て
、
彼
が
深
刻
に
み
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
曲
解
せ
し
め
、
彼
を
し

て
客
観
的
事
物
を
観
念
、
精
神
の
「
区
別
的
存
在
」
と
み
な
せ
し
め
る

こ
と
に
よ
り
、
客
観
的
物
質
世
界
自
の
身
矛
盾
の
発
展
が
な
く
、
そ
れ

で
、
へ
－
ゲ
ル
自
身
、
実
際
上
、
彼
が
皮
肉
っ
た
あ
の
「
思
い
や
り
の

あ
る
態
度
を
い
だ
く
」
人
に
も
な
り
、
矛
盾
を
自
然
の
た
か
か
ら
清
め

お
と
し
て
し
ま
っ
た
。
し
て
み
る
と
、
観
念
論
は
、
徹
底
的
な
、
真
正

の
矛
盾
発
展
の
学
説
で
は
あ
り
え
ず
、
弁
証
法
的
唯
物
論
だ
げ
が
徹
底

的
に
客
観
的
事
物
の
内
部
的
矛
盾
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
、
真
に
、

矛
盾
を
客
観
的
事
物
の
な
か
か
ら
、
自
然
の
な
か
か
ら
、
　
「
他
の
と
シ
」

ろ
へ
移
し
変
え
る
」
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
へ
ー
ゲ
ル
の
矛
盾
は
最
終
的
に
調
和

さ
れ
た
。
こ
の
点
に
っ
い
て
、
へ
ー
ゲ
ル
自
身
も
こ
の
よ
う
に
い
っ
て

い
る
。
　
「
矛
盾
は
最
後
の
も
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
に
よ
っ
て
自
已

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
８
）

を
揚
棄
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
。
　
へ
ー
ゲ
ル
は
、
矛
盾
は
「
有
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
四
　
（
九
六
六
）

の
物
」
あ
る
い
は
「
有
限
の
概
念
」
の
な
か
に
お
い
て
進
行
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
み
で
、
最
高
の
、
無
限
の
概
念
　
　
「
絶
対
的
理
念
」
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
９
）

へ
－
ゲ
ル
か
ら
み
れ
ぱ
、
矛
盾
を
も
た
ず
、
「
移
行
も
な
い
」
。
問
題
は

へ
ー
ゲ
ル
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
有
隈
の
物
」
、
す
た
わ
ち
現
実
の
、
真

実
の
具
体
物
に
あ
っ
て
、
へ
ー
ゲ
ル
は
か
え
っ
て
あ
や
ま
っ
て
そ
れ
ら

を
真
実
で
な
い
も
の
と
み
た
し
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
へ
－
ゲ
ル

の
所
謂
「
無
隈
の
」
、
「
最
高
の
」
　
「
絶
対
的
理
念
」
は
、
逆
に
非
現
実

的
で
、
虚
構
の
抽
象
物
で
あ
っ
て
、
へ
ー
ゲ
ル
は
逆
に
あ
や
ま
っ
て
そ

れ
を
「
絶
対
的
真
理
」
と
み
な
す
。
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
、
た
い
へ
ん
自

然
に
、
矛
盾
は
、
結
局
へ
ー
ゲ
ル
に
よ
っ
て
非
真
理
性
の
も
の
と
み
な

さ
れ
て
、
矛
盾
の
調
和
と
消
減
は
か
え
っ
て
真
理
性
を
具
有
す
る
も
の

と
み
な
さ
れ
た
。
賀
麟
先
生
は
、
へ
－
ゲ
ル
主
義
と
新
へ
－
ゲ
ル
主
義

を
宣
伝
す
る
と
き
、
か
っ
て
明
白
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
　
「
お
よ
そ
矛
盾
た
る
も
の
は
真
理
で
な
い
。
何
故
な
ら
真
理
は
矛

　
　
　
　
　
　
　
（
５
０
）

盾
し
な
い
か
ら
で
あ
る
」
。
賀
麟
先
生
は
十
分
に
ー
へ
ー
ゲ
ル
の
形
而
上

学
的
思
想
を
集
中
的
に
表
明
し
た
。
こ
こ
に
、
へ
Ｌ
ゲ
ル
は
、
あ
き
ら

か
に
、
　
「
絶
対
的
理
念
」
に
つ
い
て
の
観
念
論
を
構
築
す
る
た
め
に
自

己
が
天
才
的
に
推
測
し
た
と
こ
ろ
の
弁
証
法
原
理
に
背
反
し
そ
し
て
窒

息
し
た
　
　
「
す
べ
て
の
物
は
そ
れ
自
身
に
お
い
て
矛
盾
的
で
あ
る
：



…
こ
の
命
題
が
…
…
よ
く
物
の
真
理
と
本
質
を
表
現
す
る
」
。
こ
う
し

て
み
る
と
、
観
念
論
は
矛
盾
を
真
理
で
あ
る
と
み
た
す
学
説
を
真
に
構

築
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
へ
－
ゲ
ル
は
い
う
。
「
矛
盾
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
１
）

も
の
は
考
え
ら
れ
た
い
生
言
う
の
は
、
わ
ら
う
べ
き
こ
と
で
あ
る
」
。

お
し
い
か
な
、
へ
－
ゲ
ル
の
観
念
論
的
観
点
は
自
分
を
自
分
が
醐
笑
す

る
彬
而
上
学
の
泥
穴
に
お
と
し
い
れ
た
。

　
へ
ー
ゲ
ル
の
「
絶
対
的
理
念
」
の
も
う
二
度
と
矛
盾
は
発
展
し
た
い

と
い
う
思
想
は
、
彼
の
反
動
的
階
級
の
立
場
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

へ
ー
ゲ
ル
か
ら
み
れ
ぱ
、
　
「
へ
ー
ゲ
ル
と
い
う
人
間
に
お
い
て
絶
対
理

念
を
つ
く
り
だ
す
と
こ
ろ
ま
で
達
し
た
人
類
は
、
こ
の
絶
対
理
念
を
現

実
の
う
ち
に
実
現
し
う
る
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
で
な
げ
れ
ぱ
な

　
　
（
５
２
）

ら
な
い
」
。
そ
し
て
、
当
時
の
プ
ロ
シ
ヤ
の
君
主
制
は
、
　
へ
ー
ゲ
ル
か

ら
み
れ
ぱ
、
ま
さ
に
、
「
絶
対
的
理
念
」
の
こ
の
よ
う
た
現
実
で
あ
り
、

体
現
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
へ
－
ゲ
ル
は
、
杜
会
発
展
は
、
所
謂
杜

会
発
展
の
最
高
峰
　
　
プ
ロ
シ
ヤ
等
の
君
主
制
の
上
に
完
全
に
終
了
し

た
、
と
発
表
し
た
。
へ
－
ゲ
ル
は
っ
と
め
て
プ
ロ
ツ
ヤ
国
家
が
も
っ
と

も
理
想
的
で
も
っ
と
も
完
全
な
国
家
で
あ
る
と
宣
揚
し
た
。
こ
れ
こ
そ
、

へ
ｉ
ゲ
ル
の
論
理
学
の
「
絶
対
的
理
念
」
の
も
う
二
度
と
矛
盾
は
発
展

し
な
い
と
い
う
思
想
の
現
実
政
治
の
側
面
に
お
げ
る
適
用
で
あ
り
、
表

　
　
　
　
　
『
へ
－
ゲ
ル
の
論
理
学
』
Ｈ
（
小
野
）

現
で
あ
る
。

（
１
）
〈
大
選
韓
ｖ
。
〈
黒
格
郁
全
集
ｖ
第
四
巻
、
徳
文
木
、
第
五
〇
七
頁
。

　
ｏ
．
奉
．
ヲ
匡
品
ｏ
ピ
峯
后
。
。
ｏ
易
ｏ
プ
ゆ
饒
ｏ
雪
－
◎
ｏ
ｑ
寿
一
ｐ
烹
ｓ
一
－
ｏ
。
げ
ｑ
£
？

　
げ
彗
＜
昌
ｏ
８
品
－
娑
。
。
◎
ｐ
国
凹
ヨ
巨
曇
お
婁
ｏ
ｏ
・
軍
　
武
市
健
人

　
訳
、
改
訳
『
大
論
理
学
』
中
巻
、
岩
波
書
店
、
三
五
ぺ
－
ジ
。

（
２
）
〈
大
遷
輯
ｖ
。
〈
黒
格
ホ
全
集
ｖ
第
四
巻
、
徳
文
本
、
第
五
四
七
頁
。
課

　
文
兼
自
く
黒
格
小
く
選
輯
学
Ｖ
一
巾
摘
要
Ｖ
。
〈
列
〒
全
集
Ｖ
第
三
八
巻
、

　
　
人
民
出
版
杜
、
　
一
九
五
九
年
版
、
第
一
四
六
頁
。
Ｏ
・
≠
向
・
匡
、
胴
、
ゲ

　
考
落
窒
吻
ｏ
プ
き
二
ｐ
串
～
・
○
二
〇
〇
・
睾
　
武
市
健
人
訳
、
前
掲
訳
書
中

　
　
巻
、
七
八
～
七
九
ぺ
ー
ジ
。

（
３
）
〈
矛
盾
論
ｖ
。
　
『
毛
澤
珠
迭
集
』
第
一
巻
、
人
民
出
版
杜
出
版
、
一
九
六

　
　
七
年
、
第
三
〇
二
頁
。
『
毛
沢
東
選
集
』
第
一
巻
、
外
文
出
版
杜
（
北

　
　
京
）
、
一
九
六
九
年
、
四
八
一
～
八
ニ
ベ
ー
ジ
。
一

（
４
）
〈
談
談
辮
証
法
間
題
ｖ
。
〈
列
守
全
集
ｖ
第
三
八
巻
、
人
民
出
版
杜
、
一

　
　
九
五
九
年
版
、
第
四
〇
八
頁
。
　
『
レ
ー
ニ
ソ
全
集
』
第
三
八
巻
、
大
月
書

　
　
店
、
三
二
七
。
へ
ー
ジ
。

（
５
）
参
閲
黒
格
小
：
〈
小
鑑
輯
ｖ
、
三
眠
刊
店
、
一
九
五
七
年
版
、
第
二
五
七

　
　
頁
。
松
村
一
人
訳
『
小
論
理
学
』
下
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
～
二
一
ぺ
ー

　
　
ジ
。

（
６
）
同
（
５
）
刊
、
第
二
五
九
頁
。
松
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
下
巻
、
二

　
　
二
～
二
三
ぺ
ー
ジ
。

（
７
）
（
８
）
〈
黒
格
郁
全
集
ｖ
第
一
巻
、
徳
文
本
、
一
九
二
七
年
版
、
第
四
九

　
　
頁
。

（
９
）
斯
退
士
－
〈
黒
格
ぴ
的
哲
学
ｖ
、
　
一
九
二
四
年
、
英
文
本
、
第
一
八
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
五
　
（
九
六
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

　
　
頁
。
峯
・
↓
・
ｏ
ｏ
訂
ｏ
９
弓
ぎ
勺
巨
易
◎
勺
耳
◎
｛
患
。
・
♀
「
◎
邑
；
一
－
り
寧

　
　
ド
　
ｏ
ら
ニ
　
オ
ｏ
奉
■
冒
ぎ
　
宕
蟹
．

（
１
０
）
〈
小
遷
輯
ｖ
。
〈
黒
格
小
全
集
ｖ
第
八
巻
、
徳
文
本
、
第
二
六
〇
頁
、
井

　
　
参
閲
く
小
遡
輯
Ｖ
、
三
朕
弔
店
、
一
九
五
七
年
版
、
第
二
六
七
頁
。
松
村
一

　
　
人
訳
、
前
掲
訳
書
下
巻
、
三
三
ぺ
ー
ジ
。

（
ｕ
）
庫
諾
．
費
舎
　
く
近
代
哲
学
史
Ｖ
第
八
巻
、
　
一
九
〇
一
年
、
徳
文
本
、

　
　
第
四
九
二
頁
。
声
雲
吻
ｇ
ｏ
箏
ｏ
ｇ
ｏ
巨
ｇ
箒
ｑ
雪
篶
烏
『
ｇ
｝
巨
易
ｏ
．

　
　
○
巨
９
　
－
り
◎
－
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（
１
２
）
参
閲
く
大
選
輯
ｖ
。
〈
黒
格
郁
全
集
ｖ
第
四
巻
、
徳
文
本
、
第
五
〇
七

　
　
頁
。
９
奉
．
『
匡
。
。
９
。
ピ
苧
２
０
・
一
〇
っ
．
鼻
武
市
健
人
訳
、
前
掲
訳
書
中

　
　
巻
、
三
五
べ
－
ジ
。

（
１
３
）
庫
諾
．
費
舎
：
〈
近
代
哲
学
史
ｖ
第
八
巻
、
　
一
九
〇
一
年
、
徳
文
本
、

　
　
第
四
九
一
頁
。

（
１
４
）
麦
克
太
才
、
〈
黒
格
蛮
輯
学
評
注
ｖ
、
　
一
九
一
〇
年
、
英
文
本
、
第

　
　
一
ニ
ハ
頁
、
井
参
閲
、
一
一
五
頁
。
－
向
・
く
亀
品
電
鼻
ト
８
ヨ
昌
Ｓ
－

　
　
尋
く
９
患
琶
、
。
。
－
曇
Ｐ
Ｏ
§
茎
膏
ｉ
§
◎
』
亭
オ
睾
ぎ
『
ぎ

　
　
宕
凄
一

（
１
５
）
同
（
１
）
辛
、
丼
第
五
四
九
頁
。
Ｏ
・
考
・
『
籟
晶
９
Ｐ
與
．
○
二
〇
っ
．

　
巴
　
武
市
健
人
訳
、
前
掲
訳
書
中
巻
、
八
○
ぺ
－
ジ
。

一
比
一
同
上
、
萎
閲
く
黒
祭
〈
轟
学
〉
一
暮
琴
く
孕
全
集
Ｖ
第

　
　
三
八
巻
、
人
民
出
版
杜
、
一
。
九
五
九
年
版
、
第
二
一
二
頁
。
Ｏ
．
奉
・
甲

　
｝
。
。
ｑ
。
一
。
亭
。
。
３
・
ｃ
っ
雪
　
武
市
健
人
訳
、
前
掲
訳
書
中
巻
、

　
　
八
一
べ
－
ジ
。

（
１
７
）
伺
（
３
）
辛
。
第
二
八
二
頁
。
『
毛
沢
東
選
集
』
第
一
巻
、

　
版
杜
（
北
京
）
、
四
五
四
べ
ー
ジ
。

八
○
～

外
文
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
六
　
（
九
六
八
）

（
１
８
）
〈
黒
格
郁
く
遷
輯
学
ｖ
一
弔
摘
要
ｖ
。
〈
列
了
全
集
ｖ
第
三
八
巻
、
人
異

　
　
出
版
杜
、
一
九
五
九
年
版
、
第
一
四
九
頁
。
『
レ
ー
ニ
ソ
全
集
』
第
三
八

　
　
巻
、
一
二
ニ
ベ
ー
ジ
。

（
１
９
）
参
閲
張
世
英
著
・
・
〈
形
式
遜
輯
的
同
一
性
与
弁
証
法
的
同
一
性
ｖ
。
〈
新

　
　
建
設
Ｖ
、
一
九
五
八
年
第
一
期
、
第
三
七
頁
。

（
２
０
）
黒
格
ホ
：
〈
哲
学
史
講
演
録
ｖ
第
一
巻
、
三
咲
辛
店
、
一
九
五
七
年
版
、

　
　
第
三
二
頁
。

（
２
１
）
同
上
辛
、
第
三
二
頁
。

（
２
２
）
同
（
１
）
辛
、
第
八
七
頁
。
○
・
考
・
句
・
雷
ｏ
罵
ｒ
ミ
寡
ｏ
易
ｏ
ブ
黒
け

　
　
宗
『
５
阻
ぎ
－
ぎ
量
易
。
・
晶
ｏ
げ
ｓ
＜
ｓ
ｏ
８
烏
旺
劣
◎
ｐ
｝
”
昌
ヴ
膏
。
・
一

　
　
岩
；
ｏ
。
・
奉
武
市
健
人
訳
改
訳
『
大
論
理
学
』
上
巻
の
一
、
岩
波
書

　
　
店
、
七
八
べ
－
ジ
。

（
２
３
）
同
．
（
５
）
辛
、
第
二
〇
〇
頁
。
○
・
考
・
『
匡
晶
具
穿
ミ
巨
£
以
皇
ｏ
二

　
　
Ｐ
”
・
Ｏ
二
〇
〇
・
Ｈ
ｏ
９
松
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
上
巻
、
二
六
二
～
二
六
三

　
　
ぺ
－
ジ
。

（
２
４
）
同
上
辛
、
第
二
〇
三
頁
。
９
奉
ウ
雪
品
県
甲
串
Ｏ
．
一
〇
つ
．
－
量
松

　
　
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
上
巻
、
二
六
七
べ
ー
ジ
。

（
２
５
）
（
２
６
）
同
上
辛
、
第
二
〇
二
頁
。
９
奉
『
国
品
具
苧
牢
Ｏ
二
〇
っ
」
ミ
・

　
　
松
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
上
巻
、
二
六
六
ぺ
ー
ジ
。

（
２
７
）
（
２
８
）
同
上
辛
、
第
二
〇
九
頁
。
松
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
上
巻
、
二
七

　
　
五
ぺ
ー
ジ
。

（
２
９
）
同
上
弔
、
第
二
〇
九
頁
。
松
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
上
巻
、
二
七
五
ぺ

　
　
－
ジ
。

（
３
０
）
〈
黒
格
亦
哲
学
批
判
ｖ
。
〈
費
　
巴
吟
哲
学
著
作
迭
集
ｖ
（
上
巻
）
、
三
朕

　
辛
店
、
一
九
六
一
年
版
、
第
七
八
頁
。
フ
オ
イ
ェ
ル
バ
ツ
ハ
著
、
佐
野
文



　
　
夫
訳
『
へ
－
ゲ
ル
哲
学
の
批
判
』
他
一
篇
、
岩
波
書
店
、
五
七
べ
ー
ジ
・

（
３
１
）
同
上
辛
、
第
八
二
頁
。
佐
野
文
夫
訳
、
前
掲
訳
書
、
六
四
ぺ
ー
ジ
。

（
３
２
）
同
上
辛
、
第
八
○
頁
。
佐
野
文
夫
訳
、
前
掲
訳
書
、
六
〇
べ
ー
ジ
。

（
３
３
）
同
（
１
）
辛
、
第
二
七
頁
。
９
事
．
『
｝
晶
ガ
ポ
Ｐ
與
．
○
二
〇
っ
・
旨
．

　
　
武
市
健
人
訳
、
ム
則
掲
訳
書
上
巻
の
一
、
一
一
一
べ
－
ジ
。

（
３
４
）
同
上
滞
、
第
一
一
四
頁
。
Ｏ
．
考
．
『
｝
晶
♀
”
．
凹
．
Ｏ
．
一
〇
〇
〇
〇
．
奏
～
べ
ｏ
．

　
　
武
市
健
人
訳
、
前
掲
訳
書
上
巻
の
一
、
九
四
ぺ
ー
ジ
。

（
３
５
）
普
列
奴
諾
夫
：
〈
唯
物
論
史
告
、
人
民
出
版
杜
、
一
九
五
三
年
版
・
第

　
　
二
七
頁
。

（
３
６
）
同
（
５
）
辛
、
第
一
八
七
頁
。
○
．
秦
・
『
匡
晶
９
”
．
甲
Ｏ
二
〇
〇
・
－
ｏ
ｏ
◎
・

　
　
松
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
上
巻
、
二
四
五
～
四
六
べ
ー
ジ
。

（
３
７
）
同
上
市
、
第
一
九
〇
頁
。
松
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
上
巻
、
二
四
八
～

　
　
四
九
べ
ー
ジ
。

（
３
８
）
同
上
串
、
第
一
九
一
頁
。
松
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
上
巻
、
二
四
九
ぺ

　
　
ー
ジ
。

（
３
９
）
同
（
１
）
辛
、
第
五
四
五
頁
。
課
文
象
自
く
黒
格
ホ
〈
遷
輯
学
ｖ
一
争

　
　
摘
要
Ｖ
。
〈
列
〒
全
集
ｙ
第
三
八
巻
、
人
民
出
版
杜
、
一
九
五
九
年
版
、
第

　
　
一
四
四
頁
。
Ｏ
．
ミ
・
句
・
匡
。
９
Ｐ
顯
・
Ｏ
二
〇
っ
・
閉
・
。
・
武
市
健
人
訳
、
前
掲

　
　
訳
書
中
巻
、
七
七
頁
。
『
レ
ー
ニ
ソ
全
集
』
第
三
八
巻
、
一
〇
九
べ
ー
ジ
。

（
４
０
）
同
上
辛
、
第
五
四
六
頁
。
　
譲
文
蒙
自
同
上
書
、
第
一
四
五
頁
。
Ｏ
．

　
事
句
｝
。
胴
。
一
一
”
”
〇
一
〇
っ
ｍ
・
◎
武
市
健
人
訳
、
前
掲
訳
書
中
巻
、
一

　
〇
九
べ
ー
ジ
。
　
『
レ
ー
ニ
ソ
全
集
』
第
三
八
巻
、
一
〇
九
べ
ー
ジ
。

（
４
１
）
同
上
辛
、
第
五
四
七
頁
。
　
謬
文
表
自
同
上
書
、
第
一
四
六
頁
。

　
９
事
・
ヲ
曽
。
。
ｑ
，
Ｆ
ｐ
凹
・
○
二
〇
っ
．
ｓ
・
武
市
健
人
訳
、
前
掲
訳
書
中
巻
、

　
七
八
ぺ
ー
ジ
。
　
『
レ
ー
ニ
ソ
全
集
』
第
三
八
巻
、
一
一
〇
べ
－
ジ
。

　
　
　
　
『
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
』
Ｈ
（
小
野
）

（
４
２
）
同
（
１
８
）
辛
、
第
一
四
七
頁
。
『
レ
ー
ニ
ソ
全
集
』
第
三
八
巻
、
一
一

　
　
一
一
ぺ
－
ジ
。

（
４
３
）
黒
格
亦
：
〈
歴
史
哲
学
ｖ
、
三
朕
辛
店
、
一
九
五
六
年
版
、
第
九
四
頁
。

（
４
４
）
黒
格
休
：
〈
哲
学
史
講
演
暴
▽
第
一
巻
、
三
畔
市
店
、
一
九
五
七
年
版
・

　
　
第
三
六
頁
。

（
４
５
）
普
列
汲
諾
夫
く
馬
克
思
主
又
的
基
本
間
題
ｖ
第
八
二
頁
。

（
４
６
）
普
列
奴
諾
夫
：
〈
唯
物
論
史
論
双
ウ
、
人
民
出
版
杜
、
一
九
五
三
年
版
・

　
　
第
二
三
頁
。

（
４
７
）
同
（
１
８
）
辛
、
第
一
四
一
頁
。
『
レ
ー
ニ
ソ
全
集
』
第
三
八
巻
、
一
〇

　
　
六
べ
ー
ジ
。

（
４
８
）
同
（
５
）
辛
、
第
二
六
七
頁
。
松
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
下
巻
、
…
ニ

　
　
ベ
ー
ジ
。

（
４
９
）
同
上
市
、
第
四
二
一
頁
。
９
考
・
戸
国
品
♀
中
中
Ｏ
・
・
ｏ
ｏ
・
宕
ト
松

　
　
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
下
巻
、
二
一
二
八
べ
－
ジ
。

（
５
０
）
賀
麟
∴
〈
当
代
中
国
哲
学
ｖ
第
七
六
頁
。

（
５
１
）
同
（
５
）
辛
、
第
二
六
七
頁
。
松
村
一
人
訳
、
前
掲
訳
書
下
巻
、
三
三

　
　
ぺ
－
ジ
。

（
５
２
）
恩
格
斯
く
費
亦
巴
恰
与
徳
国
古
典
哲
学
的
終
結
ｖ
、
人
民
出
版
杜
、
一

　
九
六
二
年
版
、
第
七
頁
。
エ
ソ
ゲ
ル
ス
著
、
松
村
一
人
訳
『
フ
ォ
イ
ェ
ル

　
バ
ヅ
ハ
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
べ
－
ジ
。

八
七
　
（
九
六
九
）




